
第2章

災地の

社協職員はどう動いたか



避難所運営に関わって

被災地である10市10町のうち、福祉センターやデイサーピスセンター等oa施設速営をしていた社会福

祉協誤会（以下、―社啜ー）は 6市1町であるz このいで避難所となったのは23ケ所であり、社協が森葵

所運営の生体となったところは5和1町であった（ちなみにl9社協が委託運空している県福祉センターは

避錐所とはならなかった）。

，，甜所運営にあたることとなった市町社協において、避難所の運営は柴務の中でも大きなウェイトを占

めていた。こうした車実は、当たり前のようであっても案外知られていらいのではないだろうか。

そもそも、一般的に各社協d9車務局が速営している9酎Itセンターや施設は、翠こ、一時避難所に指定され

ていないところが多かった。しかし、そ0幻9や壊能を考内し、当時の混乱した状況からすれば避絣所と

ならざるを囮ないのが実消であっ芦これらの避雅凡の特色として、一般の地城の住民はもちろんたが、

際害名や高祐者などのいわゆる“社会的弱者＇を俣先内に受け入れる、第二次避難 91として股能してい

たことであふ速物目体の設伯やケアスタ,,宮の戦届の存在から、また、社会的弱者とされる要援護者

}ことっては、学校や公民館等における一般の避雖所では澁乱した状況の中での菜翌l牛活1こ支造を牛じる19

かりが、生命の雑持も危ぷまれかねないといった点から、避難先から避難してこられるケースも多々あ・9

た。

また、各を協暇畏については、自らも被災老であるにもかかわらず、 24時間体制の避距祈運常に努｝J

を咄しまなかった者ばかりであった。地震直後の蔽乱した建物戸部の片付けから、避封者0受ヴ人れ、避

難牛活の支援、そして施設機能の後旧1こと奔土していた。さらに、栽援金をはじめ各栢救済制度や99祉99l

度の釈用の周知、避難名に対する＂心のケア＇．、茫難，；り内での自治会の組料化など、コミニニティワー

ヵーとしての力呈も発揺されていった，

しかし全てが順調ではなかった。地器によるショ yクや疲労、避姥所牛活によるストレス、インブル t

ンザの要延、雌穀者のトラプル等々、何が起こっても不思溶でないような混9̀立の状態もあった。こうした

状況において、その］うその場1こいた仕協職昆は、一体何を団い、どのように行勅したのであろうか。そ0

想いやジレンマを含めて、以下に経過が綴られているはずである。

本項では次の5名の車例を記録しているu
/--9 9 -， 9 - 9 _ ＿ 9 9 -I O） 西宮市社1g' 矢野氏~會…総合控祉センターこしての叩1恥活動や令阿•lからの諸支佐について

! R 伊丹古社協::山氏… 陸菩者や商齢者等厄等J噂駄者の支授を中心とした第疇扇邸虹について 1 
| R 宝塚市社協▲山内氏~~…~デイサービスセ 99 丑咋疇疇用も含めた避荊者支援について ~ 
1: 津名郡•一宮町社協・山添氏り拠点となる病胎者牛活均Lセ 9 ターにおける淡賭地区疇恥して 1 
t⑤ 神戸市9十協、須度区在宅99社センター•平居氏·…·遥兜和年に関する具体的な職負の動きなどについバ

`~—~ -一• ~--~- -. -~- -~— 
それぞれがここには菩ききれなかった苦労や想いを秘めているであろう点に密忘して、以下を読み進め

てばしいものである。
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総合福祉センターにおける避難所活動

西宮市社会福祉協議会 矢野貴俊

1. 震災当日の状況

1月17日5時46分、私はまだ睡践中であった。突然、

下から突き上げられるような感じで、体が一瞬浮いた

記憶がある。それから激しい横揺れとなり停遠になっ

た。携搭用ラジオを持っていたため聞いてみると、地

震情報で裟度の大きさなどを伝えていたが、家の中に

いたこともあり正直なところ、これほどの被害になる

とは思えなかった。

召気が復113したので、とりあえず戦場へ行かなけれ

ばいけないと思い家を出た。当昨、私の担当業務の 1

つに、 自分の膿場である総合福祉センターの~ii全般

があったため、建物等がどのような状態にあるかを早

＜把渥しておく必距があると考えたからである。

2. 施設の概要

西宮市総合福祉センクーは、共に生き、共に学ぶと

いう理念のもとに、心身院宅者児の社会参加を保障し、

市民の福祉の増遥を図るために昭和60年5月に開館し

た、社会福祉協議会の運営する施設である。(-咽吟く）

地理的には、西宮市南部のほぼ中央に所在し、 JR.

阪神 ・阪急の最寄りの駅からいずれも徒歩10分以内と

いう便利な所に位筐している。各階には、重度肢体不

自由者通所施設・リハビリセンター ・視党障害者図書

館等の他、体資窓・和室・各集会室等、避穀者を受け

入れる器は十分にあるが、従来から西宮市における災

害時の避幾所および緊急一時避難所には指定されてい

なかった。

3. ある避難者への感謝

通常15分前後で讚場に笥くはずのものが、道路も寸

断されており、 45分近くかかりようやく君いたが、既

にその時には、ロピーに40人～50人ぐらいの近隣の方々

が避菓されていた。

建物内に入り、照明が藩暗いことに気づき、これは

停霜直後から非常用電源が作勁していると思い地下へ

走った。建物管理については専門業者に委託しており、

職員が復旧作業を行っているものと思い、その段階で

の状況を確認する意味もあり地下へ行ったわけである

が、職員は神戸方而がほとんどであったため連絡すら

取ることができず、近くにある本社に応急復1Bをお願

いするしかなかった。

余震のたびに、非常電源になることの繰り返しで、

その都度、本社から復l日に米てもらっていたが、次第

に連絡も取りにくくなり、非常に困蔑な状況になりつ

救腹部

本部付庶務班 市対策本部との連絡潤整祖当

融資相談他担当

対

策

会

議

避難所班 管理担当

配食担当

援肋物資担当

地域援護班口地域援護担当

ポランティア担当
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つある頃、吃荊名の巾で以前に悉託している英者で伍I

いていた人を見かけたので、 c0人に無●を承知で吾

皿関係を手伝ってもらうようにお阻月いした。この人は

l」常から、この総ム禄祉センターをよく利用されてお

り邸t9知りでもあった0Jで、こちらから0199i理なお屈

いも心よく引き受けていただいた。また、用館当時に

拶わっており、機械面。設備面において熟汎9されてい

たので、木当にこの人がいなければ、英災直後からの

l 週間ぐらい •1乗り切れなかったのではないかと思う。

女字が披災しているにも関わらす、屋佼問わす不朕不

休で勁いていただいたことに改めて御ネlを巾し上げた

し・気I寺ちでいっぱいである。

4.災害対策臨時編成が出来て

先程も苔いたように、西宮市における災ま時＂避紐

所および緊,,一時翌難所には者定されていなかったが、

避難者は培え涜けたため、 9届ネ9卜局から災菩対策本部へ

総合9咋l．センターを避雌所として開殺の旨を99絡し、

994ケ所 1袋大時）あるうち9319Biとして正式に避薙

所がスタートした。

しばらくしてから、上記の社協笙 l次災宅対策訟芍

紺成ができたが．私9こ、避難所坦，,危辟担竺O L人と

な•，た．士な●務 9i避湖9所の理営筈速こいうことであっ

たが、品大防で日かい0315祉会館も含めて約6[90名の

避雌者がいたのて様々なことを戸←，如まず最初に行っ

たのは、怖生低0Jことであが地袋による地虻北7ヽで

卜9ンのだ灯芽が破裂し使用不能になっていたが、そ

れに気づくのが迎れ、桔まるたも汀こ浩掃を繰り返し、

似設＇~イレ俎設醤されてからも．使い）」が悪いとめに

泊括を繰り返すことに曰々を1とやした．また、その他
に行ったことを肋Fに言えば、 T枕い9代克液の年9芦,.

避薙廂内の危険9躯余J●、受I4周係、食挙〇配給、宙話

応対•取次ぎなどが挙げられる。

不自由ながらも9苔91所として0店が山釆てきたば1か

らは、炊き山し，洗庖，入浴なとの生活をしてい（中

で必要なニーズが出てきたが、これは大阪だ村協て設

産していただいた現地手務所の方で取的糾んでいただ

き、全住各地の社協・：可体から 0支援により、 1分す

ざるほどの活勁をしていただいたのではないかと思・),

そのため避薙祈逍としては、これら0サーピスを避雉

者に伝える選格甜整役や泡難者のなかに入り不玄や心

配手解消してあげることなどに努めることができた0

ではないだろうかC もちろん、述舟1者と栄する時は、

享務岳10脱呉として上から描えるような感じでになく、

同じー住民として接するように心I」1けたつもりである p

5， 翌災救援活動で学んだこと

避薙所述紅は、通常共街を全てスト，プした状店で

行ったので、稔合惜祉センターの機能を年かした木来

業務の再9月について：りり大9品：こ涅れることにな・うた。 し

"'、それが必要品」ヽ賎9ことどまったのは、人枷府社

協を中心とした全同から9j支啜体9i,1C9おかけ‘であり、

今後このような災菩で、現地の機裾が元ムに人卜 yプ

した特心全回レペルクJ支授体制が、いかに現地0機

低後l日に役立つものであるかを，~てしたものであるだろ

ぅ，

また、今『0震災で当1十協9ま臨I寺，,班垢成を敷いた

にもかかわらず、晋段の連絡調控機能が不十分であっ

たため、 9如示系結0咋i寸や恰報交挽があまりできない
9ま9こ、それぞれが1肋いていた惑lーがする，そ9うため、

民間角臆にしてり消沼の9炉指が十分に生かしきれなかっ

たのではないだもうか。

平＃峙9：どおける要援茜名の把握、消ffio 菜約•発信

休ih9~の整坪、または総合福II9 セ 9 ター戌能を活用した

遮登所体制〇在り方芍まだま茫没された罪●は多いが、

これりを踏まえて、今後む様々なぼ団に向けた取りi9

みを追めていさたい，

※参考姿料

総合1岳祈セノクー_,届祉会館の苅薙Bりとして01経過
1/97 I9,it59寺拓分、阪91バ炎路大戻炎発生

l/l8 

3/ 1 

s/ 4 
3/ll 

4/l1 

5/ 4 

5/ 

6/12 

6/as 

s/6 

総合禄lにセンタ---福祉会館を避雌所として

l9l設

避難老珈名を越える

泄99考400名を切る

ロビー付近

迎我宅309]名を切る

甜祀考,oo名を切る
避程溢109]名を切る

迩起き59]名を切る

避涯考10名を切る

遮矩考を団祉会誼9階1こ統合する (8名）

追難¥~0 名とな，，避別1所を朋組する

逆蝋者用に設酉した1'なも，'

仮設トイレ 8合 (l丸1合は卓椅ー［月）、仮設宅話 9

台（内 3台はビンク屯話）

仮設 FAX1台、テレピ 3台、洗渥1紐3台、冷哉

匝3台、銀子レンジ 3台
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アイ愛センターにおける対応と課題

------r,,丹市を会祖祉協諾会アイ妥ヤンター係長 小 山遠也

「平成げ 1月19日午前5時46分」、こ 091時は少

な((も牧袢間に住む住民9ことっては京れることので

きな9, tがとして心〇奥底9こ残・9てい（であろう。

木明的大池翌（兵廂祟西部人地底）は、多くむ）」々が

深（そして神寂の試りり9中、「lの前ぶれもな（突如と

して地をも悶す翌品切荒海に投げ出されたわけである

から、如河1叫'防伽で赤子のように降りかかる災難を

身つで受け，Lめなければならなかったことを今思．ぃ

出すだけでも身が演が99いがする。

＜アイ愛センターの対応＞

当H、アイ愛センターは、幸いなことに祝l」の振枯

代体のため休舘円であった、．さらに、不卑中の守いだっ

たことは、我が家の安全を硲毬するや散在する祁品の

後片付け（'涅とほどに駆けつけた咄貝が、施設0叶被菩

を確諒したところ、いわゆるライフライン（電気・カ

ス・#消・雹話）には大きは捐笞はなく、セノターの

遥営については外見 l苺し文えない状態であった。

＜参考資料 1参照＞

袋災というのは、地

・そ0ものより、そ 0

後の被菩状況が明らか

になるにつれ、関閣が

浮かび上ぶってくるも

0である n アイ愛セン

ターに93いても、早辿、

通常a9棠務をどうする

1-i;）•斗市の被災状況～
＇死者． 1lA

負ほ者． 2893人

家屎03企・立壊

8.590株 (18,35珈副

（平成9斗4月21日罪在）

かであった。伊！寸市の助向においても「対策木部ーが

設阻され避難所0辟保、そして避慈所を女喪する救援

物蛍の搬送、食単呪逗と汁賊邸：犀対応となった n

いわんや当センターの浬営を預か・」ている社会胆祉協

議会においても円本赤十チ冷L伊丹地区としての救探活

動やポ 9ンテノア援貼など、全てR業務がそこに沖が

れる甲態とな 9 た。そこで、アイ没センターとしても

それら救拐活助を応援するため、 とりあえず 1週間の

休館を決定‘-’こ。その後0勁向は次のとおりであるs

＜地裳発生から避雑所閉鎖まで＞

11117口地点991日（休館日）

↓ L返柑¢ハ水館を決定

l8日 介装デイサーピス利用の肋岡安否埠認

市救援活動への応衰 (23ヨまで統＜：

i月99ll 介i999,1サーピスの再明

翠急迎姜lt臨菩者へ03ADL室：9洪

i1122日 院当者・封1冷者遥ぎ」場所開設

lJ124日函宮業務を再閲

21124日 岱難者・介穫9'イ利用者泡励もち・つき大会

2J128日市内在宅隙吉者への救撲物姿の配布

4n30日迎甜所閉狛
． ~ ~•-ー・~一~

アイ愛セ 9 タ一

避典［者状況

避雌百開設口数 69日

＜陪告者ン

利用者致・ 14人（最人）

廷ぺ908人利用

＜高眸占＞

利III.9数： 9人（姦応

延ぺl28人利用

一方、アイ没セ,,ーでは、在宅泣宵者0デイヤー

ピスを実9いしている挺係上、デイザービス利用者の状

況が心配されたが、淫話を始め各荏1古9翻蹟忌l．してい

る状況では、安否確甜がとれず、とりあえす、地裟当

日から翌円にかけて介沿デイサーピスを利用している

至度l店菩者0家匠への訪閂を行った。家庭訪問〇鈷果、

全品被官も少なく通常の生活に茫し文えないというこ

とで桁井貝もげりを抱で下ろしたわけであるが、そ0節

9こ家族ぶら、利用者（膵吾者）に変にズ安を持つこと

のないように早くい9も〇生平999ーンを継乱Lしてほ

しいことや家族においては家のJ,'，.)けをしたいという

屁望を受i}た，この炭印について喩貝間で話合い、先

に述ぺたようにアイ愛センター 9,；虹＇叶郎、ヽぐ 9担岩が

少ないことから、必要母低限む節l汁9における介恕デ9
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炉 9 ビスを19Uから祖甜することにしたへまた、 ある

車いすを手」用する涼百苦家侠から自宅炉半壊し、住め

ない状況にあることかふ緊急的にアイ愛セノターの

ADL室（日常生活自l諒室） も使用0申し出かあった

ここから、通常0部は貸止深務03-I苗として処瑶し、

この二—·ズに対志 L た。

＜緊急避難所として＞

そ0後、巾の対策本蔀から01旨］ヽ があり、 29日より

「芍哀l問迎0ある窃陥者＊屯告者の迷難g斤lとして了

イ愛ビンターを捉供することとなっにこの竹昂に 1丸

面齢者や粋吾者にと 9 て9゚ 、学校や共l合l利用施設の避

難9斤では、 トイレ等0設備0問酒や心の丁アが十分で

さないことからである．、そ〇ため、当セ 99 -0遮だ

阿09利出におじては、直接澄荏者を受け入れるのでは

なく、福祉寧務所0ケースワーカーを通じての避難と

なった。この避薙所0設老思芭9t、アイ愛センタ~ ・ 9こ

こって多くの白1旦と教忌,,ぞ与~；ることにな←J た。 ,CO 

1つが、いち早〈市内の降密者，，方に以前のとおり虻

アイ変センターを利"」していただこうと地茂 1迪闊後

O3 1月？4日がらセンター栗務を両問したのですが、避

荏所を引設しながら0運営ということで、利用できる

部屋等か制約される19けでなく、デイサービス哭務9こ

も文涼が出たこと，次に、忘船者'’涼告吝等9)社会的

弱者への避難手の担供9さ、＇汽なる生氾〇 "培＂ の提供

だけでなく、①笞災を紆験した後の心のケ了、R勺み

なれた居宅を余●なく甜れることから生じる自活力の

低下、③淡授命を含め各朴救済制度や祖祉999l埃和用等

における手掠き寺の相談佐助、④容絃0急変などによ

る漣該lこの可融や栄存的対応、 さらにR混齢者におい

ては将釆0不安なとの対応が付加して求められてきた

ことてある。これらのニヽーズにおいては、活祉 d兌翫F

ヶースワーカーをはじめとして医hi ランティア等の

スポット的な援助があるも00晶本的には、 日々桜

ている戦貝が対応しなければならなく、 94時忙の避難

祈音頑と合わせてセンター喩貝はじめ社会福祉協滋会

喘艮への人きなれ迫として~のしかかってきたことは当

初予想でさなかった宮柄である。 しかし、幸いなこと

に、社会梃祉協諾会においては、ざランティア活砿セ

J ターを設匹していることもあり、 これらの心のケア

や話相ゴなどは；rランティア逃絡会加入0ポランティ
アが甜；身的に頁蚊してくれたことは、非常に戦且への

負担径以になったことは確かで感祁に"7えないも0で

あったぐ

＜造錯所連宮経験から＞

このようにアイ没セ 9ターが、陪吉者・南齢者0墜

雌所を迫営して得られた救引lrl、1「#！こ占垂なもQ)で、

荘後に、これら救訊lを踏まえ、今後の緊忌999しおける

隙吉者等社会的ヽヽンディを持つ市民へ09炉l心を課冠と

して哀とめておきたいe

(ll 睾'1時に避難所として生活99垣が1克洪できること

これは、晶本的なことであるが、 アイ菱センターが

廷物的にもh1洪災者に対Lて女1‘ しが

もライフラインにつ，ヽて研史に確保でさたことであ恥

しかも、設慌低にもl点さt者等にと・」て配意されている

ことが必要であろう。（打に、今同〇避II所においては、

当セ` 99ー年l記号ジス予ムは隧貶き心石齢苔・陸

宅年ことってヰ苺~に含ばれた）

9 21 9991的控湮こ Lての逝難

泊吾者等の迎箪所においては、単なる一時的；ょ生活

の＂！易n.,捉仕．だけではだめで、そこに,,「介護（ケ
了）」が付滴して必悶であることや●合によっては l相

棧・援助（ケ・・・スワーグ） が必要とさ打る。 したがっ

て、行政としては、避伍ギというより「緊急一時保悉

所（シ＂-トステノ）」的に考えてしヽくべきであろう。

沿1 マンバ9-0皓保

母難麟営！」おいては、 24芍間9)音旺も含め多様な

「,1で多く 0マンパワーが必要とな名幸い今回の宮災

ーで く6只巧ノティアの活揺がLl立ったが、 そ

のようなポランティアを含め、より多くのマ 9パワー

を訛保しなければ、社会的閲者へ 0揆助にてきない。

しかも心身にハ 9ディを持っていることに、 それぞれ

に特刈なケア（7・話遁訳、要約革氾、令設、指這等）

が必要なお合占多く、これらマ 9バワー 9す致だけでな

そ03内容においても多様でなければならな戸く、

141 罰上uoaI籍
嵌後に、 l賊ぬ03頁心問赳であるが、緊急99のいわば

バニ yク状池の中で、①1祖力を求めるj3々 のニーズを

的流につかみ、②他の様l9lとも迎決（ネットワーク）

しかも③ボラソテ 9]'をはしめ、し、 にわかに柴翠っ

たマ 9パ~ワーを効率旦（指示するリ←＂ダーシ ,fが職

-19-



員に求められるであろう。これは、福祉制度等簑JI/J施

策の研鑽も含め、緊急時の対応マニュアルの作成やイ

メ:..ジトレーニングを8頃より訓練しておく必要があ

ろう。そして、緊急時においては、状況に応じて避難

所としての機能を持つそれぞれの施設長が、ある程度

臨機応変に対応できるような行政の体制づくりも大切

であろう。

＜参考資料： 1>
兵庫県南部地震アイ愛センター被害状況（概略）

被 害 個 所 被 客 内 容

(I階）

喫茶コーナー 食器類一部破損

〇ビー・廊下
喫茶コーナー：コンクリート壁亀裂

非常口手前上部：コンク＇）一日壁尾裂

卜 イ レ ＜男子＞タイル亀裂 8枚＜女子＞タイル亀裂 10枚

更衣室 西コンクリート壁亀裂

ファミリールーム 東コンクリート壁亀裂・スチール製杏庫ガラス破損

日常生活訓練痘
食器棚（破OO、食器類ー式（破1員）、アコーディオンカーテン（一部破損）

下駄箱（一部破損）

（プール棟）

入 ロ コンクリート壁亀裂 ・通路浸水（プール水漏れ）

内 部 コンクリート東璧亀裂4固所・コンクリート西壁屯裂3僭所

更衣室 コンクリート通路壁亀裂・コインロッカー鍵破損 (20ヵ所）

ポンブ室 プール配留水漏れ（少々）

(2陪）

社協事務定
スチール製書庫ガラス破損 大6枚 ・小2枚
花瓶（破損 • 3娼）

会議室 置時計（破損・ 1個）

研修室 コンクリート壁急裂 (2個所）

多目的室 コンクリート僅亀裂 (2偕所）

和 室 コンクリート壁亀裂・天井板一部落下破損

調理実習室
コンクリート壁亀裂 (2個所）・食器類破損 (100~150枚）
調味料（ソース類 3本臣度）

録音室 スチール製書庫破損

団体事務室 食器類（一部破1員）

避魏スロープ通路 エキスパーシ 9ン亀裂

(3階）•

ロ ピー コンクリート璧亀裂 (8個所） ・天井板破損 (1枚）

湯沸室 コンクリート監亀裂 (3個所）

卜 イ レ コンクリート壁亀裂 (I個所） ・タイル亀裂⑳枚程度

大広間 タタミ表面破損 (10枚程度）

塁外運動場 コンクリート壁亀裂 (5偕所）

避難スローブ通路 エキスバーツ●ン亀裂
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[`>: 避難所運営に関わって

---——-—• ----—宝塚巾社会福祉滋議会総務謀 山内 諭

「うわっ。」平成立Ll月"日午前 5時469）、ふと

んの横9こあった本1恥が私の死，0トに祖lれてきた。幸い

なこと9こ板を雑み立てただけの本机；であり、頑0．ー iご

はちょうと文喧本芍樅い木が落ちてきたため、特にけ

がは1ばく済んだ。家族も枇専だったが、台B虹り方で大

きな音と共に食品似が僚れていた。寺いなことに雹気、

ガス、水；；；もすぐに俣えるようになり、枝菩はこ〇食

器領だけで済んだ。

しばらく、家腔と共9こじっとしていたが、我遥の市

給合福祉センターカ遠索所になっていることを忠ぶ山

し、何が起こ 9た0かはっきりわからないよま、とに

かくー一度民にいくこと 9こした。同じアパートに住んで

いる司僚に声をか，，―て、一緒にセンターに向か・9た。

センターは自宅から徒歩 0分泣のところにあるが、少

しでも団）じをと ジオを●きながら向か—＿た。し

かし、この問点 (6峙すぎ頃）ては、これほとCり大●

災がむこったようには言っていながったと思う，

市紀合9月99バ 99ーにはJご'-何人か述雖し Cこら

れており、自宅に1伎寄を受けた灌貝も避雌してきた＿

企氏が枡く中で、そ 0唆貝のアパートがほぼ今堀して

いる話などを防いて、相当大姐恨な地歴が起きている

ことがだんだん＇ょ，きりしてきたり しかし、銑をそっ

ている者がおらす、センターーを判館することがてきな

いので、迎雖してきた人ににしばらく待ってもみうよ

うに伝え文。このあとどう避雑所を速宮していったか、

宝塚市社協でまとめている裟災記源がらの1女迄只を見て

いたださたい。

初動体制（当日の状況）

宝塚市社会1翻1'品議会の后勁拠点である総合瑞祉セ

ンクーには，1可峠」芍頃耽共数名が山勅する0 そ0"問
は殺械笞僻9こなっており、センターの鍵を所栢しに戦

貝は 8時30分頃到菩。その時点でその頃にいた10名担

度の戦掛により緊急ミィーティノダを閲始する。

まず、社会9釣LI組筏会図9祉テーピス年1JIJ者を中心

に玄否咆認廿救肋活砥1を開始する。この活勁は当会が

迎営している安含デイサービスセンター、光明デイサー

ビスセンタし＾でも同時進行的におこなわれた』

午前「hまでにl践貝の約半数が廿l．。安否確認◆救助

活動に1「わふ

q —前中に宝塚市災宰対策木部に局長が出：9］き、状況

のみ報告。指示は追-て速絡するとのことであり当面

当会独自〇菜災対応を1丁ーた。

‘'1曰は、稔合福祉センターに690)‘'ミど避雑者がこ

られ10名程度邸戦呉力沿逗汽直し主として逆薙者対応

を行う。

避難所0運営

① 庇設a1状況

辿9薙遥所に指定されている社協の呪点「宝塚ろ総合

9輝l：セ 99ー．は幸いなことに世災の妓菩をほとん

ど受けておらず、市内公共託投0中でけ咋 、水逍．

電気・ガスのライフラインが確保されていた，暖房も

あり、水も屯る、 ヽイレも水洗で使える唯一の避刻，J，

ということになった。午前中か氏徐々に避薙者が増え

始め、伎には約600名になり、岩18日には袋多0850

名を数えた。遠薙者が増又がこつれて次々郊佐を開91、

ヨ務固:19のそ＇く全窒遮難紐点とするがまだ足りず、同

—叫女地内にあるテイサ、~、ピスセ 9 9ーと併段している

共同矛哨］和設」没打誰祈に所放する。

R 食串の問穎

当初呻嗚99食弔磁9逹で市役所に速終して 9項函

C0手配はつかず、ガス、水迫、氾気が使える施段は独

自で対応するよう 9こと 3)指示炉でも哀災当 Ul9 9．タ

方には近くの食足ゴ＇呂から米を運び、センター内の栄

姿指導玄の設猫を使ってお｝こぎりの炊き山しを院始す

ふ以後、救授物資治による食事の配給が始まるまで

の数L」問、前料］の避難老の協力を待っっ｀ 9じ内迎雑者8

990人分と周辺の述錨所分のおにぎりを令9食外：ることに

なる。 HI炊き程度0炊飯器 2合でl.0099人§)以上を作

ふ．到Iから凌中までず・＇とご飯を炊いてお 9こざりを 9こ

ぎふそれでも丑初は十分9よ'#iコできず、家版で 2,'，、

3人1個という配給しかできないっ数日悛市役「9から

0食司9梵鉛になり、食●作り＂苦労はなくなるが、数

屈 I分ではなく、公平に分配するた籾こ告心恰●する

ことになる。丑初は 1｛団のお9こぎりを分け合って食ペ

ていた避雖者o方も、だM レク・ムがでる

一氾一



ようにらり、埜］数のそるわない物をいくつも紐み合わ

せな余らさぬように公ユに分配することに力をそそ

ぐことになる。

＠ 人浴d9問雌

避罪もの＾浴9こつい—999、汝災数日後に総今1翻9セ

ンク、内0浴ー名を朋放1，て、主として65京以上の忠紺

<0方を対象に利用していただいた，利出者は総合）昂
祉センターをはじめスボー 9センター、西公民舵など

の活特者の入浴ニーズの荘い避禁所'，jjに1人あたり 3

0分 (1回あたり l0名以内で利）り］ （＇らしでご示 lilJい

ただじた。浴室の受付は、ポランチ）アの方か担｀’i、

入浴巫蒻（介幻Jが必要なj」はアイサー・ビスセ Oj-

で対9じ）や人浴後に救桜物臼0衣類の配分などをお手

伝いいただいた。＇j,付各所で度設風呂が整うようにな—

てからは、忘齢者だけでな（広く総合福祉セソター避

翌者の方等に利目 1年をひろげてい—一応

叫初栢日のように稼側した浴室も避難9の試（利用

者の漁）に伴い 2[I}こl同になったが結局 5)1平ば(

らいまで、ポイラーマ 9q9協9」をえて実施した。

＠ 要扱渡近土告者の対応

忘蛉者｀芦宝者筈要介速老の途難対心99ういては、

もともと吾節者、諒~宅忠ll99設 j紺も落っており、また

介改のスクッ'もいる09で、栽且が全‘l譲のお宅や他

〇避難所がらお速れした利用者を含めて要介怨t人況99

!， 9之、デイサービスセンターで対応することになった。

デイサ~ービスの改貝が24時間交代勃裔")]末まで対

応する，デイサーピ入甲尖の再閲、被災した要介悉者

の入浴サービス甲栄〇実施のため、 3月 1日からは硲

合隅祉セノターの介護）レームヘと移動し以後 5119日

まで94時間ケアドきの避知団を追営し、寝たぎりo方
を含め20名以上の方を受け入れふ社協幻殴呉は、適

常〇業務と他の戻災対応棠務で丁ー杯で、絵合涼祉セ

ンターの懐能9i]00％生かした形で要介設者の24時間

対応避薙所が運宮できたのは、乱内外C刀社協脱届、ポ

ランティア等たくさんの方の援助、協力 9うおかげだっ

た。

R その他の問題

イソフルエンゲをはじめとする9建●の問鋲、洗涸堪

所の確保、仮設雹話0外部から01俎断使園、ぺ 9 l~’) 

問冦、避惹者l司十のけんか、残留孤児引きしげ者0カ

たちとの意志疎通の問姐、非行少汗のたまり壻になっ

たこと、ぼや騒ざ、避難者の行く先の庶赳毎、実に多

(0涼々な甜題に有9iiする。

5月21印こ荘後の 2世帯が1反設仲毛9叫多られるまで

l25日間9:9Jたが〇底鉗者の対応な行う n

（以上宝塚9政L協底災記桟より）

私臣身99当刃、ホー iヽ ヘルプ，'ーピス利用孝等の安

否舘認を11い、その後、他后娯社協池貝切も援をいた

ださながらの要匿證者の甜伍や牛活裾祉登令,oek C 
ため市内各避難所をまわった。またそれと並行に、総

今1召祉センターでし9避薙所に卦する業務に梵わった。

今、その煩どの様に勁いていたのか、あ哀りにもい

ろいらなことがあり、断j9的にはせい出せるが、系筏

だ←っては忌い出せない。救蛍物頁や食料の仕沢、 9村）、

姐殷送、孜脱〇竺価、セ 9ターに亡按ぅleられたポラン

ティア0受付、生活19祉白金や淡括令9こ樗する和い合

わせ0対応など、そ93埒、その切で必要なことを、そ

g9場でできる戦白がとにかくこなしてい（というよう

'，状翌だったと思恥

近雌所述営に関わる巾で特に気をつけたこと 9こ、避

止者のん々に河かしてもらうとき、例えば要介悪名0,-

」、をつくるための祁屈を移助してもらうとき、食料を

迎雑者自身で1七訳してもらうときなど、「してドさい l

という 0ではなく、「お顛いする」という妥焚をもっこ

とであった。日々、不安を涛つ中でさるに負担をかけ

たり、滉乱を招いてはし、 いという気持ちからだっ

たが、反社あまりにもこちらで器備しすきという 9けも

あり、お馴いした克とで「それぐらいピ分たち（避錐

者で）せなあかん lこ言われるほ合もあっゞこ。

避裟所涅営9こ閲わってみて、一否楠惑したことは当

たり合りのことだが、「いろいろな人がいる」ということ

であるc 杵段地域弔祉ネ，、ワータをあえるときなど、

行政やIl協に対して、そ0地岐に1中む人々を単に住民

と考えていないだろうか。せいぜい、災授設者や呆江

委品、 1后祉活動推辿委只なご、祝在、直楼社協に関係

ある砂はでてくるが、そ，,他9よけ瓦としか出てこな

ぃ，しかし、その住民一人ひとりに様々な打えやニー

ズを持っているはずであるっその全部を社為江安9こ応

り込むことはできなくても、地減住民がEl然にコク）げ

、与えや忘見を話せる場づくりや、そ i"tこいろいろな立

場〇方ゃ1片広い年胎屈が参加できるようなユ人がも 9
ともっと必要ではないかと忌如 以上
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避難所運営に関わって

津芦郡•一宮町に会99祉協諾会、可貝 山添光城

はじめに

―1 1]19日」 9う大窟災から早や 9ヶ）が9らきた一社

協が挙務所を固〈ここ一宮町高齢者生活福祉センター

rゅう砂うライフjは苫災後緊令耕叫ずとな0、また、
ポランテ,,話珈1039前泉品地にもなった◇

大勢の披災者を受け入れ、披災者救援のために全国

各地から人捻のポ99ティアが訪れた。あわただしい

日々であった。

今では以前のようし洛ら若きを取り戻し、可日テプ

サーピス主業が行われているc

翌災か~っデイサービスを再朋するまでの 3 9~ ））明を

示り返ってみにい心

屯9害の状況
阪袢・淡路人苔災により町内で 9; ， 'i センタ— -0 ある

郡ぶ地区を中心に札人な被宮を受99た。土れ液宕状況

は次0とお勺である。

L 人的伍吉

死者10名白／g者99名

2・ 家届紋将（l止帯数 9,992世帯）

全逹且帯 9]8且搭

半逹且倍 696且帯

施設の状況

当セ 99ーは居住松l9F丘デイサーピス部門からなる

老人●社施殺でl’成5年91月0完成であふ忠l9部門

は9パート形式で一人部屋が 6室、二人部歴が L室あ

り、当1i-9-)、合l海が1室こ二人部旦が空家であった。

デイサ＇-ピス肖 Il'加王な；頃 ，，登敷きの日常剣

作目9l練ゴが55面、林暖房を1げた介甜省枚百室、食堂

があわせてL33玉あり、 n1独型の挽設ゆえゆったりと

した忍りにな_-ている。

空災埒〇迎物そのもの氾如界は少なく、敗，，所に9

ラソクが人っている程度で外iわりでは駐ー場に陥没

があった，また、浜気、通信設蜀には捉常が無かった

が水道笞が破裂していたため水遥ん3使えず、合〇―浄化

咽への甲斉も寸断されていたので生活排水を流すこと

ができなくな -0ていた。

緊急避難所の設匿

地宦発生当日より町内の老）J9祉セ／ターや小学校

叫本育紅など6ヶ所0)雄設が芸急避酢祈999旨定された。

釘泄所の設営には役場森旦があたったが、当センタ←•

における避難所造営は社協戦呉にすぺてが要ねられた。

避批者が和j名いるり9か予荘'つかなかったが、とり

あえず休要できるスペースをつくり恥9など布団預を

沿意した。また、飲料水を狩1吊するため 5990リ，，トル

0ポリタンクを経，'ゴノ 2台にほみ、自宅の井戸水を

汲み入れ、施設9こ49え{,19:r

デイサーヒスを実郎する社段であった坐が幸いし、

厨房施設や食堂があり、民邑やi酋室として使える部臣

もあ，，た。さらにエアフノやこ，，'つも伎え、かなり快

速な条件が乾っていセ，,.かし、すぺてはうまくいか

なかった。予想をはるかに上l可る避照老が次々こ訪れ，

をの数は余翌O9度、日を追うごとに9酋えていった。そ

の数99ビーク玲に9こ許容垢匠をはるかに記える 180名

を数えていた。ば床99船下9jもちるん脱衣差まで使用

し、まさに足の防みj品も狐い99どであった。

また、寸断された水追と，J［水設鉗の全面復lH9こ,rn
巳院を要し、その問，，殺内59水送、 'イレは一応を除

き使用不廂であっf'o

紐9軒凡む艇夕~c的復 l日を沢安本部 9合てもたが決諾＇がi

られなかった。泄穀苗のポ目出な仕らしを少しでも解

?11しようと賤且令呉で水迷びをし況涅扱やE月品など

不足しているも幻迂l冷から商ち寄り設紺を整えた，

叫遵叫こつれ、多くの逝薙者を抱え、に氾難所に苅

たは問I'りが次々と弄d• してくる， 9 ンブル J 9号など

により1祖砂ぶ潤を訴える者が続出し、 ドアで仁切れ

“'恥這者で渦杯9こなっていった。パニ "，J加の

状況 l'合耀婦が中心になり音1;認振り分けをし、：C

紅いやうがい、 hl誠 ¢J換気を励行させセ。加えて大学

病院［坦桂←心による糾夕0巡回もあり、忌者の増リ"

は最小限99くい止めるここができた，

また、なれぬ団体生活や9苔報太足からかイライ 9や

吋紺0声も防こえてくる。流かに・消平iの仏逹辿度は遅

く、信怒付9こ欠ける消拙も数多く砕い込んできたc こ

うした車＄しを打破するため潤雌所l勺だけ ¢jミニ自冶会
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づくりを始め、数日後には史祝にこぎ菩けた，代表者

は役9応のバイプ役として追業者99要望を伝え、また、

怯災者救板に関しての毀新栢報冬英会で報告してい 9

た。やがては避薙所内の渚揺など即々としたことは自

治会で役9,1分担をして丈施するようになっていった"

担当業務の再開

宕災後数日間は避沌者の受99入れ対応9こ追われ施設

で也泊りするギしあり、本来の担当菜務まで手が回ら

なかった,/.かし、日毎9こ避姪所0叶蓑子も活ち者舌を

こりもどし、＂中は病人以外 0名は仕珪や家〇片付け

に山ていくようになった。

また、夜問の宿直9こっ＂‘ても役場荘呉が父代で配芯

されるようになり、放俣杓密や食甲の配追も役場飛目

によって行われていった。

ようやく自分の峙閾がとれるようになり、避熙もの

救援活勁と並行して社協奎棠にかかわる対象者の安否

確認潤査とニーズ瑚査を実挽していったc すでに翌災

から一●越閤かたっていた。

まず、デイサーピス甲笑の関係からとりかかった。

乎埠、町f肘 めと＇は立ってなかったが、そ NIに向けて

の登録者の状況を知る必要があった¢当センターは人

□0割に登録者が多く、 900人余りいる，そ0なかで利
用を加している者を餘く 800人0利用者についての

甜査をデイの麻EI寮母・介助且）に指示した。 i●査
内容は家屋0枝宅状況と：本人の身／本状況で、二班に分

け、可指な限り直接訪問により実施した，

所在の砕認できないきも多数いたが、入院や9世市町

に移り住んでいることが徐々に判明していった。甜油

を開始して10U余りでほぼ全貝の状況が確認できた。

息ったより旦＜作業が終わったがこれは近隣住民せ9協

力によるところが大きか -3た。不在者の状尻譴所，'

人がすぺて教えてくれる。日頃0つきあいの決さと愕

甜つ悩註0多さに爵かされた。

また、社協9こ19えている要授浚者台●による援翌者

叫這嗚酉も支施していった。独居屯＼280名と●た

きり老人40名について民生委貝から刊き取り詞査を実

施した。担当地域内の受護者データは定期的な述絡全

により共有していたので、そのデータを速に作英を進

めてい-たc

こうして柴められた情報はすべてバソコンに入力し

て~いき、ニーズを有する者には百度電話なり琵閥9こよっ

て内容を分折し、 t国でョ；t［なものについて 9こサービ

スを提洪し、不口）能なも0について9こポランティア文

投センターにつなげていったc

ポランティア支援センターとの招働

品災面後からひーきりなしにボ→ンティア活藝1希屯

のこ話か嗚99辛いたn それ9、全国各地からである。し

かし残念なからそうした吾惹の行為もすぐには土かす

ことはできなかった。今まで経旅のない江動にどのよ

うに対処してよいかわからなかったのであるc 受け入

れ体制ができない合充数日が過ぎてい—如

こうした中、一宮町でか］"ンティア店動を支援す

るため池市町0社協喘貝9こよるポランテ 9 アペースキャ

9プが湿られら胡問は2月1日から」月末よでであ

ふ場所9よ2月中；這疇人19祉 9999-（当センター

から正で 5分0而）、 3）ll日から当セ 99ー内0ー空

に坦所を世き、活発なコーディネートがなされた。

ベー'+ャンプは99品慄社協を中心とする四国匹呉

令l阻と沃賂地区社会界叫辿合会を＋心とナる淡l烙弔内

でも比9交的披宮〇少なかった各巾聞社協によって逆E

された。各社協には地呉だけでなく多数§9地元ポラン

ティアを引き逗れての活勁であった＂丹宮なスクッフ

とポランティ~アによって斉ち込まれるニーズは丁！際よ

く処巴されていった＂

避難所を終えて

恢災考救悛d)ため応念仮設住宅396戸が町内17ケ祈

で雑設され＿ 3月199日0第一次人紺、 3月99l」の第＿

次入号：こよってすぺての避難占が似設住宅へと移り住

んでいった。 80日莉9こ及ぶ避難所寸活も柊わり「d：う

ゅうライフ」は4月6日をもって緊急避娯所を辟l徐と

なった。

ライフラインにほとんどダ，．～ジを受けす暖房設淵

が行き届き、乳幼児や病人をl村雌できる部園があーた

こと、ミニ自治会が組棉され槻能できたこと、何より

も各閑係●苫0スタ 99C3協力と多くのポランティア

93支えがあったことなど、今に忠えば他の施設と）乙1文

して囮貝にとってもかなり恵まれた迎淡9所であったよ
うだ。
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「臨時の避難所運営に関わって」

神戸市社会福祉協議会須磨在宅褐祉センター主事 平居 秀 人

（はじめに）

地咀りで目がさめた。何が起こったか解らなかった。

家財道具のほとんどが藩ちて割れたり、飛び散ったり

していたが幸い建物は無事だった。テレピ、ラジオ、

這話が使えず被雹の状況の程度が分からなかった。知

人の車で初めてラジオのニュースを聞き、地霞の規模

がかなり大きいことや、交通網がかなりマヒし、主要

道路も放滞していることを知った。自分の車は無事だっ

たが勁かせる状忍ではなかったため、知人のバイクを

借りて昼前頃にセンターに向かった。

当センターは正式の避藉所ではないが、センターに

つくと数十名の人がすでに布団や毛布に身を包んで避

藉していた。所長はすでに出動しており、共に散乱し

た机やロッカーを片付けた。建物は平成4年のもので、

外見はほとんど無事のようだ。所長は区役所へ出向き、

緊急の遥難所になっていることを伝え、被災者の食事

の手配等を依頻し、さらに午後、市社協の本部に自家

用軍で追絡のため出向いたが、センターに戻ってきた

のは深夜であった。その晩、配られた食事は、確か、

りんごが 1個だった。そして、泊込みが統いた。深夜

のラジオ放送で当セソターの利用者のうち 4名の死亡

が伝えられた。

1. 震災敦援時の担当業務の概要

哀災の当8何から手を付けてよいか分からない状態

だったが、職員や利用者の安否確認や緊急の避難所と

しての役割等様々な点を、所長の詳細な指示のもとで

始めた。搭本的な機能がほとんど失われていた中で、

幸いフアックスの電話回線だけが生きており、受信は

出来ないが発信することだけはできた。副所長、寮母、

看霞翔、バー ト寮母、運転手、ほとんど無甲が確認さ

れたが、 2人の職員の家屋は半壊状態だった。そして、

交通手段を断たれ、通勧出来ない状鰈だった。

当初は、所長と 2人で泊込みながら避難者への対応

をした。幸い3日目に市社協から 8人の応援が入り、

その後絶えず1名の応援が入り、 3日に 1日帰宅日を

設けての体制になった。 2日目の夜、所長と二人で避

難者台帳の作成にあたった。その結果40世帯、125人

が避難していることがわかった。 3階を除く全ての部

屋、廊下が避縫場所となった。歩いて5分以内の近隣

の住民ばかりだった。その中に、デイサーピスの利用

者のお年寄りも4人、入浴サービスの利用者も2人含

まれていた。その後、わかる範囲で転出されるごとに

転出先を記録し、台帳を整理していった。自治会副会

長の手厚い協力もあり、救援物資が夜遅くにも毎日の

ように届いた。

救援物資も初めは十分な緻が送られて来なかったが、

市、県、市社協、育志の救援団体から、水 ・缶詰類が

どんどん送られて来るようになった。そして3日目に

毛布・布団類が送られ、夜の寒さを少し浚げるように

なった。このほか衣類・下君・灯油・医薬品 ・電池 ・

ティッシュ類さまざまの救援物資を受け取り、区分け、

保筐、笠理並びに配布を行った。

通話不能の地域も多い中、利用者（お年寄り）の安

否確認を行った。 2月はじめ頃、笈災以前130人程度

の登録者の約4割が自宅で無印だった。その他は他区

他市へ避麺し、また病院へ入院したり、 施設に緊急ン•一

トステイで入所し、何らかの形で避難していた。

当施設の彼密はポイラー等給湯様器にみられ、メン

テナンス業者の確認、点検並びに修理の依頼をしたが、

ライフラインは完全に断たれた状想だった。電気 • 水

道 ・ガス等のライフラインについては、各布業所に悶

い合わせをし、復1B状隈、予定を1111いた。電気は1番

早く復旧し、1週間程で通った。これで、恢中還灯の

生活から傾放され、エアコソの暖房が使用可能となり、

施設の環境は大きく良くなった。水道は2月下旬頃、

ガスはまだ見通しがつかない状態だった。デイサービ
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人0再閲9'これらの完全復’Hを9寺たねばならなかった。

窟災かッ 1迎問浚くらいに．麟可能な洪貝を菜め、

咄は会議を明いた。且説を〒評し、単務浙見弔紅］や伊

品等叫9菩状熊の確認 9こ手を1」9ナたJ 常時男了2名と

女 f2~3名邑0>勤！ぎ哀を i叫程咲作成し、月汀ユ

滉品令貝出，'でのl敗呉会涼を開いた。

ボ弓ンティ了0)安否l忙冠社では、均LOO名和度石妹中、

約 i剖が自宅におり、俊0人は他ヌ他市へ避雄や入院

しており、＼秤jo)人は迎絡が攻れなかった。

"}の末頃、所艮＂即 Iトボこより位済者"崇会を関

いた。特に日性の避生むが中i・，になって、リーダ・"，

選出、各桔妥任者の送出、また共l-1牛洋0ルールを殺

けると同時9こ虹1位詔’翻町』等自主営荘を開始

すると共に、ヒ捻的な夜0パトロー99、見，回りも9iじ

ま,.栢晩8時頃から数可、故人で地球の人々と共に

町内の巡回が行なわれた・センター0ことが知られて

くると、家志、棟泊、友人か咋冠濱認の芯豆砂lっ

きりないこかかるようになり、名名の取と次ぎにb忙

しくなった。

さらに炊き出しポ9ンティアや入浴サーピス呆肴0

受入れ、志齢宙の病l完へ0潔送も行なーら 1呆健所・

ロ本赤寸・字中＿究の反尿苅の定'"ざ」な訪じlがあり、迎薙

老〇悔京在正や、祐止否迎の充文が招lられたc そしT.

市、呉の対笙蕊liや関係荊砂•ら送られて（る要災ニニー

スや秤々の速絡・殿関志09配布・挺示などにも忙しく

なってきていた"

' 震災業務で留意したこと

当たり荊0ことだが差薙9に対し極）9公ヽこに、糾し

ざと適度0距離もおいて楼することに抽した。益雅占

との対応において、一言一言の形笞が人きいことを揺

じ、そ，，配杢に心を砕いた，物臼 0扱いは、大aに送
られるKうになると竿令社恥和告烹した，初め0頃は

さばきやすかったが、ある程炭滴たされてくると残る

ものか目立つようになった。

職巨ー同、和こ寮母や呑怒涸はこまやかな注怠を91，
い、途楚名0人々に山米るだけ快遥に、また安』らして

過こじるよう居心地の点い雰囲気や競培を保とうとし

応と同時に、常にデイサーピスを念既に営さ、挙茉

の再誦に向か，-て、避年者に涅供しているお設設l届を

述非者の的力0もとに出来るだ9ナス↓いーズに復元する

ように努力した。

3・ 震災救援活勤で苦労したこと

暉艮は、利用者し9無苗ム碩を見るため、自宅にいる

人や入院している人については、肴護ぶ弓ゃ寮母送で 9

人ずつべ了砂琵訪問した。点に、 9呆促所。項力で避

釦月 3忘9図人々の名怜を受け取り、勃問は5,．所）

し、デイサービスを利用するよう勒＂ jてきたり

避巽所として逗恥，It行してデイサーピスを役999

することも9?5であり、憫目ー同、知可を絞，）ながら

木来芝務の後旧に向けて動き出した。

9月0)初位］から、西L宅9自り：ヤ 9タヽ，や北在宅福祉

センターの施設切9点により、赦名ではあるが入浴サー

どスを行ない始めた。 3月からは特掟施袈「愛〇困」

Ol9章により人浴サヽーピスを した。 4!-iより午可

のみC9ミニアイサーピスを入浴サ―一スと並行して実

施した。 4月半ばうイ''インカ5,＿し全に復lEL、施投

の條瑣も終ふ ‘'9初0う利用者の約 4苔］を対象に通常f

二こ・一のデイサ—一ースを再開することが出来応

そうした中、水迫が1瓦日するまでの間、生活水の潅

保が本‘-］に大変で、特にトイレ 9こ沢十水が大丘に必要

だっ幻初めは、近所の井戸¢)ある家芍から、パケ 9

りレーで逆んだ。市社協9)スタ 99により移動入浴止

のポノナ⑰ lから水を汲み」げることも試ふ何度か

の失敗のあと成功した。俊口、セジター職呉でも拭み

たがうまく行かず、たよたま符椒中の19J坊培〇砥上a

早意によりポ 9 プで水を股い上けてもら"たこといあ 9 た3

泡殺窃での滑報をやりとりし、互いに設助し合うこ

いう191'Jは"'ーズにいかす、またへ俎邸巾0協力職

届の受け入れも鉦しかったようである。行政当．司0苓

に限・市・区の潔望がやはり唆急時であったためなか

なかうまく咄み合わながったようだ。

生救援活動で学んだこと

船巾生I』0中で、ライー9うインが新たれるようなこ

うした状態では、他人として本当に紐力であること、

糾徴されたダループで翫かないことには｛＇，[も出皮ない

ことを改めて痛感したっまた、適正な避難所の関接を

'，洪することと、 191々 Q9披災者00立を促すことには

多くのテリゲートな問品を含んでいることを学んだ心

避羅所99基本的に枝災谷全1本03ためのものであり、

女心で安全父菜悦—3 ＜ぃが望まれるが、被災者個々人

に対しては多(0ことは行なえないということも実屈

したc

そうした中で心の救いこなる0は、何といってもボ

ランティ~了逹の暖かい手1乍り C3食手や・f仏たちの無邪

気に辺ぷ姿や笑い定だ→た。
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 ボランティア活動支援を担当して

「ポランティア元年」と己われた'"れI・淡路人要災における宙災ポランティア現象0 震災の悲惨な被岩

がケンピ等で1云えられる中で、「じっとしておれない」という気持ちを抱いた人々が、ボランテ fアとし

て披災地域に加せ参じていったc

救援ボっンティア活勒に参加する人は、老苫男女を問わず、全匡から駆''"けて苦にもちろん、ボラ

9ティアの活躍9よ目を見張るものがあり、被災地岐の住民0感蒻図気持ちは表現しきれないほどであるこ

とは想像に易い。そのようなすで、展初にポランティアの参加を受りとめる側、つまりボランテ 9 ―f•コー

ティネーターとしての社協噛旦＇よ、感謝と芯きと比 l惑を感していた、と言っても良いだろう。

初め 9よ“救援ポラノティアということ自恥羹'染みし）ない住民が多く、言い茨えれば救援~只ランテ 9

了の支援を受99る立場になったということが慈詭でさない住民が多く、ニーズがなかなかl劇起こせない、

一方では押し寄せる救援ポランティア西血考1・恥そして、その救援ポランティアを利用する偲の、ボラ

ンティアは何でもする1更祝な存在だという認識の誤り、臥存8)ポランティア・コーディネー・の方法"''ti
界、惜報ィ•足・・「コーディネーターの唯もが未酋有の経験をしていたのである。

結果的には、登録のみで活勁しなかったボランティアも数多い，ポランテ S ア0活邸形態も多岐9こわたっ

ており、哀災の救委ポうンナ S アの組猫も新lヨ人り交l，っていた。話様桂を呈していたボランティ了に対

して、コーディネーター1.llの課題もた（さん見えてきたはずである。また、救援ポラノティアの脚整だけ

ではなく、 9皮災地内oa既存ポランティアク‘9レープの品劫百開に向けた支援という問題もあり、コーディネー

ターとして数々のジレノマも抱えていたと！乱われる。徴妙で衷雑なコーディネーターの気持ちが、以和心

車初から読み取れるのではれいかと朋待している。

本項では次の 9名の平例を記鈴している、→
.9  I① 神戸巾 IJ拇•吉に氏····・9h社t年 1、て9激援ポ99ナイアの活勁譴や区レペルのポ 79ディア活勁〇幻接＼

等から見えてきた諸問如こ—3 いて

② 西宮円社冶・元塚氏····吋9品」サの救1笈ード"ティ •999活勃支援と既存のボラソナイ 7 ダ・，．ープの復其支援!: 99 

快間にあ•• i•9 レンマについて

R 明石古社協・勘l氏・-・・ボフンティ 9センター内の1し ィア辿洛会や民叶委辰筈の既仔〇活動やつなが

りに••いて

＠ 芦展市社協・津田氏・・・・・・令国からの社協吼貝やポランティア叫藷店で感じたこと1こついて

＠ 伊丹市社協・占胆l印 ・・・・I孜歪ポランティア0コ・ディネートを沼じて自らもl曲まされるなどの l`●‘ランティ

'のダイゴミ• 9こついて

R 宝塚市社協•森氏いりい・ド ンティア・ビンク、ーであり 9 ーディネーターである立場がら、ポランティ了祖9i° | 
結成から厨敬までについて 1 

也川西市社協・小丙氏…・・・小規伐ながらも披災した地坂にお9冦救援ポランティア0)姿9こ・ついて
- ---~ ------. -~ --~ -- ~—~—___) 
各報告が示している事例が今後のボランティア・コーディネーターの在り方にも洒用できるようしてい

きたいものであふ

一次一



〗震災救援業務をーバニ→
―‘^•一----＿、----------~ 

ンティア担当職員として～

神戸市社会冤れl洛面会市民垢祖人材センターキ宰 吉 田 史朗

はじめに

叫 5年 1月 l9日（火）午前5時4巳分頃、空力5 ぅ，

シュし、「ドーン」という大音茫とともに、沿い炭き

tげるような揺れが、北如磨0ニュータウンにある巨

宅を襲ぅ応その後、激しい横揺れがしばらく読ふ

家の巾は、壊れた食器告物が散乱した伏況となった，

地●と同均に停宮し、哀っ陪，，中で、忌をひそめ、近

隣心火●だけには「きを払った。気持ちを落ち苗99、

殴中沿灯を探すが、物の巾9こ坦まってなかなか見つか

らないa そ0間、河回か余箆があり、岳怖を感しなか

らも、 3~4回アタ？クしてようやく発J↓することか

できた◇しかし、悛中丞灯以外〇災室出品は偏えてな

（、地翌の杖祝9よまった（把にできなかったc

踪巾屯灯を照らしながら、迎路を確保したころ、よ

うや（外がしらみ始め、あたりの状況がわかるように

なったが、いつもと変わりない只色に見え、神戸が後

で幣くような大 は、慈像もっ

かなか←ュた。とりあえず、庄ヰ堪の車のラジオまで、

状況洸穎に行き、神戸付近を衰源地に大姐茂が発生L

たことはわかったが、祓舌状況については、十分な情

糀が入っておらず、群しいことはわからなかった。車

を地下鉄名谷駅まで走らせ、列車0連行状況を確認に

行-たが、全面ス＼ヽップで頃i已叫］途99たっていなかっ

た。

三宮9こ洒ずる酷恕追淫99、,,遣しはじめ、記とんど

励いている状態ではなかっに出埜』を半ばあきらめ、

上司にェ絡を取るが、自宅待●で把示待ちとな 9た。

その日のり後、ギ述9こも、寄気が後 l口し、テレピで神

戸の技害状況が91々 と伝えられるにつれ、その被菩，'

芸大さ 9こ愕然とした。以後、出助するまでの 3日間は、

戟場のことが気になりながらも、自宅の水、食tIの陥

保に追われた。

坦下鉄が板宿まで開通し、］月 20日に板宿から二宮

にある李務所まで徒歩で山励したc 途中、緊急車両〇

サイレンが嗅り紺き、テンビの映像を超える追力で目

に映る被菩の状況は、やるせない憤りと悲しみを惑じ

させた。

手務所のあるこうぺ市民福祉交流セソ,_（以下、

「交流七 9ター、9という,)も昨年く月 9ことープンした

ところにもかかわらず、は1件階にあるプール0水が厖

f}こ涸れたり、廷物束債が崩れ洛ちるなど大きな被君

を受けていた＂すでに地翌当日より出劫 Lていた喋呉

によって、品低限J1づけられていたが、地箆餘放営さ

れたまま0ところもあり、とりあえず仕事ができるよ

う片づけを始めた。報造等で状況を唖認しながら、新

閲等からの支接 4t活関迪サ•—ピス等の 1内報［枚拒・整

坦、他都可から入る問い合わせ等0対応に追われた<

壊域的な1皮害を受けたなかで、ポぅン丁ィ丁担当とし

て何かできるのか、しかも、百域レベ）レで咄ー．．のポう

ンナィブセンタ~ーとして何がでぎる，，か、とて b大き

ti目のなかに投げ込まれたような感じがしたs

震災救援業務の概要

抽戸百では、災宅対策本蔀（以 F、「災対」といら）
が1月18円上り 医師、石蔀溶、俎染閲広の屯門分呼

を中心に、ポ9ンティア0)蒜菜をすでに開始し、 22日

ぎでに一般ボうンテ、I'"含め、 9、,oo名あまり 15応菜
があり 一応裳集を枠め切った。市社1臥でも、市の哀

生に呼応する形で、〒民i翻t人材セ 9 ターに中し込み

0あったら01こついて、市災対に名活を回送した。ま

た、ボラン"打呆険の攻り扱いについて、保l次会社

等関係者と洞整を始めた。

l!］2luより、交流センターが全国からぶられてく

る救悛物資 1ゆうバ yク）の築枯所となり、 1 19 24日

より、災対から9li社協が受け持つことになった。同様

に、 1月30口より両体育館、 l113」日より市立外団吾

大学も下社協呪且となふ ゆうパックでは、物溢

叫 l：分け、楚却、陀送等〇業務にボランティア〇応援

を求めることになり、 1199ティアの受け人れ窓口と

して、市民福祉1人材セソクーが照翌にあたり、市災対

よりボラ 9ティアの名池を引き地ぎ、 一般ポランティ

7の活1廿を図るととも1こ雲災以前より登録いたせいt

いたボ99ティアグループや個人ポランティアに協力

を求めに

一方、党前のボランティア派遠且I砂 99西怖詠を芍っ
たが、祖話が迫じにくく、愁うように状況が把視でき

-cs-



なかった。また、地⇔から 1迎胡が社過したしi、より、

ポランティ＿r0依頼か入り始め、既，，の登緑ポランティ

アや哀災で応雰のあーたポ,,,,イアで対応を始めた

が、市0登録名簿が母低浪0年項（住所、氏名、宮話

吝号、資洛等）しか記）、されていなかったこと、登録

時点から故u絆過してし、たこと、屯話が通じにくい、

交通桐〇寸断等により、通常Q9万法ては、コーディぶ・

トに限界が生じ、対応できなくなーてきたs そこで、

戯難せずに（できずに）右宅で生話し-Cいる苗餘品

l浜菩考等を対象に活9iを行う「在宅文1姜ポ"'"」

を市中l：寮独白で lJja9日より森某を苅始した。併せて

交面・ビ 9ター01室をり窟｛梨し、 2月5日より・ドランティ

了の宿芯受け入れを明始した。

市民恒社人14センターむ戦旦を中心に、池課からの

応投瑚昆を含めl4名で、「ポ・9Sティマ活栽推進チー

ムl09仙制を糾み、'！夜菜務tこあたったが、とくに2

月末までは、ポ・ランティアの比募と依刺；で、 ill台0空

話が9恥放し切）て店だった↓

ポランティア03i翠森に、 3月オ凋でに、 3.24aI牛あ灼、

4月も886件の応蒜があった（表 1念照）c 住g9地でみ

ると、約60％が市外東部、 20％が市外菩郊、 20%,'吋

内}いう割合にれ― Tおり、北海，999ら沖ふ用にいたぷ

まで、全国から巧＃していただき、なかでも、初東地

）」から09応点が目立った。年辟的には学叶を中心とす

る若い古代が『9l9内で、初めてぷテンティア活動をす

る人が大1‘だ吋迄途菊地からの応玩者は、ほとんど
が若者で占められており、 lポランティァ元年 という

現象を如実に反映していた。応森者03うち、 1.3L3件、

約40％の方に、尖際に.,らかの活西iしていただいた，

交流センターに＃i啜したポラ 9ティーアは、 2月5ヨ

~ 5月7日令で092ヨ問、 lu平均33名、,_,時で
in名こなっている。兵姉限03月弯によると、神戸では、

4月末まてに」00万人を超えるポ""アが活勁し

たとされているが、市社協関係では、約 4万人となっ

ている（表 2参照），

一方、ニーズは、 3月末までに佃人520作、 leli9219

件、 i月は個人］64件、団1本22件を受け付けた（表3.

4岱頭）c 当初は、水くみ・質物や家¢j「hの）iづけ、団

根"'ート張り等救授ニーーズが主体で、 3月に入って、

仮設住宅03人居が始まるなど、徐々に落ち苗きを見せ

始め、音活を「碑していく過控で、家財道具の搬出入

やり1←9越し、外山介助や身辺介肋等のニーズが培加し

てきた。妃●団や施設についても、ポうンティア 0応

貶要諸があり、「＃宅文提 lと、＼うことで＃単したポラ

ンティ了てあったが、応羹苗む」999Q)うえ舌勁依頼を

行い、ニーズに対応してきた。

2 翠災ポランティア活動をめぐって

11： ポラノチィア，コーディネート

，，回〇●災ボランティア活向には目を見張る bのが

ぁ•}た，延へ 1no ガ人を超えるポランティアが活サし

たといわれるなかで、市社協がコーディネートしたも

0は、沿大限の活劫を屈l萄した拮果てはあるが、わす

か4%9こすきない。それほど多くのポランティアが、

目荏的に、自分にちのできることで活9りを辰菊した2

今回の袋災で、ポラ,子/（アに関して、人きく謀屈と

Lて浮かび上がったのは、一つは、コー，'ィネート 09

籾品であった＾自工的に荏勃する中で、行き過ぎた登

批や擾肋9」店複が起こり、 1笈団や口立の品けになった

という指1府もあ 9 た，＂めてポランナ 1~ ァ活勁に取り

莉む，＼が入ヰゼ9 たため、"ハウを存つ NGOは別

として、 9ーディネーター''不在ということがいわれ

如社協にとって、大，クになったのは、区レヘルに

専門披涸であるボランティ了センタ→かなか・3たこと

．であった^

袋災当初、激哀地の東帷、,,,、中央、氏幸、長日、

釈磨区9よ、区役所や迎雌所をt-liliしてポランテ＇，了が

躯け・つけ，区集位にポランティアダ99/―プ（略祢 区

ボう）が自然発生的9こ結成され、そこが在宅のニーズ

を中心にコーディネートの役割を果たしていた， した

が9 て、市it協では、区ポうでは汰応できい、 ーズ

やそこから而れてくるニーズに対応していた，区共ぅ

では、試行紡洪を録り逗し、ー・定〇活勁スタイ 9レ七削

，,出すことがでさたが、当初からポラ 9ティーアセンター

があり、再l月投凋としてコーティネーヽやlをボラ¢)活

勁文援が行わ9tていたら、もっとス」、ーーズに氾肋が股

朋されていたこ思われる。紀果としてi;、その l翠ポラ

の流れが、区レベル0ポランティアセンター0没遥9こ

大きな影●を与え、兵胆区を皮切り｝こ束柑1込、農山区

と社さ、 0月95日をもって全＇Sに殺9百され名ことになっ

た。

しかし、草サ枇l梵である巾民福祉人材セ 9ターのコー

ディネートロ体にも可起がなかったわけでになかっセ。

今回切めてボランティア活洒jにお加するという人が大

95分ということと、被災者の19，1もポランテ 9T ：こ授助

を嬰謂することに不恨れだったこと、現地調査を行わ

~ -29 ~ -



ない屯話碓慈だけのコー 9勺ネートがほとんどだった

ということで、活西」上oaトラプルも少なからず花生し

に初めて、ポ，．>,ィア活勲に参加する人について

は、もっと怠誠的に昧閤をとって、ポランプィア活動

にてするレタチャーや食料（マ-ュアル）による卜 9-

ニソグを行う必要があることを桶惑 9,9らまた、コー

ディネートを行う立掛として、非常時な心で、 1hカニー

ズには対応したいが、どこまで援助を行う 0か、迷う

渇而もしばしばあった，家伍の蔽告状況や、家族の状

況筈で、通常では．ポフノティア対応しない（できな

ぃ,,うなニーズ等について、判断が舜しかった（実

際にはケースパイケー入で対応）。

こっめは、登録信砂 l恨界であ＇た。神戸巾0i•9 9 

ティ•,.為和社協の当初0合録ャランテ•'"'活用

等にみられたように、'，9ったん翌鉦して、後Fl誼話し

て活勁に委加してもらうというやり方は、多く 9)ニー

ズに即応しなければならない災菩時には、祖粒に要ナ

る埒問、労刀の．5iで、 定の99界があった。こにかく

衷てもらうということにより、話勁が始まり、ニーズ

⑬ !l此寸 ことが可能となっ如とくに、交流センター

のある中央区三芭は、交逸裳関がテ宮の東辿でら）断さ

,,、時問的ロスが大含か,,.,•'·淮いでの活9』は菰

しく、宿泊によるボランティ了 0叉9}入れが、ニーズ

に印応する面で功を奏した。

12｝ ポうノティ了活砒の拠点

災吾時のポランティア活恥を推進するにあたって、

ポラノティヤ活動の拠点のI韮1呆は笙妥であった。父流

センタ吋村に、三務スペース以外に、宿99場所も含め、

拠点を消9呆できたことが人き った。区ポ

うも、区役可愕に拠点を樟え、活勁が行えたことが、

ポラ 9 ティ T センタ～へ発涎していく大きな要医と，.~つ

たといえる。災菩時には、近難所や災宅対策班筋のに

必0場所滸保が必要だが、ポラ 99・ ィア話9IO拠点を

確保することも、行改たけでは担えない救接活勘を展

院していくうえで、垂要だということが明らかになっ

だc

ll<! ネ，！ワーク

今空0翌炎で、既存0ポラノティアグルーアは大き

な打撃を受けた。祗澁地域の市街地 6区0ずラソティ

アグループは、袋災後の訳査でも、活勁／パ止やh問散、

自然消威したところが多く、とくに逍咳ポランそィア

0給食サーピスや友妥訪1店のグルーブは、メンバーが

同地域のため、活動休止に追い込まれたグループか、

税在でもかなりある。窟災の秘援活動で、 ,,ハウを

行っ NGOや企葵咽団紐合等0組珪だ，、たポランテ 9

了西体が、べきな力を発涅しぶ経統的な援助を展翫

していくうえで、なくてはならない併在となっている。

そ0)ような団iぶと日常的なネ，トワークがあれば、当

初からもーと効呆拉な応勁展開が可能だったと思われ

る。そういう点味では、従来屈祉ぎランティ了中心に

活動を紺緑してえた社協であるが、日常から、 NGO

や企業一労曲梢合等8)団休とのネ y トワー 9を描築す

ることが、災吝時0)社協活動に生きてくるといえよう。

また、ポランディア団体と行政と〇ネットワークを

西要である。行政はどうじても公平性の詩母が圏き、

ポ弓 9ティアのように必翌なとこ，，に必要な羨助を自

由に行うことができない災菩時には、 -99ランティア

に期待するところが大であり、屯助を安定的に展開で

きるよう、拠忠忠泊現祈、食料等の援均や活勁に必

要な情報の●佑等0ー屯緑力が行政使に求められる。ポラ

9ティアと行政のパートナーシ yプの砿立が必妥であ

り、社協もポランティアと行政をつなく‘パイブ役とし

での船浜侶｀災士笛海の数拶活砂キi9めていくうえで百

要である。

19）忙羽

今回99姦災では、怜報が9t常に泥乱した。迎祥所の

状況、●災者の救援ニーズや救歪物色、生活閃迪等々

の愕烈が、発信する狙炉認識の荘いや、惜弐が弗くま

でのタイムラダの存在等9こより、必要な時に的確に収

●することが困難だった。災宅時にはとくに、 19穀0

スムー'な流れをつくる収巽、翌担、捉供（染信）の

仕胡み・ゴくりヵ9必要だと思われる，バ` ＇,,通信やファッ

クス等を活用し、避雑而や布政、ポランティアセンタへ

ボラン子ィ了団体等をつなぐ惜寺！ネットワークの必要

性を惑じたc

また、枝災地の状況や、現在の活勁状況を外に発官

していく必要注も感じた。 3月以辟は、某宗教目l沐 9)

ニニースが巾心となり、被災地0J状況があまり寺む堕さ

れなくなった0 そういうことも影むしてか、ポランティ

アが、いさなり99し掛9jて来たり、こちら09ニーズと

合わない活勁を中し込まれた 99ということで、かなり

瀕幣を況したこともあった◇そういう惹味では、業務

的にかなりハードではあるが、枝災ltiの状況等を逐次
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情報発信し、少しでも外部に伝えていく努力をしてい

く必要がある。

3. 今後にむけて

～神戸市社会福祉協謙会として～

(1) 災害救援活動の総括・提言

社協ワーカーとして、 一番憐んだのは、混乱した状

況の中で、社協として何ができるのがということだっ

た。大災害に直面したとき、神戸市社協の組織力、柔

軟性、フットワークの軽さという点で、限界を感じた

が、全職員総力をあげて、現在まで多様な活動を展開

してきた。他祁市では、体験したことのない災笞を体

験した者と して、今までの活勁の成功点、反省点を踏

まえて総括し、今後の災害ゃ他都市での災害時の参考

となるような報告を行うことが、被災地の社協に課せ

られた貢務だといえる。神戸市との関整にかなり手間

取った反省から、行政の防災計画とすりあわせを行い、

災害時に社協がどのように行動するのか、社協版「防

災計画」を策定するのもひとつの方法だと思われる。

(2) 区社協活動の支援

今回の磁災では、 市社協もそうだが、とくに区社協

の体躙の脆弱さが露呈した。固有の戦貝が3~4人と

行政の兼務1戦員という体制の中で、区社協としての救

塁活動が十分に行えず、区の災対業務の補助に回って

しまったことは否めない。

兵露区では、 2月中旬より、大阪市社協や東京都社

協をはじめ、東日本プロック社協の職員の応援を得て、

社協らしい救援活動を展開し、区レペルで、初めての

ポランティアセンクー開設に発展させることができた

が、指定都市社協として、 市減レペルの活動を行う立

場と区社協活動への支援を行う立場の二つの役割の間

で、苦しい選択を迫られ、 組織的にも、個人的にも、

結果的に兵庫区社協をはじめ、各区社協への支援が＋

分に行えず、歯がゆい思いをした。

今後は、ポラソティアセンターや仮設住宅対策等、

復興支援活動の場は、区レベルヘとシフトしていくこ

とになった。区社協の体制の確立とともに、区社協に

対する支援を行っていくことが、今後の市社協の大き

な役割であり、市社協の体制も、区社協の支援が行え

る体制へと対応していかなければならない。

おわりに

活動記録という依頼で書き始めたが、思いつくまま、

雑感的になってしまったことをお詫びしたい。書き尽

くせぬことは多々あるが、 8頃の社協活動の財産（地

域紐織 ・ポランティア、在宅福祉サービス、他紐織と

のネットワーク、行政との関係等）が、災害時に社協

が何ができるかに大きく影響を与えることを身をもっ

て体験した。常日頃の活勁が重要であり、今後は心し

て取り籍んでいきたい。

最後になったが、この問、ご支援 ・ご助力いただい

た多くの社協関係者をはじめ、ポランティア等の皆さ

んに心からお礼申しあげたい。今後も被災地の復興活

動を見守ってくださり、ご指導・ご肋言をお願いした

い。

表 1 在宅支援ポランティア活動申込み者受付件数

（平成7年 1月18日～3月31日）

区 分 1 月 2 月 3 月 合 計 うち紹介済

束 瀾 2 31 災i 68 20 

灘 4 26 25 55 32 
市 中 央 5 31 祖 “ 31 

兵 庫 2 15 10 ” 16 北 18 109 49 176 84 

長 田 1 13 10 24 10 

内 須 磨
， 
“ 43 116 

48 

函 水 16 ％ 63 165 邸

i!!i 8 60 29 gr 31 

市内合計 65 445 282 792 3お

県内東部 10 18 
市 県外束祁 37 880 お1 1.“8 

大阪府
615 

60 

外 賊内西昴 30 161 83 
120 (01 

県外召邸 6 84 61 

市外合計 l43 1,125 781 2,049 777 

遮 送 84 25 I 110 “ 
専 仕 分 101 54 

゜
155 110 

門 医 療 1 30 1 38 3 

その他 13 62 29 104 ◄5 

専門合計 205 171 31 4", 211 

合 計 413. 1,741 1,094 3,248 1,313 

濠 4月受付件数 386件
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褒2 神戸市社会福祉協護会における

震災救援ポランティアの活動状況 (l月～3月概数）

活 動 内 容 延活動人員 傭 考
在宅支援ポランティア 8,900人 高齢者、隣害者

内
在宅 1,900 等の生活支援
避難所 5,000 

訳
施設 600 
その他 I 400 

ゅうバッワポランティア 30.300 救援物資の仕分け

内
こうぺ市民福祉交流センター 3,600 配等
神戸市立外国語大学体育雌 16,000 
神戸市立西体宵館 7,500 
公園配布等 1.400 
交通局布引直庫跡 300 

訳
PC6等 900 

9Jヽ 600 
古 計 39,200 

※4月延活動人員 在宅関係400人、施設・避麺所関係400人

表3 市民揖祉人材センター震災救援ニーズ受付・ポランティア紹介件薮（個人）

（平成7年1月17日～3月31日）

活;;;、ミ'’ 高齢看 障害児者 病 人 児 宣 母子家庭 その他 合 計

弓l つ 越 し 42 i 30 3 i 2 3 i 3 i ； 12 i 10 “: 45 
家財道具の搬出入 69 i 58 4 l 3 2 ! I ！ l i 

゜
20 i 16 96 i 78 

屋根のシート張り 78 [ 65 1 i l 2 i 2 i i 19 ! 15 100 I 83 
家の中の片づけ 79 ! 70 7 : 5 7! 7 ！ I I I 13 i 10 10'/ ! 93 
水くみ・買い出し 20 ! 14 6! 6 ； i 1 j 1 Ii 

゜
28 i 21 

家 事 援 助 7 : 4 3 i 2 2; 2 ： i l ! 

゜
13 i 8 

入 浴 介 肋 18 ! 13 1 1 : 3 i i ！ ！ 29 ! 16 
身 辺 介 肋 8 i 3 ； 2i 2 l i 1 i i 11 ; 6 
外 出 介 肋 蕊 i 15 15 i ， 3; 3 3! 3 ！ ！ 44 l 30 
そ の 他 21 l 20 3 i 3 3! 2 11 1 ； 4 ! 2 32 i 28 
合． It 365 ! 292 53 ! 3 24 i 22 5 ! 5 3! 2 70 1 53 520 i 408 
濠左段：受付件数、右段：ポ9ンティアを紹介した件数 4月：受付164件、紹介134件

表4 市民福祉人材センター震災救援ニーズ受付・ポランティア紹介件数（団体）

（平成7年 1月178~3月31日）

活 らIJ 避難所 施設等 行政機関 市社協 その他 合 計

救援物資仕分 1 ! l 1 ; l 3 ! 3 6 i 6 i 11 i 11 
救援物資配布 4 i 4 9! ， 1 i I 19 i 18 2 i 2 35 i 34 
炊 き 出 し 16 i 15 ! i i 1 i 1 17 i 16 
避難所での手伝い 87 i 88 : i i 2 l 2 39 i 35 
物資の運搬 l : l 4 i 3 2 i I 4 i 4 Ii. I 12 ! 10 
車での送迎 8 i 8 2 i 1 l i l ！ Ii 

゜
12 i 10 

身 辺 介 肋 15 i 13 5 i 4 1 i I i 4 i 3 25 1 21 
そ の 他 お i19 3 i 2 3 i 2 1 ! 1 34 ¥ 25 66 i 49 
合 計 107 i 9◄ 24 i 20 ] 1 i ， 30 ! 29 45 ! “ 217 i 186 豪左段：受付件数、右段：ポうンティアを紹介した件数 4月：受付22件、紹介18件
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＇ 
〔阪神・淡路大震災〕混乱の中で

西宮巾社会福祉協渡会ポランテ 9 アセン'-~ 元 塚 田鶴子

1 はじめに（一人の力ぱ小さい）

「死ぬ0かな」＜e 思—j たあの数秒間。私は堵閤の中

を家族と共に系の外へ飛釣l1した。寒さと恐怖に翌え

ながら、私は隣告ーをもっ友人〇ことが心紀になった。

電話9iつながら初、泡詑は壊れ、時間はどんどん流れ

ていった。壊れた家に坦もれてしまった友人の姿を想

像してしまう:―助けに戸かなければ」と焦るが、恐怖

心は私の労気を枷9足をすくませた。奇跡的にもう一

人の友人に竺話がつながり、心配していた友人が無享

だと9]っ応

丙京市にあるメインストリーム協会は、垂度岡菩者

ても地域で口立生活が送れるようにと何料介悉（アテ

ンダント）シスチムを取り入れ、生活支援を行ってい

る日11本であふ日頃から仲間が串務ボを気軽に山入り

し、低宮者とアナンダントの交流J：常に深めている，

裟災苗笈、アテ 9ダ9 ーが次々と膵杏者0家を見巨り

に行さ、全日令呉0安否を硲記したということであ—

た。私の友人はこ〇協会に所l逗していた。一人で9;伺

もできだがった私は、改めて1巾問づくり Oj.りJさを感

じていた。たとえ 人哲らしをしていても、繁怠貼9こ

助け会える仲間がいれば、どれほど心逹いことか。私

は、友人が仲間をも—」ていて< nたことに心から虹

している。

札が土勘した •3 は、 3 □ Hのことだ 9た。ポうンテ 9
アセンターの平務所は、ロッカーが倒れ、香類やガラ

スが散乱していに。手のつけようのない吠況9こ、ただ

呆然とするばかりであった。

2・ 柔災業務｛答えのでない課題の中で

私たち 3；ように福社の現均で●く省は、普段から答

えのでない蹂距に取り紅んでいるようなごころがある。

この朕災9之、その謀蒻を一及と人きくし、私たも戦災

を陛一忌悩まビ江西己市忙会福祉協議会の季務祈が

ある総合福祉センクーと柑社会陀に、近隣の住民がOOO

人近く茫姉してきていたため、ほとんど0戦目が批雖

者の憬話に迅われていたっ族災後、社協として、災吉

対策のためOl臨埒面成が組まれたが、方針やl卦梧が全

く現坦には伝わってこず、私は、もどかしさを感じな

がら莱務を行なうこc9こな→応殷災者を一人ても多
く支援でぎる様に、ニーズを9且屋し、ポラ 9 ，.ィアを

受け入れ、コーディネートしていくことを [1う）の目委

9こした。何か、とてつもなく大きなものに行かって、

戦わなければならない気9守ちでい.)ばいだった，

3 全国からのポランティア（押し寄せるポラソ

ティアの波）

リュックと咲袋を背負い「何かできることはありま

せんか c大梵9のポラノティアがやってきた。'"'"

ディア希笙釦からの問合わナの霜話も殺到し、セ 99-

はパニ,,状店となった。 9杖成訪れたポ99ティアに

は、茫9日できる当造を確保し、こりあえず桐社セノター

〇避薙占0)世話をしてもらうことにした，こ芍でのほl

合わ戸j場合、沌且9註迅寸禁を作成し（名前、住所、

電話番勺、活劫o」9印 9月問など）丑恥待ちを叫9iいし

たc 9，かし、その殆どが］ Hまたは返末C9みの活動希

望者で、それぞれに辿した店曲を埠柑9することなと、

とてもできる状況ではなかった。―活動したいq9に、速

絡がない＿と苦f者も入ったが、私はポランティアのた

めにニーズを提化することより、入って吉たニーズに

ポラン子ィアを沼介していくことのj」が大切だと考え

ていた。

丙＇呂市社協を支喪しようと、大阪府社会福祉 B滋会

が中心となり「症災強楼社会如祉協哉会合同木部商占

古硯地辛務所」が、ボうノティアセンターの無会室に

おかれ、 49ランディアを受け入れ、炊きWし，入伶，

洗屈，個凶紋度なとの対応をうけもって下さった。そ

d9ため、ポランティアセンクーでは、在宅03妓災占の

支援を中心に行なっていこうと、常時10~15人程度09

長切炉ンナイア89チームを＇乍り、ニーズに対応して

いく方法をこo/こ。長期ポランティアの利点としてあ

げられる切ふ①24時閑救援体箭Jがと 99る、②活動者

が常にいるため、即ニーズに対応できる、③lFlじボラ

ンティアが同じ依●者に対応できるため、心のケアも

可能になぶ＠ポぅンティア宕l志、話し合える機会が

もてる等である。中でも④については、夜逗（まで

「ポラソティア観」を箭じるお者に、戦良として呼ぶこ
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とも多かった。

ある学tは「侯は、水くみに行っても物資を届けて
も必ず相手と話をしながら封体を動かすことにしてい

な栞災で気持らがぷ安定9こなっているお年寄りや歪

害者の；；と世間話をすることで少しでも心をなごませ

てあげたい。実際、何度か遜ううちに、うちと 99て話

をしてくれるようになったコみんな~も活島かする埒、

の方が、速搭がスムーズに行（からという旺由だ。市

の福祉挙務所へ速格をとるが、ケース，'ーカーは、ほ

とんど不在だった。装援金の窓口栄務に＇廿り出されて

ぃナからだ。「なぜ、こんな時に＇，」と私は、情けな

い思いと腹立たしさを抱きながら、

ンナィアに対応を頼ん芯

可能な販りはポう

必

ず点かけをしてあげてほLいlと熟っぼく語っていに

また、ポランテ，ァ同志で惹見が分かれることも、

しばしばで「ポ 99ティ Tとして来た以上は何でもす

るぺきだ」という意見と内9弓ンティアといっても、

亡分のできることをすればいい。小得丁なことをすれ

という意見に分かれ、討誦ば相手にも迷惑がかかる＿

が延々と椀くこともあった。

「同かしなければ＿

を手って被災地にやってきていた。

9さ地元に滞→てい"-と、持ち紐jてぽしいと願って

とポうンティア逹は、熱い思い

その熱い思いを私

しそK

4． ニーズ把握（＝ーズはどこに）

先にも述べた様に、 91協の戦長が本米の地域福祉活

勁を行なうことができなかったこともあり、歪度踪菩

古・忘齢者の牛活状況祠査が始令ったのは 3月に人っ

てからのことであった。このような伏況であったため、

情租収菜が難しく的確なニーズがつかめないまま日が

過ぎてしまった。少しでも二←.ズをキャッチするため、

ボランティアが、依狐者受99入れのため0チラシを作

り、人の築まる梧所へ虻布していった，その効果もあ

り、数々のニーズが＾ってきた。①水くみ、②俣捺家

屋からの荷物の取り出し、Rプル..,_卜張り、窃 lぅ

越し等が救援時の主な活動となった。

くかった班山の一つとして、平常閲からのポうンティ

ニーズが入りに

アセンタヽ←の知名9支の伝さがあげられる c

いては、反省も含めて、

この点につ

これから0謀坦にしたいと屈

ぅ0

5・ コーディネート業務（ケースワーカーがいな

しヽ）

救援活勁から披災老0白立支援へと、ニーズが刻々

と変化していく中で、現地李務祈や●災後発足‘'た各

ポランティ了団体から「へ9レパー派遠希望、

涸勃問希望」といった制度へつなぐ必災のあるケース

が膨大な数で入ってきた。地元のポランティアセンタ←｀

や 「侶侶

緊急時こそ、ケースワーカー 04在が必要となるは

も←）と 1再祉を名えてもらいたずな0に、行政漁閲9i、

しC

県下社協からの応援（やさしさをありがとう）

西宮市09＆貝は、多少、者が被宰を受けていた。家

が壊れた者もいるし、家に活れば9しくみをし、送方へ

銭湯へ行くといった生活だ。それに加えて毎晩坦くま

たくさん0J課，.ともを合わなければならない。過

労09ため倒れた峨呉もいた。その中で私たちを．女えて

,,,ったのは、点社協＊西操距・ニL'市社涸0う松貝0

必々であった。拒淡ケ~•ス 0受け付けや、雹話訪問な

ど、手伝って頂き布り器か，'た。「私たちは、西宮の識

貝が少しでも休めるように、手助けに来ているんですC」

こ己 9 て下さった＜．被災者支援のため匹kうンティア

＇と、大勢呆てくれたが、喘品を支援しに来て下さった

宰は、私たちの和神的な支えとなり、吾煩づけられた。

本当に、ありがとうございました。

6・ 

で、

地元のポランティア（地道にこっこっと）

全国からのポフンティアによる目党ましい届勁が、

マスコミ等によって9B送された。確かに、救援活勁と

して必要不可欠応心とは言うまでもない⇔

その一方、地元のポうンティア0江癌｝ご、全くといっ

ていい9えど、目立たなか9 ｝ごc それは、本米地域でC

i苫勁は「お互い0助け合い＿ということで北道に行な

＇ 

われているもの1，からといえる。

西宜ポランア 9了速絡会〇報告ヨから、 わかったこ

とだ力凜災前、個人活如をしていヤポラ 9ティアも、

ドランティアグループで活勁していたボラン子 9 アも

含めて、R人命／虹』をした、②地域のお年寄り 0水く

みを手／云っていた、R避蝉所で炊き出しをしてり＼た、

④物資〇配布をした等、実似、地域での活翠1、

ンティア佃人として、当たり仙のように行なわれてい

た。ポうンチィ了セ‘,,ーでも―ート地感があるから．l

とポランティ了に迫案内をしたり、調査活動に念加す

るなど、地元0ポランティア0手肋けも、大きな力 c

ポラ
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なっていた。また、民生委毀も同しで、自分0J家が全

熔しているにも関わらず、お年寄り 0家にガスポ9ベ

を記ったり、物姿 しばしば見られた。こ

の地元のボうノティア、民生委目0営きを、私たち戦

負は決して足落としてはならないだろう。

8. ボランティアの拠点（ポランティア0はざま

で）

却也平務所のおかれた気会安は、本来西宮9)ポラン

ティアグルーフ喩曳点であった，汝災直後は地元で、

それぞれ個人的に活動していたポランティアだったが、

「そるそろもと0活動に戻らなければ」という酋があかっ

てき fこと同時に、「活邸l'たくても拠忘がない」という

拒談が3月'iiからセンター・に）、り始めたa 「まだ、救受

話勁が必焚な時期だからもう少し待ってほ L"9」と説

肋しても―も，'9J活勅に戻りたい」という気持ちが強

く、なかなかわかってもらえない。翌念、とは言わなく

ても、救援ニーズはまだまだ入ってきてい「こ，それな

らば＊＊8）応動とは迂っーても、地元9)がうンティアグ

ループに放唆氾動を担ってもらえないかと9ll談してみ

たが、まず、本米の砧動に戻らなければ、今までつみ

あげてきたグ4~ープの紐紐が蕊れてし去うと、「＊束0

活勁への復起」を強く希望していた。私は、故授活翫

履、――--

と、本又の活動と、—廿どちらが大事なのかわからな

くな 9てしま匁比ぺよう 0ない活勁に、●先順位を

つけなけれはな どちら必活動も、●垂す

るぺきものであることはわかっていても、だからと言っ

て」つしかない沌辰を 2つに区切るわけにもいかない。

こうなれば、それぞれのお互いの立場を迎餅してもら

うしかながった。救援活乱のポうンティアには、今ま

での坦元のポうンティ了活勁む大切さを説明したc 紐

元匹9ランティアには救援話勁が、いかに必要だマ」た

心を説明した。私9こできることは、それしかなか 9 た。

，・ 復興活動に酌けて
私が、この翌災救援活勁で学んだことは、数えきれ

ないほどあるが、圭もがいつからでもポラソナ 9 アに

なれるという希望が与え'，9t芦ただ、そのためには、

ポうンティアの受け皿が必要とな恥ギうンティア活

動に関する忙辛提供03局を充実ズせていくこと 99、こ

れからの課油9こしたい。

g]王、ポぅン 9ィアセンターに入るニーズは、仮設

住宅から03相談が培えてきているが、本来ポランティ

•9 センターで行なってきた自立の援助を呆木に心［

•P も色めて、対ぶし

三／ 社協職員簑災救援・復興活動記録集

1月L9日天明に突如として忠った兵阻呉南i9li地窟9こ

は、月石市束祁地域でも火ぎな被者をもたらしたn

私自身が小さな地喪ですら経験がない中で、凄い地

明り 03音で戌ぴ起きた。初め 9訂•Iが起こったかわから

なかったが、謹淫れも灼揺れと地混とわかり、 ー溢にj

供り99'，ている lに複いかぶさったとさ｛こ、タンスが頭

の上に倒れ直撃を受け、そ63まま宕識が速れてしま-

迄そ0時に、近隣のご主人さん 2人が血まみれ0私

を抱えて声で洒び柄院を回ってもらい、 3軒目の病院

．を提合処迎を演巾雹気のI店かりですませ、軽は程度で

串なきに済んだn

り」泊m社会椙L糾議会主西 吉 Jll 裟明

日杓社協業務で、小池披臥9ナ合い后勁やポうンナイ

ア活動ゅ必要•と及び批辿を‘ーてきたが、今可 03 ように

自分自身柊経験した中で元気・函話等が使えなくなっ

たときに降印即汁付さ合いや助け合いが如河9こ大切か

を19応した人も多いので9こないだろうか。

近所rき合いとして隙にどんな人がiキでいるのかさ
え知らないのが普通になっている現在でも、時とー，て

困った吐お五いに均け合い 9叶珀I9が出米ていたことは、

大変描しいことだとは9ったc

さて叫仁9fli9こは、ポプンテノア連絡会が翅熾されて

ぉ灼、一常的に80グループ s,682名が活勅を行って
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いるc

この哀災では、 I!l石汗内の被吉状況もなかなかっか

めないままにポランティ 9の●まか先行＇J て寺9道され、

社会福祉協栞会（ポランナィアセノター）が窓口とな・J

て一般市民よりポランティアヘの参加中込みを受けた

が、子懇以上に多数の恋晶対や受付に追われて（ま

い、数日間で廿3名d｝ポうンティア吾緑となった！途

すで中込みを所った）。

准•,．の連絡棟能である咤話回紺の屁乱によって、↑9

報の収挨，ニーズ祀押及びボ 99ティ？への迪絡悼報

提供が十分に行うことが出来なかった。云た埠裕がと

れても交通磯閲じ」＇断されて 1合報0収●及乙勺舌勒も徒

歩・自転車の移勁が起なり、 F勁卓では苦段数

所が阿時試もかかってしま→た，また旧釆るかさ＇り地

城ごとに活動をさるように中学校区に区分9／するなど

の時9りもかかり、 t没存ポラ 9 ティアと違って登詠され

た方は、苗段のつながりもない人達の定話だ9ナの中込

みであるので、全ての方の気持ちをうま（活勁の場に

コーデ'ネートすることができなかったことは反省し

なければいけない。

（避難所への活勤‘|

この名災〇ずランティアとして中し込まれたJ」を先

す活勁9こ結び付けるために、当和は市の投置する対策

本部との述脊をとり、ホうンティア 0ニーズ杷訟こ努

めたc 市33対策ム部からポ 9ンティ TOーーズ9こ焚し

て速絡調乾がうまく流れなかったので、民生苓呉と迫

絡をとる等坦頃での9！ランティアニーズ把捏｝こ怪める

と共に和内28ケ所0i荘梵面を少Lずつ回って惰羽のふ

菜と郡入0把浬が」•い、まず・守烈収築とお手伝いを兼

ねて各 2名程度ボランテ，アを配吾した，

このことは、市の担当課とq)祁整をせずに単独で派

遥したため、避薙所との連絡が不十分でうまくいかな

かったが、その後は避薙所O9担当謀と逸絡をとり、避

難所でのポランティアニードが次々と人るようになっ

た。活●］としては芸＇初全てが初めて 0」ことで、ポラン

テ・~アも何をど叫哀 9こ効いていいのか分からないまま

に陸如されている方々の人食のお手伝いと心9Jケ,.

話相手が中心となった。中でも姪雄所によ 9 ては、断

水が続き、水洗ヽイレの水の確保のため学校0プール

の水をパケ ‘9で洒ぶなどの活説も大変な活勁となったc

翠 l生活ぶ艮くなるにつれて、活動内容も混錐者の話

し相手・相談相手となって避荏者0心を和ま舌るほか、

抵抗）,0少ない為齢者・乳幼児などの中には、インフ
9口 乳児を含む・・家全貝が高

熱で9lれるケースもあった。

このケーースでは、地の媒砦者へ69品染を予防するた

めに地域自治会＂；協力を毎、 Fl冶公民舘9こ一家全艮が

避難することがでさた。また両胡も序斜吋L児の呑耐

が出来ない状態となったために、君護括がポランティ

アとして3日9月も9白り込ん咳9肴病につ合、牽なさを

えることができたc

哀災0わこ:j9フン丁イアとして登録いただ99たJ， も、

交適機関0回復に伴い学校、渫堀への涌勁通’i’が可能
となり活勁できる力が減少したために、当初から以写

09ポランチィアとは、活勃が艮l9化する中で応百され

た方から既行ポ 99了ィアヘとつなげてい（必災位を

荏し合っていたために、こ0機会にず弓 9ナイア速絡

会が中心に送薙所の支援及び個別のニード女J応を引き

純きわうことがスムーズにできた，

しかし、避難所等での活勁し同じ地域内0ボラ 9ティ

アに活勁をお屈いする出によって頷見なUりの人一家屋

〇殺災／犬況を知っている人などから、なぜあの人が避

址所にいる必渓があるの？何故あの人辻0投助をしな

いといけないの 9私たちも令て祓災者なのに竿0声も

あり、ポ 99ティアの調盤も大袋鮭しかったのも現実

であ和

34日院（延ぺ985名）夜閥モ含むf59りとなった，

（避難所以外の活勤）

また、民生委民や自治会の出耕け訪問によ・」て、高

胎者・際菩者f』•:90状況も見えはじめ、ほとんどの世

苺がKl•,'後のガフスが散乱し、家兵が倒れたまま¢

状●である甲から室内〇控理や片付けを行い、中には

g子L帯で1芸れかかった99スのl猿閲で幼児が 2l」紺］

も食甲をとるなど0ケースもあった。

長期的941 しては、」月石東祁に位毅する

県竺30採〇給水堆が破阻したために 3巨l0日迄の問、

高齢者・陸害者の方が水の確保9こ区っている点が、民

ぜ委目より速絡があり、直がこ要雌9こ阿い、埴妓の自

治会・高年"プとも迪絡をとって巽援護世桁の棟月,,

の名洒及び訪問表像勺8闘91t）の作戚を行った,,,』.,

が艮訪的に必柔であることから綿続的かつ動貝力のあ

る明石凸忘等学校〇生徒会に依頼し、授業0終了後毎

巳10人0生徒が交代で約1月半ポリタンクを持った生

徒が各世告を訪問し、給水活動を行った9・
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中には、おとしよりの方と膝見文砂＇こなり何もて含

ないから飴ても食べてと旦った生徒もあ広「大変だっ

たけどおとしより 0控しそうな軌を見て活賦して艮かっ

た」音年●のポラソティア括勁9こも1リJI」iが広がったc

忘災直後にほとんどの既存のポ"ティ了の人逹は、

所はしているダループの病揺としての取組みは山来な

かったが、それぞれか日宮活勁されている分埓の製援

芯占の安J濫召9り3ため、数時間かけて徒歩や自転車で

訪店l活助を口＋的に行ったc ポうンティ了の避咤所へ

0案内や芦かけが、芸災・余七の恐惰9とふ安の中でと

れほど心強いも 0にな→たか、涙をながして再んでお

られたJ5も多いようである＿

こ03哀災では、中／海ポラノティア＋9/夕、．分やダルー

プ代表からか9絡も取れない中でも、各会民が日頃〇

;,．ラン・ティアとしての災否支悛木郡の殺薩

・ポ 9ンティア 03姪姪再用苫話の設世

江芍¢ノ'， 9ヽりを生かして目ざましい活百］をしていた

ことは、各ぷラン子ィアグ9レープ03活s，9尉片によ・：て

初めて見えてきたも9りであるが、

ばいけない活動である。

妄＜秤価をしなけれ

（今後の課超）

今後9；、こ辺,,, ドランチィ

アとして0災宮支肥嬬9＜ついて次，0ような点ぶ9留忌

していきたい。

①
 

②
 
砕1呆

・［成.. •1・・年 0硫i姑が必要

•四存ポ，．9 子ィア仕●災菩時に於ける地区別〇活蒻"

マ-_ュァル¢9控個i

③ 

・ポランティアニート・寺札談叩l」定紅の段湿

・ポランナィ了ニーデ，・ネーター0叶iし問

9 バーソナ 99 コンピュ，•-によるポランティアの

丑甜謁望9ステ'， Cパ9コン通1舌含む）

ポうンティ 1‘ ・コーディネーター写の移社手段0

平淫陪よりポランティアコーディネー,-0涵成
諾座"9朋岱

｀
 

-----

支援の力に支えられて

芦溢市吐会福祉出瑛会 津 田 和 輝

01月19日翌災当日

私は尼J奇市西涌部の自宅から、芦西市0戟堪へ洒劫

Lている，当日は奇さんど司じ様に地哀で目党めた。

尼9陪⇒では翌度 5か6であったが、私は添い版りのた
めか最初0 ドーンという樅揺れは記臣に照い。

ンジョンは紐拗叫度念9こほとんど1［［く、モ内の家貝の

立て直‘ぶ屯気温9噂配芦の水栢れを止めて、

白毛マ

99§す

ぎにミニパイタで識屯へ向かう。

ラジオの神戸で火災が発生し披吉が大きいらしいと

の •I甜いかなかったのだが、西宮亡の中ほどまで米た

頃から、これは大変むことになっていると忠い始めた。

疋路は寸断しているし、ガス0良いは充i悶していふ

ようやくたどり若いた、西宮中西南部から吉肘市に1ふ

けては9ゑとんどの家が図壊している。生まれて始めて

みる光朕であ ~3 た．

井喉市社協9ま市王セ／ター別館 9階01月祉会館・老

）中届祉会れにある。老，＼福祉会館99遥俎所Cj指定には

なっていな，¢］だが、池薙8りである市民センター木詑

が咬吉が大きく、使用でさないため、すでに逆巽する

巾民がきていら

当e1u勁できた社幽獄民は2人、叩合が使えない、
19屯、柑泳幻状況で数、＼勾底センター砒迫とほとん

ど仕lれていたロッカーや机を立て直し、 9虚を使える

ようするのがやっとでし如

0数日を経ての状況

数日た一て避難9:-堪）；nして、市民セノター別煎0
はとんどQ潅涙が妍奸所となってい応避葱所担当の

一噸旦も応援9甜貝彗」わり、徐々にL習えてきたので、

社協活囮］に功念するため、何とか二判心を約9し、臨

1もの平務所として福祉911，委且、
安否確認から始めた，

ポ9 9ナ 9‘了による
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怯宅が大きかったため、活勁をお屈いする福祉唯追

委貝やポランティア白身も勁けない状態の人が多が一

た中、こちらから速絡するまでもなく、晋段から関わ

りのある所へ克っ先9こ母ねて援肋している人が多くい

たことに惑磁した。

{の後、加古川市社招から支援69中し山があり、福

叫揃逆委貝からのニーズに文、『9じいただいた。そうして

いるうちに2月3日、 1競嘩炉l協戦民の支授による

矮災救接社会栢伽協滋会「戸臣現地季を所」が設世さ

れ、芦匡市社協の地殿活勁、ポランディア活勁 'g現地

手務所の活勁と一体的に逍める手になった，

＊考えておくぺきこと

しれまて台風時0乃対笈などで院慈卓項はあったが、

こんな大きな災菩へ0応翠えは全くなかった。

l 幽且は出幼できるか。

市内からの通勃。ち外から0出鈷。

，，い出grlできるか、］人で出来るしと、 2人、 3人・・・

で出来るこら

2 平務庁は使月」できるかc

宅活は使用できるかc 宅話が遥しないとき、乏ず速

絡するところは，

R 事務所0ある廷物は避蛾所叫印定になっているか。

述雖届所になっていなくても、なる可控•生があるか c

瑚貝9之避雖所0要呉になっているか。

社協の仕忌に忠念できるかc

4 平淫峠からどうするか決めておく⇔

福祉惟迎姿呉は、ポランティアは・・・苦段から交流の

ある丙齢者・廊宙者へc 迪格の取れない李態を考え

ておく。勁ける人がます動く・・t仕の所へ稚叫

02月～4月までの活勤を通して感じること

2月から 3月末にかばては、他府柴や兵圭誤卜から、

社協9敗昌やポ99ティ 9のぷ扱があも、あらゆるiilで

0尖ば弔到9こついて協力いただいた。この女援がなけ

れば租絋的な汚両9)てきなかったと思う．

食この閤の活動について感じること

］ 普段9こあまり惑じなかっに地域住民の劫,)合い

0栢神を見たc

救妥活動¢9中で、ポランティ 9・の活動ばかり邸取り

上げられたが、一悉先に乱いた0は、溢人、知人な

ど地域の住民であったと思う。それに各●閲0応援

醗貝（栢街l戻・賢察・ホ追など）が全匝！から砒けつ

け、そこにポラノティアが加わり、考えてもみなが9

た柔咤らしい活勁が展開されたc

2 社協は全匝糾沿であると初めて実惑Lた。

会誰や碩格では交流はあるが、こんなに多くの喋且

が9Eまり込みできてくれるなんて忍・3てもいなか，

た。不足している物百の措給、沌方よりの炊き山し

など、雑泣力を成じた。

3 社協木来の91宰は少し落ち苗いた杖態になってか

恥

裟災而後は袖災者すべてが水、食料など命に関わる

ことに困●している、 1翻卜対象者に絞った活動はそ

0後となる。

0ポランティアとの関わリについて

需災後、芦臣市には多く 99ポランティ了が救援活勁

にきてくれました。市か募菜し災菩対短本部のもとに

糾猫された芦団市 9ドランティア委且会a 大坂ポ9Sティ

ア協会が母体〇応援する「l項 社

協の現地吾務所。台ボに多くある協会を拠点としたも

虹その他ほんとうに様々なけl付から数え切れないポ

,,ティ Tが活勒しました。

朴協9こきたぎ99ティ 9，-に、先9て述べた応妥の社協

戦貝とともに序1怜者や齢宰者への活勁にな加してもらっ

た。

必ご災救援のポラノティアと関わって感じたこと

l 社会人兄19tは戦りに99る

2 依校者はポラ 9ティアをうまく伎ってくれる

s 杜協手勁に関するポうンティアは少敷柑鋭が良い
4 ポラン,,,（氾蘭）センターは社協に任ってい

いのか

5 ,99ンチィ 9匂l休9こ社協としてどう関わっていく

か

6 涸乱時と言う卓でやらなくて良いことをたくさん

ゃ7 てしまった

？ 地元に丁間を信厨ない活画；はやり紺9かった

以 I.感じたことを挙9がました。をれぞれ0戌味9こっ

いては皆さんで読み即ってくださ'， 9,

昨年岩手呉で庶催されたポランティアの生卦某会の

分科会で、ポラ 9ティ了（活説）センターは社協こ左',

ては活動範l井］が狭められるときう発言を朋いて以来、

妙にこ0車がひっかかっていましたが、それが現哭と

心りました。

ボランティア活勁の広がりの中で、ポランティアの

-•-



囮1からは行政や社協とどう閃わる 1，心 （羽

色云すが、対協の側からボランナ~，アとどう関わって

いくべきかの旋我が尚かれません，

〇忌後に

今までに経験したことのない人板吉、公的な俎物03

過半数が壊れ、彼菩09少なかった廷物も避薙所となっ

た山で、外からの支援がなかったら何もできなかった

というのが現哭です。どんな取絆が必翌でそのうち何

に取り組めたかなんて好えもしなか・3た3 ―良くあん心

所でり吾ができにはあ＿と思う。

若者Cjボうンティア活動への念力［はマスコミ等で取

り二げられ、そ。項りであり特に触れることはないと

思うが、私としてはポランティアよりも職貝Q9応投の

方が心強かっ応また、ポ99ティ了について言えば、

数は少なかったが、社会人男性が本当にコ（やって（

れたと思う。

芦蜃の場合、速絡を敗り今うことは己米なか豆こが、

紡果的にそうな 9 た0だが、ポランティアは活勘別に

拠点を作ることが良い方法と思う c 物租や避雑所〇活

勁をするもの、稲祉対象者の活動をするも 0入被災の

巾民すぺてを対象とするもの、と分けてする 0が良い

と思う反血、ポラ ‘9ティ了を取りまとめるのはなかな

か大変で、まとめられたくないと考えている人や団休

も多く、日巾にやれば呆いとも記う。

□
 

社協職員 震災救援・復典活動記録

『スタートライン！』

住丹市社会福祉砧揉会ポランティアコーディネータ 古野其旨

ム［まじめに L霊災当日から初虫剃Jよでの肋き 個人と

して）

1995年 L月l？日午前5時46分、まだ深い9Eり研」、

突如縦揺れ横揺れが●吋こ。 2階悦窓で杞ていた自

分の足元にタノス等の求兵が俯lれかかってきた。ふと

んが,.,ショ 1となり辛うして抜け山すことぷできた，

一体河か起こったのか想椋もつかず、ましてや地●発

生などとは考えもしなか＇』た。マ屯行擬が墜落したか、

自怜I懃i9火辿ポが爆発したか、いずれにせよただごと

でにない珪猿が起こったようだ。

まだ夜が明け切れぬ堵閤の中、半いす牛活をおく 9

ている自分にとって物が1奴[Lした酌み与のない部屋か

ら0脱出は 人では不苫能であったc ただ家欣の名i肘

を叫び助けを求めるだけ。しばら（途方に荏れどれ<

らい0峙l司が経過しただろうか、ふ安はまだまだ読い

た。

'トいにも、後に自宅の至気叫99日したためエレペー

夕←・を利用し外へ，異兵0粟う近所を見渡し、特に阪

急伊丹製の大役告を巴99当にりにし、享0臣大さを常

惑し、伊丹9記仝域0被舌状況などを考えただけで背筋

が寒かった。

その他、自分

たことが本当に救いであった。

我が家の被者も気になりながら巳勁。

＊初出勤当日（蔽里として）

咄均であるアイ泣センター（市立硲吉者屈祉センター）

もかなり 0被者を受9]ていた。散乳している事務所を

片付け、各賭、各地屋が被苔：伏もしなどを点検した。

また、民q•虻苛委員との注携により地馘の要援渡所

甜への文令確認や恨君 た。

-Ji、市災苔対策木部の印位］を見ながら、緊急に必

要とされるニーズの対応にポランティ~アの胡整等の淫

り閉検討をはじめた。特に緊急救援物資（食極等） 心配

送及びポうンティア募痣；：かかるマスーミヘ"'乎ぴ9tI

げなど。

1・ 霰災救援担当業務の概要（コ-ディネし一ヽ）

伊丹市の届合、ポランティアの対応9●、市役所内災

宅ボラ 9ティア受付（総務謀担当）と社協内ポ"テ 9
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ア活勁センクーとで対応し、市では、救援物資C,/i分

け等のポランティアを妥入れ、社協では、坦裟発生当

初より民牛児室姿且による要楼護所帝の家庭訪問によ

る被宰状況の渫査を実施し、その粘呆から廿げこ個別の

ニーズに対応し、市と造ザをとりながらコーディネー

トを蔑り返，，此その団別ニーズ9こ，'応するため、

（新閑、スメディ．r ラジオ等） を追して広くポランそィ

-90芽果をした。そ¢砂効果し9粕大で、全固から暖かい

気治ちがtiせられ受付かはじまった。

当初03依頼内容は、 9し団紗—し］艮り、②大．T_哨修

i1楽等が中心であっ 9らその後け、多洗な依栢ニ~ーズ

とボ,,ティア立録69迅述は＇庭灼裂き面けた。

その日 0活勁支滋恨告をもとに点見交殴を打い、次

の口の聘整を夜迷（まで時間を交や（応

よた「こんなことができますよ！ 9 

者に対し、できるだけその気持らに谷えら91るような

活勁培面をろえなから、コーディネートを行った，

栢からそうではあるが、 S知のふにならないよう何ら

かの9g•茫牡いていたたくよう心力けた。を図9呆、改

念ながら伊八浸いう土地柄9こ愛菩があ・」た9Jか「ホー

ムスティ受人れなりば」という菩窓〇声には対応でき

日

というポ,,テ 9

アからの声こは、チ、ラソをイ'「'，1t布したり、市災吾対

策本部：こ対し、より先躯的かつ効果的にポランすィ 9

ク9活勁節；井＇を広め、全国がら屈サられた日用昴等の救

援吻査を各甚禁j へ消ち回ったhとより 1ii0効いた江

劫を展開した。

地淀発生当初より他賑、他市かるの応援 9こもとよ'，、

巾民全艮力凜災を必：ナた：一もが加わらすポランそ，9ア

として述E活近いただいたことに諏且・柘］大変至気吋

げられ、一祐9こ頑強ることができた。

民生委貝9こついては、相当区域内を存間をかけ何同

も訪問しニーズ0把愕と不女僻消R話し'，l'rなとの活

歎を就けられた。また、面榜ポ"ティア砧甦セノクー

に依頼が入ったケ←←スについては、実態即指0j芯昧で

出談を持ちかけたり、求庭訪問をお駆いし、ポラ,,,

ア派迫〇必製性や;,会いを応うなど辿携を存らながら

柔軟に対応いにだいた。

その他、 19只から市内におけるポラノティア活蘭〇

中核的な紐滋である IIj9月ギ999ィア連絡会」も多

方向にわたる活酌分野9こきめ細かさと柔軟さを枠って、

持ち前の機勁力を江かし江勁は統いた。

ポラ Jティアについては、過日に製を桜けていく中

•もチームワークか自然！こ牙牛え、巨ずからそれぞれの

役割を見出し、その現垢の状況でぎラソテ，ァ叩j云

において対応していただ＜，'―スも多く活躍がめざま

しかった。

2・ 宜’平碑寧務で留意したこと（気をつけたこと）

全国から寄せられた箋いハートのポラ 9ティア希

なか 9 たう

披災各かっ0依頓には、

忍：を払い、侶望を持9て生さ T．しっていたゼけるよう

に努めた，

~一方、いくら液災状況がひとくとも白分の努力け勺

と前向さな姿奨で成り茜えC~ い→ていたどく劫努力）

でさど・だけ丁卒な対応に注

ことも亘要だと苔えながらコ→ーディネートを行った。

こた今回、切めて＂っノティアをぷめる人（面要）

とが初対面と、初めてポランナ 9了をする人（供給）

し しかも求める人 9こと—，ては不女な気持ちが先走る

中でぶつかり合わないように涼心の前にボ,,テ 97 

オリエンテーリングを行うことも大切であり、に対し、

欠かさなか 9 如

需災救援活勤で苦労したこと

我到すz,＃慈等0武対に追われへ芹間による柚玖．，犬

況の確冦かできない伏況の中でポ 99ティ ‘9と一緒に

3 ~ 

廻ることも、甜燭な兒幽ることもてきない面がゆさを

惑しなから、ポランティアを派迅しなけれぽららず、

そ韓饂、ポランディア心熟忠と力Bで柔吹にか＇応し、

そ0[：の活動雑告を得ることで状況把世ができたっ

送去にもUIがない「哀災時におけるポラ 9テ1アコー

戸ネ・-l、マニュア Jン」的なものも整備されておうす、

疇いと邸露紐り返しながら0日々であった。

従来のコーディネート ojが‘ゥをできるだ9月 l)ll‘-

ようと、内容によっては担当民生委只に迎絡をとり、

咽切l訪岡を阻い、し也域での架91栢を築けたこと19良かっ

たことだと言えると思うc

ポランテノアの佛採も允行き不安定であり、 ．~方、

板災老から0J El々 で、あるぷ

味で毎日恐怖嘔、危●感を持って0コーディネー，＇で

あったe

4 震災教援活動で学んだこと

この人裟災は余りにも被菩が大名過ぎ、目に見え、な

ぃ，＼ cり心までも彩店を及ぽしていた，そも憩•造な状枇

99反面、森が呼び掛けたわけでもなく自然に全国から

一祁一



助け合い叫和3窄叩が§生え束粕し、老茫9女笥わず

ポランティ TO活躍により、被災地の沌元住民0)自分

スタ~ トを＇iしめた，

［復興活勅への魂言J
ポラ 9 ティ＇~ （后勁）とは

[:l:；;::,？．I:；)）も（（［：：；「ポ9ティのダ
＇ゴミ J

'"（配）の拡人（ネッ 9'9ーク化）

たちにも自ら立ち上がらな牡ればという苫気と希屯冬

教え与えたように誌うc

日々、只ラッティアの酒•肢る姿に曲含され女えられ、

色んなことを教えられたように思う。 また、 こんな頓

もしいポランティ了と一緒に救啜活到』ができたことは

コーティネ~ーター·としてのダイゴ:であった。

日本における団うンティア渚動にも少なからず歴丈

はあるが、 この屯災より全国に広ま 9 たポ,,ティア

の波は新たなるスタートフィ 9に立ら、 今、捻い良く

9
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若者が動いた
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ポランティ
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ア元年といわれて

字塚Tテ辻会船祉th謡会チーフユー午’ィ文ーター

雹災の日

哀災04,nl:i，99こ豆塚cap,• ，より坐中に引っ述しして

" ~—- ~ 

いた。荘1木り！け0J19 El、キさにもり出勁しようとウ"

『'"していた咤の地宴妃，た。 マンジ，し9なので屈

れはひどい，「ああ、ごんな広1こアんでいくのかもしれ

ない」とわりと冷削に死ぬ闘"•I を考えていた気がする。

命が助がったら心を入れ1キえて年きよう n 汲灼の人寸

は、 96祉d}上生に一生を捧げようなど考えていた。恐

ろしかった。 その時は、自分の家だ 99 被者にあっ f• 気

が9，ていに。空気がつかない。今9壮音いけど、

9，したら夜が明けるc 必すl19士昇るのだからとそんな

風に自分を励ましていたJ

もう少

そOH氾車が上まり、 出功

はあきらめ、テレどを尭ていたが落ち者かなかった。

二日間京でウロウロしていた，三日目卍勤し9:。

2
 

宝塚市ポランティアセンター、市役所へ

宝塚駅前oavャン 9リオコーナーは、

芸 綾 子

吟どく捐侶し

ていてジ 99クだった。ピ99巨体か危険'“'で閉銃す

ることにして、安食53総合福祉セ,,一9-行（。訳か

ら口転京で走ったが、町92変わりようにll"がつまったc
総合綿祉セ"ーは、近趾して含た人でいっぱいに

なっていた。でも Vセ9ターはガラガラで人が人って

いなかった0 咤話が岨る。「Vしたい'-ーでは、お名

とl月き、困っている人を探しにへ」レバー虫へ走っ前を＿

ていっ応 ヘ9ンパーが入っている対象者で困っている

人をオしに行 9た．，

仰別の対応を考えていたが、

え認9、これはまずいと思9 た，突然のことでニード

がなじのだ。追踊函を手云9 てもらおうと Lたがすが

始めで咄角が1’i恨っていてJ,1手がなか-年とりあえ

この"与＇こ、まだ V

9甘い VさんがJ"]かやる
ず「笠録を →これしかなかった，』

センターは、抑かな方だった、

こと沈ったら届・」てと浜話をくれた。「うん、；芯甜香に

'， 9^ 来て．と表んだっ

こを＇氾9、市役所の方へもそんな写話がいっていたら

しいc

ドン ”9V和望名が培

Vヒ90敬呉が9h袈月90対策本部の油を歩いて

いると可0職臼が「ポランディアのI牛で屯活が）、って

それが市にVセンいます。面いて下さい」と言 9 た2

が入るきっかけになったャ如策本郡＇すみっこで彼は

珀［番をしていたが、それが｝で祐まなくなり、私に

SOSが入99こ。涜E・次長に平1脊を名1し．私は市役所

へ行って来ますと言い歿してVセンターを去った，

れからはそこが私0戦喝とな，ンた。

i 11 21 11、市役所グランド9コアーに没経された

地戻対策本部をおし019全1面に机二つを出 L、バネル

と腔手に命名し、仕半を開始に '’4’ラ,,ィア木部”

そ

したそこに市長が迅りかかり「森さん米てくれたの

か、沖9んだよ」と言われそれが決哉のように思ったu

緊忍の対応であたかも臣っている市役所を助"9に来

たポランティア09気持らと私は一緒だった0かもしれ

-ss-



，•い c

3 思いもかけなかったポランティア

とにかくどんどが北るざうンティアをなーんとかしな

くてはならないし写話もかか・J•こたる。対策本部の人

は、乱が雹話を独占するので怒・3ていなどたい世話一

ファ yタスなし、たった机＿ーっというのは皿耳なので

あるc その昨点の克年屯祉要の謀J女が、 9まじっこだけ

どここを伎—け

くれた，パ 9コン通信の士話と 9ァックス匝Igも貸し

てくれたc コピーも使っていいと百われホ yとした・，

なんごいっても1処岳は必要だ。 9,-0荷物性培も初めは

快い奥び99ァー0上にしていたが、盗俎があったり

して令諏半を窄↓9てもらうe

4 ポランティアの内容

木部互9 日目にス950人程9)＼'が来た。

その時<I±窄は、救委物姿がつくたびに取から降ろ

し、そこまて造ぶ仕怠だった。 ドンドン救1足吻資は芸

まれ、通路までいっばいになって、それからは仕分け

しながらや 9 た．~

,,o担当哉艮〇声はかすれていた。 t'刀癌労こんば
いしていたのだc そんな中で芥くて元気なVが東0もし

かった。

夜も救品如99：が入ってきたc 企尖から河かVがした

いと号ゎれ、夜勁PVを封iんだ。鉗l32,30名a9夜勁が

一月中続り寸 そ0時気がつくと遠くから Vが来てい

て、泊加しがいるとい芦市役所の会謡室を交渉して、

その部臣だけぼ西を入れてもらった。役所は避難所9こ

はな←，ていない0だか絃災韮期やら罪体受付け等があ

り、会逹室はなかなかあいておらず百ヨl村った。会淡

室については近財課の蛾貝と、凩後は仲艮 Lにだるぽ

ど毎日打合せた。

5 職員は

I砒貝は、一遠闇後に一）、増え、や＇と 3名に，休日、

休憩もとれず、立ち 9ばなしの仕車だった。あと 0ア

9ンバイヽ嘩貝 2人は、被災していた 6)でしばらく出勁

できなかった，，だ，倒れるまで9I<Lかなかったロー

テーゾョンを組むほど人がいなか＇た。役新内は咲房

を入れておらす、換気が悪い,'ンフルエ 9ザも流行

して次々、阻邪でr木む中、私に気力でもちこたえるL
かなかった。でもVがいて助かった。いつも Vセン

—<0-

はVに没えられているといっても過舌ではない。

6 頑張ったポランティア

如 jさちんと未て西話対応手してくれる若い Vがい

た。也女は荻後まで、夜、 Vがさわいでいてもそ 83中

に入らず、云 Lめに9,Jいてくれたーそ0他、地域で和

張ってくれていた1ムと就しか—ーた 1 赦人,n涅が、八

れ代わり立ら変わり来て、母記応対やらコーディネー

一、おいvc)食甲i，Eりなどしてくれた。それがとても

ぁりがたかったu

1月いサずいは、例が何だかわからず、 Flが近ぎた。

Vからの宮話は「とにかく市役所に来て勁いてくださ

い 9それが登録になりますーと言っていた，

i）1Ha9日はどうなゲているのか。今9ivが来ている

が、こ 6ジ先とうなる03が、まった＜ ；しがトえなかった

ので不安だった。今いるVを確保するしかない。とに

かく来て肋けて下さいと、言い暁けた。

秘及牧賓99栢み l避ろし、仕分け以外に屯、シート弦

りや弓lっ連し、仮没風呂の手i云いとl9えていた。

7 必要な組瑾図

2月に入-てVの紐織函ができあがった。 V9ま巨夕）

のやりたい｛土串の各泊践図の中に入り、活動することに

なった。その中でリーダーも決まった時、やっと私は

椅子に匝る余裕ができた。

芳いVは剖造的で、避難研を回って、 f• リ 9たもに保

育をしたいというダループができた。詩を笞かせたり、

歌をうたったりしていた- ""')よで彼久委Eは避戒

所を回ーて保育をしたc

洗症をしてくれるVを接し白し、それを叫1介する V

ダループもでき 9と。人に自分述の洗届物を託すること

などできるだろうえ心初めは人安だったが、次々依頼

する人が堺え、水が出る日までそれは統いた。

視力始官者が、マ y サージを、美容1,1が散製サ~ーピ

スを、ー級述硲」ーが家屈秒祈を、キ姉 9土炊さ ii」しを、

介悉祖祉士が百冶老独り呑らしの詞査訪問へと、各々

0他）］を活かした活動が展明されたと思うし

それらをうまくコ-・ティネートできるよう 1ごった

如 i、2)1中頃だ 9 ナこ。

多い日で6990名09,'が莉、市役所に集まったコ約5?

ヶ所0避難ECへ情報を迎びニードも拾ってきたのはV

だった。



ポランティア本部解散に向けて

2月下旬になると、ポランティアの数もだんだんと

減り、ニードも緊念のものは脱しつつあったので解散

を考えた。

夜、本部ミーティングで、 Vから「もう解散してほ

2月末

8
 

しい。でないと僕達帰れないから」と言われ、

をもって解設することになった。

彼等は遠方の九州や東京から泊まりがけで来ていた。

スポーツセンターで泊まってもらっていたものの、疲

れもたまり、心の病気になる者も出てきていた。

福祉部長、社協局長、助役、市長と顧に解散の承諾

を求め、深夜歩き回った。なかなか帰りたがらないポ

ランティアもいたし、市役所にとってもVは便利な存

在だったから、難しい判断であった。この決断が一番

苦しかった。 二Bほど眠れなかった。

2月288、助役ほか部長数名、課長数名、 V約100

名が集まり解散式をした。そして、遠くのV達は皆帰

り、あとは地元や通いのVでやっていくことになった。

4
t
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し
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9 解敬後の活動

3月からも引っ越しや、炊き出し、 1士分け等仕事が

あったので、市役所の中では4月末まで細々と、おり

絞けた。

それからは、平常業務と平行して、仮設住宅関連の

ことが増えた。引っ越しや仮設住宅の改造として段差

解消や手すり付け、訪問、情報配りなど色々な所が調

整をしながら今も続いている。

復興にむけて

宝塚市復輿計画の中に、ポランティア活勤促迫のた

めの条件整備が盛り込まれた。その中でも、

ネートの増員とポランティア活勤センタ ーの充実が翫

要だと思う。臓員全貝がコーディネートできるように

著段からやっておく。普段やっていないことを、突然

行うのは難しいからである。

それから防災計画では、ポランティア活動が円滑に

行われるようにということで、ポランティアセンター

が位置付けされた。湯所として、市庁舎の一部にポラ

ンティア木部を設醤し、資財等の提供もしてくれるこ

とになった。あと災害ポランティア登録制度を始めて

10 

コーディ

いる。

いざという時の邸備は大切だと思ったので、それを

教訓にしたいと思う。今回の仕事は私にとって人生の

転機と思えるほど大変な経験だった。この次おこった

らこの経験を活かし、もっと上手にコーディネードで

きるだろうか。できるように今から又頑張ってコッコ

ツ仕事をしていきたいと思う。

震災救援活動を通じて

Ill西市社会福祉協議会ポランティア活動センターポラソティアコーディネーター 小 西 克 宜

はじめに

私は、大阪府の能勢町に住んでおります。震災当日

大きな揺れで、目をさま しましたが、数ヶ月前からお

きていた猪名川町群発地震の少し大きめの地震だと思

いました。川西市にある実家から、すぐに電話が入り、

食器棚の食器が割れる程度の被害があったことを知ら

されました。能勢町の我が家にいたっては、大きな揺

れを感じましたが被笞はありませんでした。 10ヶ月に

なる子供は、地震があったにも関わらず寝ていました。

私は、まだ朝も早かったので再び寝床につきました。

その後いつものように車で出助いたしました。出勤途

中にガスくさい住宅地があったり、屋根がわらの落ち

ー41-



ている家・加が19lれているぷを兌て切めて大きな地庶

によって大さな彼古が弔tいることを認識しました"

社協甲務所の中も足の堵み場もない 9こど寄点団が19乱

していましに。菜災老叶は、屯話・さ気等が不河のた

め市内の技告状9Fなどがねからす、と"あえず卓務所

切 Illけなど£可い、 '‘9レパー及びボうンティア派遺

且器へ剖れたガナスの191、99}や、住れた99スを起こ

Lにいったり、笈援謀益への救採后団を行いました。

1 嚢災救援峙の担当菜務の振要

ば災WI妥から約li母怜］は、屯話がほとんど使えず惜
或不足で、災岩救援；9’ラノティ了の要諸もな（，笞災

：こl関する；9ランティ了コーディネー lを行う必衷があ

ただ、迫索行って

いたボラ'ディ了コーディネート''ニード 03館認及

るようにに思~ってい乏七んでした n

そしてポランティア派迫世帯及びポランティ

ァ・安否恰認を行いました。それと食19品など99流迎

様能がマヒしていたため、ヘルパー派遠世帯の食料品

砕保のため京部府地岡市（川西古点ヽ叫9且1時間程）

ヘ岡い出しに［u[同も行きま Lた。

取り淮し、

歴災救援ポランティ

ア0コ・ーディネートを本格的に始めた699ま、約 1遇l届］

後01)j23Uからでした。救i妥物袋の仕分けなどは全
て市の砥はで対応していたものをポうンティアに移行

し、ポランティア受付を市災宝対策本部のみで行って

いたも 03を社協ポランティ 9活動センターと両方で行

うようになりました"

テ 9 ア豆録や旅迄~犬況などの整迎及びパゾコノヘ "0 入

力は学9．ポう 9子ィア9こしてもらい、多くのポう 9ティ

99こ芋務的な補助をしてもらいました。

2・ 冥災関連業務で留窓したこと

ポラノ、ディアニード 6足妥•J 咲 ji 9時に、翌災直接の

受吋し、

叫iポうン子ィ~アで対応できそうなニーズは 9i とんど

ポう,,ィ TT派遠を行いましたか、落ち荷

さ始めてきた頃がらは、仮災者0)砂）自立の二iぶいを

させていただくことを'，-iこ女えたコーティネートを

hわず、

行いました。また、 191壊しそうな家厖へ9釘派迫：ょ極力

どうしても必成な場合にはヘルメ，卜をかぶ9

てもらい、廂根のプルージート張りなどは、 野1'］技栂

を 1言—9 たポランナイアを派93するなど、

の身の女3企を考えたコーディネ一ートを行いました。

ポランテ イ ヤ

ペ99 90Jポ,,,ィアや丙森ポランティアには、

曲薙所を固ってもらい表．れたないニーズの発iI1 を 1了~：

ポランティアコーディえートは、

炊きLJしポうンディアのみ巾災菩対策ぶ祁で行い、

叫膨全てを社協ポランテ 9ア活動センターで行うよう

•こなりましたし．当初は、ポうゾ〒ィ了ニーズがあまり

なく、ポランティア活勁示望者｛ては、目宅で芍峨して

｀・ただき、必災：こ如じて活動していただくようにして

いましたが、活勁希望者が多くなった必こ急き 53ニー

ズが入ぷてくるようになり、とりあえずはポプンティ

ア活動センクーに活めてもらうようにしました。

そ

が

てもらいました0

また、市災宅対策本9砂 93述絡拙＃も知繁にとりな

つーデ 9 文ートを行いましたc

3， 宜災救援活動で苦労したこと

●災で0披吉が他市9」比べ比牧的少ながったにも関

わらず、非常に多くのボランティアが、押しを士てさ

こういった「何かしなくては」と全国から某

まったポうンティア希矮の方が多く、需給0バランス

がうまく欧れない状況が続き、ヤ協ポランティア活均j

センタへ~でコーディネ— L を始めた頃 9; 、

よした。

Lか

し、ユーズとポランナィア'9バランスがうまくいかず、

社協ポランティ了后勁セ,,-！こ待浅だりで終わって

しまうポランティアも山てきました，こういったホラ

ソチィアには、ぞうきん栂いや古切手の整互などをし

てもらいながらーニーズを1¥一，ていただきました。

本洛的に3ーディネートを始めてからの戦貝如l叫は、

私を含め 2人で1,いましたが、巨ずと限界が見えてき

ポランティア連たにめ、ポランティアの受•J などは、

絡協渫会の役品を中心｝こしていただき、 日々 0ざラソ

せ—9 かく来

ていただいたポランティ Tにi，Jもせすに舜ってもらう

宇もあり、心苦しく、中し訳なさでいっぱいでした。

その要因として、①柏戸市など〇拡災の大きかった地

域でのぶプンテ J アの受,-入れが詑祖吠怒で、ポラン

ティア登録ができずに川西市に浣れて央た人が多がっ

た奉＠マスコミを通じてやってジ RJI！匹布北

部の衷災による故吾が少なかったため、巾民0J方0や

鈴が多かったことなどがあげられます，

避難所なと去速塁している市戦国が、 日拍からな＂

ぅンテ"'"関わりがあまりないため、なんでもし

てくれる0がポうンティアこ思っている方もぃ＼たよう

に思います。そうい，：た吉咄具とポランティアと 0昧

がぎこもなくなる挙があり、大変苦労しました。市翫

貝・ポランティアがお冗いを皿／t足し、救援活孤！を行っ

てほしいと思いました。

_.,_ 



4, 浜災救援活動で学んだこと

（後OO活勁への援言）

各社協ポラノアィ了センター0ポラ"ィア豆銹吠

況やニースを 本当にポ'"'ィ 7

が足らずに困・ンた地域があったのではなゞ＂ （aと思いま
す。ポラ 9ナイアセ 9ター同上のネ，トワークや情報

交換、各ボランティア士,,,-o符刊収莱を逆切に行
う楳図だどが必焚であった様に怠います:しかし、実

際には各ポ99 ティ ~r セ 9 タ・ーもそれどころではなく、

地元の状況も・，かめなかったのが実／合であったように

も思いますがc

また、日咋砂コーディネーヽ装務に関わ這麟

少なく、こういった大箆災時i乳’ランティ了のコーデ，

ネートを行うことが非常；困難な挙だと息います。ポ

う`9ティアセ 9ター刻賊貝体制の強化が必要てあると

思います。また、咄貝体判0強化だ＂ではなく、ポフ

ンティアリーダーやボランティ了によるコーディネー

,-0育成の強化なども必要であると思います。
社協には、地区t胡l委貝会という梵刀な地域99約が

ありま丸そQ9地区面993委貝会の中にボ 99ティア部

会を投冠し、池峨「K]で(n助し9合い活勁が、今後よ"

忌亘要になってくると思います。点災直後の初19]活批

には、地屈ポ999~ ィア活勁が大切である、ど忠います。

-,S-



地域組織・在宅福祉を担当して

社協活勁0“核＂とも言えるのが本項の地域紐祗 it活団や在宅福祉の推逸などである。各地域の社協

戦長はもちろん、社浴〇役呉、民生委員、漏祉委旦、ホームヘルパー、庭設喘巳等の地域住氏が、主に品

齢者やl森当者、その他社全的心弱者を対象に、常ビ頃から友愛訪l且！やサーピス提供を通じて地域0みんな

で旦守る等の活勁を叫道に継紐させていた。

今回の哀災で、住民の砦、自らも被災舌であったりする0にもかかわら可、安否確認や食料や水などの

吻毀の配布に走っておられる姿が、数多く報告されているc 震災l埒9e社協職員力咲

すでに地域の民生葵貝や社協の役貝，,唆否確認濫みであった、ということも報吉されている。まさにヨ堂

の小地域福祉活動が震災[l寺にも活きたという証明であろう。

一方、表災の報道などで砧避紫所が大き（取り上げられてはいたが、自宅で生活する被災老も数多く存

在していた。そ切点では世監からあまり注目されなかった活動であったかもしれない。しかし、救援ボう

ノティ、9や他府県社協から,,応投戦貝等の協力にもより、地域での支揆は続けられていた09であるc

こうした状況下において社協の地域担当者、在宅福祉胆当者としての苦渋があっ応地域担当者も避難

所に手を敗られ、すぐに地域へ出られなかった、地域住民が被災時にもエ体的な塩枡活励をしているのに

ツーカーとして充分な支援ができなかった、サービス利用者の安否面認は行ってもサーヒス再開に時間が

かかった、培大した福祉二、ーズに対応しきれない、知逃した恐れもある、等々・社協活動の＂核”と言

われながらもワーカーとして逹成惑が街られにくかったことも車安であンた，

しかし、小地域福祉活勁や住且等 ""卜ヮ_'にっいて、その素哨らしさヵ沼苔災にぁつて再確認さ九

また近染の地域住民の力が発揮される09を兄て、や｝まり ｝ぐだと考えさせられた出米手であったとも

言える心少なくとも、今まで社協として取り組んできに活勅99、袂して間途いではなかったと喧信できた

のではないだろうか。こう li うかr

本項では次の 6名の車例を記錢しているcr----- ·—· • • • 
・ ① 尼崎市社協•松村氏····麟呪l協暉饂生委呉が戻災後すぐに安否誼翔を行豆渭なと如域仕民の持つl I ）］を改めて考えたことについて 1 

IR 西宮市社臨・植村氏・・・・・地域9噂饂者こして粕蝦へ出て支援活知したいというかを磁き、いかに実況i
［ していったかについて

|g） とし戸市社協・坂本氏…・・社協Cホ・^ 炉ヘルバーとして9J立苓から、在もで生活する力だけでなく訊障にお［
I 

| 
・ られる恥奴liにも年した様子やそ磯這ぃについて i 
［④ 伊丹市＋．協・白井氏....ヨ頃叶恥地域福打•茫勁における “Jぐ 0荏要性をFi碓認したという報告につ•\ l 

I て 1
R }［]西市吐協・北杓氏・…・恥季酋や甜祉委貝などによる小地域活到やネ yトワークが翌災など0j緊急II;i疇・
| I 

きたという点について 1 

| R西宮市社協育葉l司・前信仄・・・悼智者施如加して、社協喋貝として、そし遁卿民としての翌災こ i
I~ 戦う姿や鱈想いにつ心--- ------~ ＿ ~ --- --~ ------） 
震災時地城福祉活動から、社協のあり方を再考する機会になったのではないだろうか。

-4 i -



神`□淡路大震災における尼崎市社協の支援活動について尼伍巾辻全福転店諜会総務課 松村聡一郎

•一ー激袋が尼賄市を襲った一

立成9年l月19日’li，'， 5再46分、尼1,市にも委度 6

以［の地翌99襄い、肝者48名、苗侶者991名、賂低孝

も136名、令衷n,89l戸、 ‘l'ふ度43.559戸と晶＼な被吉！こ

見要われたc

当日、私も「ドン」と鈍い音で目が党め、芍にマン

ションの門皆に住んでいたことも手伝'て、まるてジ"

Iコースターしでも乗っているかのような恐怖に襄わ

れ、部知こあったタンスやみづやなどがことごと（但l

れ、気かつくと紐子3人が家兵の問に哀ていた。とり

あえず、外に山られるように倒れた夕"などを起こ

し、社会福li［センターに駆げつけた。

社会福祉センターに者くと、 2浩以上か,,子はほと

んど割れていて、口 9カーや吾宝など暉lれ、 3l和

釘9和こばそれを03けないこ入れないような状況であっ

た。また、 i到れたシ三 9クで変形してしま丑：ものな

ども多くあり地.,戸

—一阪祖級E訊要災による尼•ての祓宅I邸．~

Iii 火災 81牛

181 家届被宅状況 (,11 人的被菩

全」9 10,ll;絆|• 死L 科）、

半壊盛fi57件 固● 9791人

ー＿
数

人

臼

＿

祁

通

ー
。
~
ー

5

i

へ
~
汀・9
 

油

1
、

●

ス

引

削

仔

が

却

訂

切

―

k
 
2
 

L
J
 

欲

匡

者

0

4

り
t

ー
~曲

9

5

避

5

-
ハ

③

―

 

一社協車業利用者の安否ば社協諾員走る一

詞は、センターの混状伎日を行うことが第 l這

胎であったが、社而百柴利用者の安却9確認も亜）：な

弟項であった。

しかし、ほとんど99利用翻方はil9●d9ひとりぐら

い混齢者で、平常功で豆iらかの虹助が必災な人で

あり、この人たちの妄否の確認を早急に行う必要があ 9

たが、市内Qb饂回線はパニック状態で未，,用者との迅

格を取ることはぶ可能な汰況であった。

「遥格網が遮断されている状況では、 件ー！牛遥団

して行く 1也ない」と芍え、平業課ユーディネーター 6

名がホームヘルが｝ービス平業利用者4i5人を、稔拐

課甑貝；名が緊急通報弔裟利船名555)、9家をまわっ

た。

利用者宅を巡L団してみると、地域の民4委邑0)］や

社白叫役即'方が訪問して 1さっているケースい・<

さんあり、 E[91了化していて近潔とのつながりが少ない

といった声が即かれているが、まんざ 99』そうてもな＿1

と感心させられることもあった，

また、ペットから地寮で落とされ、届0号を骨↑斤し

ている）jげられ、救怠草で病院へ投送するケース等

もあったc

ホームヘルがr-—ビス●業での、哀貝の援助内容 9よ｀

貸い物や水m硲／呆、部臣の後片づ99と代神竺な励よし

が中心であ•>た．，

本来であれ9ご＇、ケースワーカーや保健足 o方と一銘
に巡回できればー番望去しいのだが、緊急を要するこ

とと、打政頭扁呉は避糾所の世話、給，，'、り災証明の

発行などに大わらわなこともあり、とりあえす社 l召瑚

貝0みで回った。

緊魚がげ吾利用者の方は協力呉 3名の月や社協役

卸民生委記叩，トワークができているたも、部屎

の野lけや食●など99世話をその力々で行っているケー

スが多く、この幸知珊っている念咲の大切さをあら

ためて知ったc

今とな--n,笑い話であるが、自宅が全送で立入槃
麟札を貼られている叫北かかわらず、家で祠って

いる大と31れる0が楳で、避梨所へI]かずにがんばっ

ていたひとり荘らし63おぼあさんや、玄渕から人声で

呼んでも返手がなく哀砂部釦詞］を覗いてみると8li

限で1剖れていて、紅渾を19、rぼうか這ぎをしている

と、急にふク yと起きてきたおじいちゃんのことなと

9 フ ングもたくさんあったが、社協唸呉として地域

と叫紅しやネ，トウークにかかわれていたことを大

変餡しく忌った，
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，ホームヘルプサーピス、緊急過9且幸業・
和江」名の被菩吠況

1 1 1 '，；ームヘルプサービス利用者

全壊 1 1叶

半壊 81牛

翔類等へ避登

受Z者

121 緊急通報＃業利用者

全堵 3件

半壊 95/＇ト

|~--—--—-

親類等へ避難

避雉所へ，且師

一ー心強い 6人の味方登矯

生活福社賀金の貸付開始—--

SlA 

8人

30人

3 }、

―-」

1月の末になると在宅での扱助活勁も一定の方向が

でき、老人給食すーピスやそ 01也の社協享業0再胡に

向けて0準●を行おうと考えていたが、新聞で急に生

活福祉姿金（小「l臣金Io梵付を始めるとの記手が3じ

ており、また、テンピでもそせ｝舌i)内容が洸されてい

た。

内容は、漣存じのとおり巾し込みし9あった翌日に10

,9円付特別た9場含9.20万屯）を笠 L イ•.:9るもので、巾

蹂や身分証咀がない場合は後でもらってもいいとのこ

とで、「こんな貸付の方法では荼勁が起こるのではない

か」と心配になったc

取扱方法については、果社協にももう少し霰しくし

てもらえないかと相設したが、国や県の考え方なので

変更はできないとのことで、何件（らいの人が中し込

みに来るのか心配なまま申しムみに人った。

ただし、申し込みの卓務にあた 9 -，19岡娯社協と、

久留米市内9協かる 6名99カが応姿に来て下さるとのこ

とで、・＿飼―-安心・・

1月29日から受f)を始めたが、尼均市では中し込み

件哉も思ったほとではな（、人きな犀乱もなく受村棠

務ができた。本当にこの哨には、福岡呉・・久留米市社

協の皆さんのおl宕で感蔀している。

紡果的には、二●貸付のチェックをコ 9 こーューター

に入れておいたお除で、当初何人か0人が―一軍貸付を

しようと来たが、チ、t ックできたこともあり、後半で

は、そういったこともなくな・,応ただし後日他市で

二蛍貸付があったことが新l協に敢っていて、今後この

ような塀合の取扱方法については、呉下どは 9 

0導入なども必娑なのではないかと考えられるが、い

づれにl，ても緊急〇貸付であるので、他府泉で災吉時

に行うことを考えると平常時からそういったシステム

d2尊人が必疫であるかもしれない。

一生后徊化臼金（小口臼金） 99笠付交it状況

I I : 申詰1-1J奇IL配布件数 62？件

12！ 申諸受付数 ?85｛斗

(31 交付決定数 おl件

l 
情l求町i.iL』 4J 

一今回の活動の反省点と今後の社協活勁ヽ一

今固の版19淡踏人●災といーた未坦有〇災吉時にお

いて、本市呪 l協としては珀峨女授を中心に、一定の

役割を呆たすことができたと考える。平常から地峨で

の支婆体•大名作っていたことがしヽとりもらし老人 9う生

話支妥にも9なかっていたし、住民苓加0ホームヘル

ブサーピスであり、ヘルパーの皆さんも被災者であっ

た0にもかかわらす地●の当日から活勁して下さった

りと頭の下がる患いであった。

ただし、愕甜紺忍海乱していたり、市との浬格がう

まく取れなく哨↑k収榮がうまく 1丁かないこともあった

が、こ，，ょうな大災宮』をであること立好えこと、市も

社協もみんなできる限り 0ことは行えたと思う。

今後の支翌としては、仮設住宅の両除者に対するホ，

l~ カーペ 9 卜の治付挙業や、ふれあい巡臣相淡といっ

た哨柏的，'了 ~90 ものなど社協として取り 9此んでいくが、

今後新たなニーズにも答えられるよう 9Cポ 9ンティベ9

の辟体や地域でのネ y トワーク＇もを推迄していきたい

と考えている C

いずれにしても、平常時0ネ y トワーク化が大切な

こと令今回ほど感じたこともなく、社協が取り組んで

いる百民の●染の意味0人きさもあらためて机で感じ

たa
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バい 裳災を経険して

地域組織担当者としての想い

西宮市社会襦祉協誤会 植村弘已

はじめに

邑災咲l仔が経ら、さまざまな閤保者によって汝災

店勁9こついて0評価、反省が行われ、記録築0午成な

ごも汲笠99行われているc 西gヤl：協においてい哀災

活勅69稔括や復阻計画の策定、喪災記緑英作成等に取

りかかっているところであもしかし、恥ずかしい話

であるが、今戸の転栢作成は止匝気が面かったりそれ

は、・・船的な総君というよりも、社協の一僻叶廷して、

どのように雰災に立ち向かったかが吉われており、自

分和身では後腐反省ばかりが先むつからてあった。

また、唱与の記保もほとんどない状態で、思い山すこ

との斗括を惹とながら、できるだけ社佑疵昆として典

笠な姿努て述ぺてみたいと思う。

江97）ー自宅にて一

泣I＊ガりがり早杭、深い眠りを打ち破った 0は、租ほ

を粕する沼れであ •9 た。クテュ＿一、 ココ 1 ンという・・~

般的な判浙を919絶するような故 1、い揺れによって、目

が蹂めたc まず、慇したことは、！5階性て住宅の 9浩

にあ-て一「廷物が倒れるか心 という呉にが）んびりし

たことであった。幸いに負傷することは免れたが、部

足の中は哀っ渚な中にもあちこちざ求兵が散，屈してい

ることがわかった。表に用し9出すと、井常ペルが’’目り

祝けるがけで周4の杖了は怠外にも柏まりかえ •9 てい

応忘屈件宅が打ち；19ぷ地域なので、倒ば家尿牲はな

ぃl屯lで、類ぎが人きくなりそうもなかった， ltが］名

ぎ巾生にある両親、翔戚宅へ宅活を伍1けたが、企く逍

じないのであきらめたc そして、日が可るむを待って、

)l協の＃改所ヘバイクで向か→fこn

(117) -社協の要災 1日目がはじまった一

家を出てから社囲9こだどり者くまでの間に、当初 l判

分が感じていた枝宅の程度と現実との大さな達いに気

付きにじめたu 耶松所が疋づくにつれて、追路や稲桁

〇陥没あるいは怪起、阪神点速達路の紺叉琢厄0悌

矮と者のみ益のままで逃99出した人々〇姿などを見つ

け、まさ 9こ焦った。そして、礼協9こ到若した時点では

すでに近●の住民が｝5努避鎚されていた。それからの

出矢申は、まさに時湖との内い、体力、気力との勝負

であった。この日から半年以上に及ふことになる避俎

所尭痴こ9いては、別途；ご杢当者がを抗している 9)で

省酪する。ただし、こ0)避酢所業務が仁涼活動e3中で

もっとも大淫な」狂項を占め、粘恥',9こ地戒援没をはじ

めとする他の業務に人きな形況を与えることにな←た。

(I,19）ー地域はどうなっているんたろう一

地哀祀生巨後から、沐況が例」忠したり余社の恐佑に

ぉびえる人々は9E（の避難所とな→ている学校、公民

餡等の公共施殺9こ避難をはじめたc 「h社協の言務所が

ある総合御ヒセノタ 及び祖hl4ミ99にも，災吾発9Li貞

後から600,'，近，f付近の仕民0近難所となった＇，当 ll

の止劾可能な職恥が＇，.常父 93分の 1程度で、技災者の

食料、依叫水、日」月品、トイレ 99確保等に奔走 Lた，

救急まや9Sl,ft-OSイレンが24時那！角り涜ける哄騒

69中で、刻一刻と変化する状況に冗能な範阻lで女J出す

ることだけを虹、行動した。

いわば、これら避咋所を樅持するため0渚々の姿務

で職貝は手—杯という状態で、次から次に孟こる李1牛

に対妃サ あっという潤に 8日閲が過ぎてし

まった。そして、ようや（頃、気痔ち0)一部が目党め、

まず阻ったことが「社協0外の世界＝地域は、どうなっ

てるんだろう lということであ 9 た，当然ならば、 5 

名の地区9且当職貝9謡塁災当日か・5但当地区に入って、

各地域内0溢災救貶活動に翁酒するぺきであ 9た， 9，

かし、我届だれもが峨に浮かばなか 99たというのが現

状であった。従米⑳叫が何の惹味も持たなくなり、

法人糾緑こしての通常機能がマとしたときこそ、戟呉

各人が自発冷に当然のご}く本来の紅協の役割を訊9識

し、その中での自分のスタ 9 スに括づいて行助ち・ベさ

であったと悔やまれる。 i•I0伯えもなかったし、あれ

祀け0大災ぎだったからという C)は、第 3酋へ03舌い

訳にはなっても、地威紐糾担当者出身へ0慰めと 94な

るないc
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(t20~23）一社協が一造茸所に一

ロ災災、初めて地或支版に・ついて、 2、 3)、ぅ戟負

で話し合った，とにか9!」'，iの亨娃対比9こ獄貝0手が

絶対的に小足するなかで、まず地域文矮咄旦をどの↓

うに確保するか、そのために」司や＇↓ l,'9叫扁貝〇迂解

を＇サられるか、そし _'1-1ができるか、そのためには{，I

が必要か。正直、 ft1段がなか＿，こ。多くの逆址者かし

る約 9こ、地域に出ていくことが阻たして止しい＂ー］か、

また走り巨っている仙0)栽届を説得できるのか、そし

て何＿9り地域に出てどんなごとができるのかo ijlみの

•0県社協は連絡がっかない＿C そんなときに、甲探

所に現われナのが後9こ戸翌災救投it協合同本祁四出叶」

現地宰務所ー（以 lヽ ＜合同木部＞）生沼烏9こなる人阪府

社協の職目であった。それ庄で他杜協からの応接につ

いては、思いもよらなかったし、いずれ救投吻姿かやっ

・てくるぐらいのよ識しかなかった。それが、宮務所を

枯え社協耽且を派造してくれることになり、改めて日

頃の除貝同士0J漿がり、万l協の君板であるネ 9 トワー

クの屯要性に気づかされたc 地元戦且だけでは冷i,Iな

思考、判新が下せない吠態だったのて、以後あらゆる

t閲みごと、 to談ごと¢9良さパ-,、ブーにな-てもらい

ながら、救援活勁を迎めることになった。

(1,24~29）ー地域へ出ていきたい・9,―
合同本部が設芯されてから、 しばらく 03間は倖り『と

互いの活列誼認、渕挫に"99"か安＇やした。地元は合同

水部の全体像がよくわかられかった＇，、相手は地元"

現状把胆が比l蝋だったりしたし幾度となく話

屯ねるうちにそれらも杵悧され、怜々に活到が軌迫に

乗りはじめた。そして、役9,1分担を図る中で、品も留

意したことは地元咄貝ができるだけ池域に出ていくと

いうことであった。それまで我々が持つパワーのほと

んとを注ぎ込んでいた迎掘所業務を応援職貝、ポラ 9

ティアでカパーし、実’音を良く"'っている地元戦呉9i

地域文援9こまわるということであ'た◇しかし、そ0

ためには戟貝の合意が必皮であり、決悟が求められたc

そして、手務所に出て来れた熾貞がそれぞれできるこ

とに対虻するというようなこれまでの行き当たりぱっ

たりのやり方ではだめだということになり、純甜とし

ての菊きが求められた、、主焚メンパーで何度も協議し、

ようやく災菩恥巧橘成糾椛がつくられ、地域支援を担

当する地域接設班も設足された。これまで、 9翌難所業

務0彩iこ記れた形でしかなか 9た地域支援に、いよい

よ不格的に取り組めることになった宮びは大さがった。

ただし、あくまで1旨冶当笛等0近難所栄和や貸勺柴務

を兼籾するという条牛つきであり、この辺りが当時§;

さまざまな9kにから必限界であ 9 たかもしれない。

(1.30)ー地域の状況がわからない一

いさ、地域へというわけにはいがなかった。．臥域の

状況がなかなかつかめないn 手 9ヤてもすぐに屈い浮か

ばなかった。まず、 99祉センターの 1階会姦半を地域

悦没砒辛務所として確外し、宮話 8合を設泄した。そ

して、出莉ミーティングを1jい、その曰〇役剖分担を

決め、 1l」0行勁を全且で硲認してかゃ9甜助を進めた。

地救援改班は、 l・に従来0)地区1且当職呉とずランティ

アセンター『伐且で村成され、地域9)実情氾担と1百報9ヌ

菜、人析と物安〇捉供、合同本況・娯下社臥と9a連絡

調控、そしてポラノティ．rの受け人れ・登緑・っーディ

ネートを土な栄併とした，

取0糾みとしては、まず社協狂l!•分区0杖尻1巴持

と文授 (9笏臼・惜恨乱供等］であっ 9こ。次に、仕宅岨

災者への対地として、幼児、商齢者、院色＇者を中心と

する人にちへの支殿活古：0;i應査活動である。とくに、

曲卦9こよって用っかにされに緊急ニーズヘ〇対応と安

否絆認に多くの社協喋貝、ポランティアの協力を街る

ことができた。

一方地絨においては、中i・協糾織というよりも 'el冶会

ゃ且内会あるいは妥生児蛮委且会とい→た団体力9こ体

となり、近嗚住民や民9t児苗委貝、福社腐li呈などが

その中心として、市民だれちが被災占という1バ況卜で、

地域のなか9)さまさま沈屯而で緊急万oltt哉9r活士支

えてきた．これらの活勁を通して、板災者、とく 9ご忘

齢者、 l冶杏者l此：が元気づけられた。追災後、取り糾

んだこととしては、瓦洸の中で叶さ辿めにな・ンセ釣佐

ぢの叔出、更也老0病院搬送、 9打忌不明者の把洞、在

宅のひとり＆らし9きi紺者、靡害者等の文否僻慈．救援

物登〇受け浪し、忘抽占宅へ09水くみ手伝い・食I9I訊l

逹．枝災者名符作成、さらには避難薪閲設、避薙祈業

務支援や生活物姿の記布、炊き山し活動、イく安・悩み

ごとの相談札l三などが報告されている。 COような活

勁炉緊急時、混乱期において住民の存発的活動として

多面的に展閉されたことは、大きく評価したい。また、

これまで市社協とじて至点均に批進してきた地拭哺托

実践の実りともいえる。た，.'L、地域判綬担当者とし
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てはこれらの活動に白極的に冥勺できなかったという

後協は9肖えない。いずれにしても、日頃の住民虞じび

つき、地域の速帯の大切さを内翌謡したことになる。

そして、地域援99班としての活函！は39」末にiF菊面

底組栽が評散する主で統き、実度的にはそれ以後も活

助か維統されるとともに、仮設住宅支援、ふれあいセ

9̀ター迎認支飯芍の新たな誤均対応も合ぬて、後OO活

画に「l占鞄がれるここになったも

荏災役叫回間は、記鉗を取ることさえ忘れ、あるい

ば気付きながらも弔合してU々0活到に取'，iiんてき

た。；うやく、 l91未から活勁記録らしきもむを残し

如めたので、ここにそ＂一部を載せて、当咤 0J伏況を

お叫らせし、こa9拍文の補足としたい。
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・物登ポ9ンティアから地域に己た9'といぅ要望がでる ・＃でクノョンの喋貞から •999収呉

ポ999ィア派地したが、舌匝肪崎砂餌かったらしい
•市内にIL立するポ 99 ティ 7の整迎が必要 ・市内の術祉抱設に入浴うーピスの可杓をもl合せ

Cj民斤委呉から人浴炉＂ヒス臣合せ

9『)Jーデ「不ートに・ついて整

・ポラ 9ティ 999食串確慄について
.,うプル院出

・ポランチィアセンターと令同木部0窓口が混乱している（席合せの対応．希望しても話癌できない等々）

・艮固ポランティアの税堪所と食季0罹保をどうするか

◎合同太名砂ミーティンダ (FM8~(L）に参加、多くの糾迎が山知

・食半逍（ポ・フンティア99待浅時間が長がった 市役所で1印祉資会を担当している嘩艮の食串をどうするか
西空市社出戟はから指示を山すこと「'-""うぷ奈,,

カン，只ンペが少なくな，てきた） ・ポ・うンティア活勁（・ドラン 9.,•受け人れが、大竺になってきた

活函允訊ドラン,,,'数に比して少ない 83で、ポランテ 9 マ配型がうよくいかない、活動メ•--—がつく ，． 

い） ・炊点出し〈問合わせてパ.,,伏態 ，0」HO3旦にL,000女のリ5 ，グを配りたいという中しザ

るが、逆絡がながなかっかない．写活回裾ol件と職呉体制の強化ができないか． uT付l10炊きII',..の
省8；硲必l •避究所受l 9他下の森援金受9•9の記享か新 l白に山たので、問合わせが殺団］ 五所から

ア9汀4社l所0パ確保について ぎランティア、耽艮0りいl咽JI食03数1倍認）

ヘ／…^ …へヽヘ9… ……~-～̂ ^ -~--へ…
9 ］~月 31 日 9

二；／／藤0•三れ：玉す：：：や：先／：京9確保T"y::~；食ギ届分を哀I 
-'"-



口からの入和恥暉について

I ~-^  ＾^～～99…~ 99•^’’…ッツ…V9•9••--·-

{ 2月1日）

i c,和ミーテ 9 ングi ・咋夜の合同本部 一子ィ 990柑告 ・頌］本部への相訣と治9暉鱗項（ガスポンベ叩舷について
苺時保育所について 苓話4本こぺ・9コンが今日投箆できる 現在提供可悩サーピス一人浴、クリーニ9ダ、

炊き山し、ボ"テ，ア派遠、救投物資ホ・・ムスナイのちらし作成 クリーニ 9グサービス0了ンケート、

今0月実施する
・市内0水、ガス0普及状況の咆振 ・（旧9かい送迎’」き 0人浴サ・・ピスの梃供あり ・杵孔改災者のて•9

ねいなニーズ把虻をどうすすめるか

・地域から歓災者支援について、申し出あり ．，匂齢者（独お、 9芍蛉、ね（こきり、痴呆）、 l海宗者児の名●柁

近03方法について

＠如策会漆

•小弓知」状況（昨日、 480 件） ・ガス0彼le9状態（姫祉センターは1迎問以内の見込み）
(3日前から禄っている。池区での物臼配布 5回丈筏］

・食享（剖り当てが涼っている）

◎ク Jーニング・アノケートの結果

i
 
叶旅又だまr

 
＜
 
多
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 ヵ数よ~, 

夕ンヒ祉福望希が帯世
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•i 
ドr
 
帯柑8
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はてa
 

翠

他

祉福
そ

•@ ~
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• K地区のポラ 9ティアから再度、高9合占、 l埠宰者名池の提出の投消があったので、市9酎9卜局と相設することに．：
＠佐藤さんへ9日談
・活迎も第3段陥に入ってさたと忠われるので、地以へtうていねいな入りj」（忘齢占・沖菩者共唸漁査）を検訂

するc そのためには、企両（案）を作成して、内もlif郎を回付けるとともに、民児協にも相談をかけることに

するc 合同木部9C祠査貝手配士考える介

＠メモ

•福祉施設での入浴サーピ入失施について、速絡不足のために召合しがおきて見送りにc

整理を行う＜

•音匹；胡叫攣 (94 人が生活している。吻盗は十分 h玲できている.)

•吉内のボランティ 9 9心ープの活到相哉．

＠個人的な感想

・守内述惹所状況ー牝を巾対策本侶から人手c

~
＜
~
ヽ

9
‘

肖物投牧

・緊急幸館において行政の公甲性、平等注が埜になっていも

・物品払出カーマ ¢9

I
 ；
 

る。

1-、心‘-~心~~……ッツー-~

咋 l：協内でも岱雖所ゲ震が地俊先になってい；

I 
^^ ＾^ ’^’~…～J,J  

~ー反省と教郎,-

◎被災地の状況変化に＂＇う救援活動のあり必

◎社協亨務局の仁立性び｝保持（福祉関速の情9B・支設

拮地として）

◎緊急挙紫の対応と判所）」

◎緊急時に19えた惜9U体fiIの描鉦

◎日常的な福祉対蒙者の正確な把疸と接近

◎小地域裾祉活割煎恒要性

◎ポうンティ了センターの磯能拡充

＠在宅梧祉サーピスの効呆的な尖施

＠小地域ごとの店冠拠点

◎行政、函係●●とのネ，トワーク形成

- P S -

最後に、 3月均姐瓶した l亘ぱ陪岩者。託齢者生活

状況調杏」における狩料作戚、名池整坦、甜五活曲、

パソコン入力などの笑務、哀たボランティアセンター

の受付．コーティ不ート梁為避薙「所における諸茫姿、

炊き出し、 4宅支疫活勁、貸付業務、救妥吻資、卦菜

笞空市等々ム当にさまざまな忠低で、原下の社協咄呉

0刀皆さんにお且話になりましたC とくに、三山市、西

播磨プロ，ク、呉社協の咆貝さんには、述日詰めてい

ただきました。西宮まで来ていただいた方、また地元

に残って応援いただいビJ；、皆様に心からお礼「ドし上

げます。

ー•so-



兵庫県南部地震におけるヘルバーの対応

宝塚市社会福祉協議会＊ームヘルバー 阪本幸恵

1月17日午前5時46分、まだ暗い時間に起きた思い

もかけない災笞でした。電気がつかず、懐中電灯と蝋

燭を穎りに部屋を見回すと家具は転倒、食器 ・ガラス

は割れて散乱した状態のまま、夜が明けるのを待っ．

8時出勁、途中の信号機は全て消え、逍路の亀裂から

水が吹き出しているのを見て、事の露大さを改めて感

じました。 8時30分、出助者数1/3程度、電瓜もバ

スも動かず電話も通じ難い。 ミーティングを済ませて

二人一嘉11で独居、老夫婦宅に安否確認の為に巡回を始

める。

<Aさん、 83オ＞
一帯はガスの匂いが充満している。隣の家が倒壊し

迫を塞いでいる為通れない。反対側は通行止めなので

仕方なく倒壊家屋の屋根を乗り越えて行くと、 Aさん

の家も傾いている。中に入ると布団の上にタンスが債

れAさんの姿が見えない。名を呼び探していると1句か

いの方が、自分の家に避雌していると知らせてくださ

る。伺うと玄OOで毛布を被り座っているAさんを見て

ー安心した。肋かった訳を1111くとその日は偶然に早い

時間に起きていたとの事。男性聡員がAさんを背負い、

屈根を乗り越え、近くの避薙所に送る。

避難所との関わり

福祉センター内の避慧所
(H7.l/18-VIO) 

病弱の老人、闊習を持つ方の為の静養磁設置
社協喋R、笠緑ヘルバー、ポうンティア、他府県団体の協力に
よる介肋を行なう。

E朝～夕＝9~17時
24時間体制 夕～夜ー17～お峙

夜～翌匂l-ぉ~9時
(2人組で3交誓）

AM• 9~13峙 ］ 登録ヘルパー
PM~IS~l7時

夜r,5s社．協鴨貝、他府県団体

• 病院への迭迎、薬とり、トイレ介肋笞のお世話をする。

その他の各避難所に避繕している利用者に対して訪問による安
否籍認、及び必要と思われる活動を行なう。

く8さん、85オ、スモン病＞

地割れで変形した玄関、雨戸が閉まって入る為に陪

くて何も見えない。どうにか玄関の戸を開けて、大声

でBさんの名を呼ぶと、かすかな声が間こえる。中に

入り雨戸を一枚開けると足の踏み場にない室内に頭か

ら出血をして放1心状態でいるBさんの姿を見つける。

とりあえず福祉センターに避難し、傷の手当てを受け

る。幸運にも軽傷であった。

午前の巡回を終えての各チームの報告によると、怪

我をした方はほとんど無いが、どの家も家具が散乱し

ているが高齢者には片付けが困難との事。

午後も引き絨き安否確認に動いたが以上のような状

態があちこちで起きていた。

1月18日以降の活動

主な道路は寸断され、電車は脱線等で停止したまま

の為に出動者は約半数。電話もほとんど通じない為に

昨8に引き読き、家族同居の利用者宅に安否確認に回
の

る。在宅に被災者にとって困った事は水道、ガスが止

まってしまい、食事が作れない。飲み水がない。寒い。

かろうじて電気が使える事が救いでした。福祉センター

在宅奢へのヘルパ ー援助状況

•利用者への訪間による安否蘊認

•利用者宅への笞話による安否I'll認

•ニ-ズの間き取り

●救援物資を届ける

•ガラスの破片、散乱した家具の整珈

•男性職員による転倒した家具の整珈

＊必要と思われる情輯の提供

＊家の族申のいない孜代行居の利用者の被災証明、筏援金、仮設住宅等
し込みの

＊通常のヘルバー活勢

：退況襲の所確認以外を行の場所に避爆をした利用名の現住所の確認及び現
なう。
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が避繕所であった取と付近の水道1ま使用が可能であっ

た事でおにぎりと水を破保出来ましたので、 この8か

ら一日に一人たった一つのおにぎりとわずかな水を届

ける。貴歪な食料でした。社協職貝、登録ヘルパー、

ポランティア、他府県団体の協力により援助が始まる。

1/19安否状況

自 宅 162人 調 査 項

避 難 所 13 全 件

市 内 11 

市 外 お

死
安
里

シsートステイ 6 否
軽

無

入 院 22 
生
自

活 避 難
の

避難所においては農災の不安が薄らぐと共に避難所

での不満が出始め、 トラ ブルが起きたり、アルコール

に依存するケースも出てきた。自宅に戻りたいと思う

反面、団体生活に慣れて在宅での一人蓉らしに不安を

感じるケースが多く出てきた。在宅においても地震の

H7.1/27現在

目 利用者
常勤、チーフヘルバー

登錢ヘルバー
10人

数 269人
コーディネーター

135人2人

亡

゜ ゜ ゜傷

゜ ゜ ゜傷 6 

゜
I 

偽 263 12 l34 

宅 176 12 120 

所 15 

゜
5 

19~24日在宅者への配食
場 市内の親戚等 11 

゜ ゜日 付 件 数 所 他市の戟戚等 51 

゜
10 

19 36 シ'-トステイ ， 
20 以） 入 院 6 

21 26 施 設 入 所 ， 
22 14 

家 全 壊 24件 0件 0件

お 10 屋 半 壊 15 I 17 

24 4 4月仮設入居者 18 

゜
3 

恐怖から痴呆症状が出現、更に進行したり、自律神経

失関症等の症状が現われてきた。

仮設住宅への入居後の対応

一応の物質的な援助は整ったところで、新たな問題

が上がってきた。登録ヘルバーによる通常活勁の他に

安否確認を行いながら、ニーズの把攘をしていきます。

家族がいても別居の場合は不安は大きいようでした。

それが独り又は老夫婦のみの世帯では尚更のことです。

住まいの問題、家賃は高いだけではなく、年老いた方

にはなかなか貸してはもらえません。 ・これから先ど

うしたら良いのだろう＂と考えます。考えるだけでそ

れから先には進みません。 “家を建てるにも財力があ

りません。もし、財力があっても気力がないのです。”

と語る方が多くありました。

心の問題、とても甦しい問題です。希望が持てない

のです。何もしようとしません。もし、何かをしよう

と思っても何をしたら良いのか解らないのです。

このような状態で仮設での生活がスタートし、ヘル

バーが閲わる宰によって少しづつでも気力を取り戻し

て下さる事を願いながら活動をしていますが、震災か

らIOヶ月が過ぎて、ようやく気持ちが安定したように

も見受けられます。
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/—•-- tt協職員震災救援復興活動記録集 --•---...- -．．．．-

白井佳之— -----/西ド」市社会福祉協姦五l上坂’五祉課

はじめに（ l月」7日翌災当日から初出劾までの勁き）

平成7年 L月"日（火） 9え、速休明9}Ot廿勁日で、

9F'，，/8時め分、阪急伊月叙前桑京祁行き03坦域ふれ妥

給食サ 9̀ビス茅業に防わる河至ポうンティア交流見’i’
会の予定であ吋ら

その為、午前5時30分頃には目を乳まし姿床を出よ

うとしているところ突然の揺れを惑999こ。その後のこ

とは、枝災地の方は誰ーも同じ吠況であったと思うが、

何がなんだかわからない状祝で、っ訊9住西の被告は無

かったc 窓からF外''状況を民ると、近隙0住民が何

人か出ており安否を確認し合っていた。

因いl0明るくなるまで待ち、倒れた家呉、挫物を片

吋け、出幼の未備にかかった。午前？OC30分しり、ラジ

オで閑いた渚報で、今l」の固9会は中止せざるを得な

9ヽ と判浙し、中9卜辿格をボランティ 70代表者にとる

が＃話が不逍で迫格が取れすにいたところ、社協挙務

屈長か；兌乱が人った砂で）↓子会0J中止を確慈し、午

前8的限に家を山て戟場へとl'，'かった。

迂勁送中39雨ゃ・"'ラジオからは、次々に新たな情

9Kが入り、京祁、大阪で交通が店痺し、披宙が予想以

上大きかったことがわがり，又、途巾の迫々で01狛汝

や、家旦、マンションの枝災状品から、ただごとでは

ないと判断できた。

咄9号に到若9，、戦昂が4人出軌していたので、まず

見学会の中止の旨を知らヒるぺく、築合拐所に面かっ

た。途中、如9丁虻＃していにー 中

,,を伝え、双公伊丹眼加こ午前Sl恥 5分に到岩し、騒

然とした辺灼を紺詔したが案Q9定参加考は見当らす、

見学先に中」Lo迎粋を人れ、社協9務所に戻，！こc そ

0後は、午前中、車務所の片柑けに追われ、昼食時に

テ9ピ〇甜迫番雑で初めて被菩0大きさを目の当たり

iこし愕然とした。

i・ 震災直後の担当業務の概要

地哀胄日まず手掛けたのが、ひとり●らし0お年寄

り、ねたきりのお年寄り、庶呆t生のお年字り等への＃

話による安否陀認であ,; 苓話Cl線＇ま 5回線あるが

使A1できた¢心 1回椴で、友愛雹話訪問を実施してい

る旦帯と緊急通咆システム利用世柑に対―-、 l日で、

9t2019C3女¢濯甜を行ったぃ又、地域ふれ愛給食サー

ビス宰葉の利用者等ひとり荘らしのお年寄りの女否鉗

認は、民生委貝tg:'）者が各咬区の氏生委貝拾手を達し、

語告0依灼をしていた0で、随時その報告を受けた。

ねたきりのお年寄り、節只性のお年寄り等の安否桔認

は、ささえ心会（ねたきり老人介護家菰の会）、え (9£

の会（如呆性老人介設者0会） 03会長、役目を通じ、

又、地峨共同ケア耳妾（痴呆I,t老人等託老）利；者＾

も追絡をとりな否唯認をした。

認日からは、地版各存宅9日祉宰業関遮施設とポラン

ティ了0安否確認のため、地域湘祉諜前用とともに地

域を巨lC、各施設の9＆室状祝を硲認し、ポうンテ，9‘了

等地域の関系考の股災吠況0閲き取りをした。各施設、

ギランナイアの再閲'，9訓が伴うまで、当分（この時犀

では、冥間のメ噂吋ば •-9心、 1月末まで）の珪

衆中止を l音］と相談の上＿決定し、各問保老9一涅洛を

とった。

しかし、"''から、友愛宙話訪問のざうノティ 9’が

平紫参加0J意lし」を、J、して冬加いにだいたことから、当

手深については、ボラノティアの笞如か得られる！恨り、

宇業を●続することとし、緊急通戟システム1リ用省

(598名）への安否19慈の中て、仙災状況（家岸の被菩、

任我0珀無写何粗状態）、荊，'ごと等〇●さ取りを行な

ぃ、一人ひとりの生活状況0把捏9こ務め、ケースによっ

ては、ギ99祉位l999年砲祉謀、存宅介護支挺センターの

ケース・9ーカーにつなぎ対応を依頼した。

以上、位当0刀社協在宅福祉車菜における使用椛設、

戊係者の彼災状況、当半老組琺への安否確認の把択を

しながら、再l荊、支援へI且けての準｛柑、取り紐みを行

なったわけだが、 199こからは、避難所へ01笏苔、食坦

99陀送、生活柿祉登金特別貸付受付ー交代串務、避矩

所対応、災吾按護金交吋宰窃等々に社腐戦貝令品が迫

われる伍日となる。

桔呉、社協在宅福社非業の再哨9？翌月からとなり、

市内4"’9開段09内、アイ妥センターで，，おもちゃラ

イプうイリー罪業をポ'ンティアの協力により、 2月

4日に再問したっ焼いて、貼域での会食場所、ポラノ
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ティアの体制〇確認、調理¼0ガス設19牧描等"修埋ヽ

甜埋器貝睛入等を行い、一部到埋場所の変更をし、同

8 191こ地域ふれ愛玲食サーピス苺哭を対関した。惜I95

日には、天神］I地区で0おもちゃライプラリー宰業，'

百問となる。当李者の会e2/i15日にえくぼの会、同

iSU9こささえC9会と森災後初会合を朋き安否を辞我し

あい、匝1りごとを出し合 9 幻又、翌月 l4日に 1む渕

用者がら待螂天神191地区共l合lケア牢伝か、使用施設、

ポラ J ティ 9（ うやく登い角閏でさ、 4「」 3

日に 9ま是雑所が綽消され祐殺使用が可伐 9こなった摂l渦

地区具固ヽrア享業、 l4日に神津地区おもちゃライプぅ

炉写業が内笥でき、 l坦区oaおもちゃうイプラリー

手業をl派きいlいっぱいで他0社協在宅福祉平共は内

閉できた。

又、安令碑沼、小地減ネ 9ト・9ーク活的の経枠につ

いてに、巾福祉部高年福社課との凶認で、 2月6日か

ら94Fにかけて、安否が箔宅されていない緊乞通甜9

ステム設営1廿帯について、他府点から0応換祁採によ

り、すべて安否確認ができ、霞災後、緊急通，19ステ

ム解除者となったサ店の内10A9転諷その後仮設仕

宅に移豆された方）について o•友愛定年訊を問始し、

現在も引さ控き安杏確認をしていな

そして、 3月には友愛寄話訪問、 翌急母報システム

利Ill者に、担当民生委且緊急速報ジステ<,0i1'噂

ヵ只が季節の花鉢を屈ける友愛i肘けを丈施し、 l」項か

らの要棗芯者へ〇見守り活勁への委加促進への契●と

した,. 2月末の緊忌地区（社硲長会においても、要

援迂る支援体制づくりを協譲し、小辿践ネノ-ヮ -9

活動の91t進を図った。

2 突災関連業務で留意したこと・苦労したこと

担当している社滋在宅旧祉幸染と当宇者の会等には

限られるが、まず第・には、要授設者の安否を把●す

ることに心仕●99、必要に応じ、他撥関（甘福祉部志年

叫 9f課、在宅介翌支援センクー）への速絡で茄応を月9

行えるよう努めた◇

安否確認の中で、要援栞者に直接出会え、括しが出

末れはその時の困lりごとが把渥できるが、対衣者が多

（、実際には時間的、琺貝体制〇剖約の中では、疋話

を適じたり、又は、民生委貝、ポランティアを通じて

の確認しか行えず、今何94困・ンていて、何が必要な0

かがはっきりしないため、身沐状況だけでなく、でき

るだけ詳しく生活状況も記録していくように心がけた。

しか（，安否確詔が当初、効率的、的確につかめない

で吋間を凶喪するという状況がみられた。それに、伊

丹市の均合、転9こ、各老）サ翠偲栢祉サーどス供給体

（市、公社一手業団、社協等）が別れており、各IE竹部

苦が、パラパうに状淀把返9』府走し、お互いの恰程を

駅合するということかできていなかったことこ、市悟

祉部、耳業団、社協は、曲9詞対応、救援物姿受け入

れ、棟送等の対応に追われていたこととが哨述8J状況

を引き起こしe原囚となってい応 そうした対応が少

しづつ弐ラ 9ティ了の協）］が得られるようにな・9てさ

た9日から、ようやく ，1j福祉部弓仔筏祉諜と各関係投閲

とQ9速格渋梵がでさるようになり、 二ーズがより町［作

にされ対応の印応性が病まったc

しかし、各わ協牛菜を耳開することについては、疫

援泄者のニーズは人切だが、即、幸哭を商始し、対応

するということはできなか←)9e,宰菜を支えるポラン

ティ」たの体制が整うことを前提としなければならなかっ

たからであるc 今同〇袖災状況ではポランティア自身

も家配への多人な殺杏を受け、身体的にも怪裏体甜

不il砂砂れ、忙に印刷なショ 9 クが大きく、通常

よりも接触を密にとり状況を把程するよう努砂

特にKI液ば l寺l ヶ •9 忠芸の椙合、要採葱右の利LI」ニー

ズ（る、当乎占の会等で裟災後早くかつあり、 なん｝か

対応できればと0点いが強かったが、 あくまでも地域

の忌業として市封するためには、前迩のとおり、 ポう

ン子ィ 9が活勁へ苓991できる状態か否かの判斯が必要

で、そのため 2月0J半ばに専柴内開9こl句け"'話し合

ぃ〇品を持った。「余浜が紐く土、地域〇実施楊所（大

迎平歴廷の自治会館10’'KI裂性が心配。」：又、地窟が
あった協合の要俣證者へ03対応ができない辻などの心

配窓見がLされた。このような意見に対して、ー級廷

築上に自治会誼の，-慌手の判定を仰ぎ、 l包投の利Il」に

問題はないとの見條を待た。そして、利用家族の支総

として、当手業閃始までのしばらくの間、ヘルパー等

他姐田社サ-と’スにつなげないかを関係桟改lと直格湘

整を図るなどした。そして、住民の生活が少しずつ洛

ち苔令を取り戻してきた 3月に入り、再度、ポランティ

アと99話し合いを採ち、それぞれ0j生活状況を問いた

上で、平支利用者0家旅の思いを1広え、あえて、 よ，'

多くのポランティ了9)参加をにび廿1り、皆の意志がli1

まる 0を1もってからoa再開であ 9年

3. 嚢災救援活勤で学んだこと
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今回のような大災菩で、改めて、痛切に各えさせら

れた0ぷよ、日頃0社会19社協涵会がいかにあるぺきか

ということであったように屈われる。

裟災9酎羨、 1キ民が滋万い0安否を9蔚忍し合い、励9i

含いの活9りが市内の防所でみられ、上には、 ヨ身も多

大な被古9こあ—たにもかかわらず、坐援 9没考の安否研

男9こ、対応9こ走り固っておられた兄生妥痣ポランティ

了の姿は、 U含忍l協の地域屯祉店動におけるパ'’

の宅要性を再痣殺させられた。とl硯99一、どうすれば

そのような活動へとつなげられるのか。何をすれば良

いのか。当たり詞0ことで、ここで文章9こする09ま恥

ずかしいが私目身薔位名えさせられた。

前込したとおり、要授設占の消報を即座9こ、的確99

得、ニーズとするかを考える防、当近、私巨身0郡坦

として、社濯がこれまで慨し迅めてきに近隣0兌，守り

活防」の推迄、限底を図ることが屯災で、社協〇庶々な

平羹こ防わる要民翌者と19ランティアの関係、又は、

当回』逮紙dl中でもお互いが助け合う熙1系をさらに窓

哉的に行えるような勘きかけをしたい。その砕、今コ

の哀災で明らかとなった、さ話による安否確認ではな

（、出来る限り近隣の方l百l口の迪絡が収り合える体卯l、

あらかじめ記が甜と連絡をとるのかとい—た一人'. 99 

手を介 ',9]巽絡団体制つ＂くりの必要性を忠じた。そし、

てこのことをより多くの住民に比肛苓加していただ

けるよう、緩返し啓発すること 03人＇刀さを常に頑に世

いて取り1llまなければならないと西じた。さらに、こ

のようなiむ励に対して'，11：民の仰祁 l可 lによる財氾•庇

保（社沿会は碑）にもつな9fて,,かなければならない

と思う。

又、各9話補閲哭桃関との述佑渕整9こついても'りさの

とおり、要苺翌者の情報0共有化を図るととも 9こ、日

・の社協〇旭妓仔lI9活勁について0よりー''"挫罷S」

上も図っていかなけれ9まならないと患う：

／り['./ 
~—-—- ----―-＂．．- : 

に
叫西市社協・地区幅祉委員会の震災復輿活動について」

はじめに

1905911月19L、私応）、．a者名99l町0j目宅でそ0
＇」」を迎えた（女房 9ま1月5日に長女を出悌し、！''"'

の実家に坦焙＂中）。籾めに大き（揺れ、いつもならこ

れでおさまるのに、そ0日にJ札←9てはいつまでも揺れ

ていら「及い、おかしい」と思うと同応9こ少し怨怖さ

えも蕊じたn でも、搾れがおさよ•,てか 9 あたりを）も

渡したが、特に変わった様子もなかった，，で、「いつも

の猪名JI僻発地需」と決め込み、もう一9，団，'し、いっ

ものように出勤した。ただ、いつもと違っていたのは、

;＃宮していたためテレピを見ることがでぎず、河りの

燦子がさっぱり分からぬまま卓で平務所に向か＇たこ

とである。途中、駈崩れが起きていたり、信号が消え

ていた0で、少しは地衷の影料を惑じ姶めていた。

手務所に若き、 tず笠いたのは、中9北枷

ていたこ c。机やロッカー、令匝までもが数9“～トル

動いていたり、吝柘が散乱していたり、したがって、

一川匹市［会栢社協謡会 北村俊雄

菜災後の私0深務は、百務所0片付けから始まサら

菩た、女房む突家のある北減'，9皮菩が大きいという惜

柑をl月いたので、嘩子を見にいくと、家90外栢9はさほ

どでもないが、中は足の堵み9品もない状澄で、よくこ

れでけがをしなかったと感心するほどであった3 この

あたり 9:t咤気、ガス、水迫、いわゆるライフラインが

全て99ま・3ていたので、とりあえず女房と：子どもを私

の実家に移し、女房の英家oaiす i•I りを 1i云って、拉い

-日が終、ったし

冥災救援時の担当業務の概要とその中で感じたこ

と

91） 民9ヒ臣艮との迪99でふoll(］国0枚箋l勿姿を配名

初めol辿閑は、事務所内0片付9ナや苔類の整迎、

食おlo宜い出し等、静かに過ぎとい 9』た（ホームヘル

バーは地固＇j日に全1虚を祐：9月し、安否碓認を行＇，た

り、また、約食サービスは 9E後には全姶食利用者に

-55-



炊き込み御飯を配全したりと、在屯再祉関係は大忙し

であった）が、徐々に市内9う被菩状況なども人りだし、

"」 23日から私の本格的な救援活勁かスタートした。

私の哭務は、垢域の民寸委呉さんから遮格のあった

（食料やガス等で困ってし冴払婿ぎ裟仕帯翠ころや、

社協の示ームヘ9レパー派逗一 、給食サーどス祠用者

などへ配叶：する物資を碓保したり、仕分，}を行—3 たり、

配A」したりという救援物資担当である C Ill西市の救援

物白の逆C9込み先か、 99協の手務炊の隣にある総合体

育妃だったので、そこで受99取った物登を恰協まで迷

ぷのは近くてよかったが、 il9)けと陀白には、かなり

手1庄取り、人手もかなり要しとn しかし、民牛委貝さ

んと正災ポランティアさん注0大活躍のおかげで、在

宅の妄悛i9世塔へ0入救援物臼については、社協で対応

することがてきたのであ恥これは、市災菩対策本部

との坦99の結呉で、淡貶「9世帯への救挺物笞の配布、

安ぞ9確葱、状況把姐9こついては、社協て19うよう仏頼

され、民生委貝さんを通9＿て行った。

まず、各民溢へ要民設且帯の安否確認、状況把西、

救援物姿の必要性などの甜至依料を行い、そ 0J桔呆、

4]名の民生委巨さんから 2切世帝の報告があり、食紐

とガヤ y トコツロの配布を行う (l/23~2乳第 1次配

布）。

次に、市内全域のひとりぐらし宅人、堂ほ隣岩者、

母子忙帯（合計 3.000世帯）に、食性、クオル等を配

和 (i/28～認、第2次陀布）。この配布を行うに‘'iり、

まず苦労したのが名●竹りであった。ひともぐらし老

人、飴吉者、母r、それぞれ行政の担当腺が違うため
に、民生委呉ことに分けるのに大変な1人→おが2妥であっ

応次に8.000伺の救受物資の仕分けであるが、口で

3,000囮と言うのはほ半であるが、文際に袋詰めを行う

0は並み大抵のことで9よなかった。また、袋拮めされ

た物裟で廊下が占領されるという宰笞が起こるほどで

あった4 袋後09d布であるが、 ,oo名の民生委貝さん宅
ヘ;円問で3-0肉涸の舷姿を配るという')は、気の辺＜

なる作業である。社協我貝とポランティ Tがチームを

糾み、卓9こ物資を山忙みし、地図と名沌を返り締め、

-：内を走り巨l9た結果、なんとか配＂終えることがで

きた。

第3次〇配布は、 2月8~9Uにかけて、披菩の火

きかった「哨郎地域のひとりぐらし老人、理度障害者、

母了且榊（合計 1.500li帯）に会社を配布した。

以」．のように、 3回にわたる救援物突9兄砧布を社協

が行ったが、これは井常（ご大牢であったと思う，地域

の没1迂汲lせ搭の女否唖甜と1勿臼 33虻布という意味あい

だけでなく、民生委貝さんと 0速採が少し強化された

こと（）、今後の地域活動に十i)生かされるであろう，

問●点として（ふ里度踪岩者士苓や母・9咄！岱の 音；

の方がら「なぜ、うち（こ99杏者がいることがわかった

0か」というお叱りの常活が人ったことだ。在宅tmt
活勁を展(9Eしていると、プライバシ-0こeがしばし
ば問廂となるが、 ー割を争うような（命に関わるよう

な）事唇0時にそんなことは言ってられない0ではな

いか，~同ど地域の中でむらしている住民同上なのだか

ら、お且いか歩み寄り、苦没からより良い人間閃僚

（ネ，トワー 9）を作ってお（ことか大切となってくふ

'" 地区福祉委呉会の取り紐みについて

もうひとつの業務9ち従来から担当していた地区揺

祉委呉会（小）且域福祉J活動である。

川西市社協では、桜ね小学校区'i’位に地域糾滞とし
て地域栢祉苓且会があり、昭和58年から地域の実j者に

応じた福祉活勁に取り組んでさたが、阪神・淡路大茂

災は、今回0ような非常時に地域は何俎できる0か、

ぃム~J れげいけない a9か'+た、 これからの池拭活勤

oj」99,l等について、考えるいい1危会にな←99こ3

まず、地区への動きかけは、救援物裟か）、ロ｝こ股入

された時q9お手伝いや0分けで人手が必要である、と

市災芦対策木部から0依頼に牲づさ、ボラノうィア緋

徴がある地区、また芽生えてきている地区で披宮が少

なかったところに、受け入れ体訓を整えていただくよ

う儀勅Lた。素地ができているので、体瓶はすぐでき

てい←ようたが、逆にポランティア依頼がなかなか人

らず、活i90届炉I・分に宝供できなか-たことが洩念

であった。これは地戟栢祉委兵会だけではなく、栞災

99 9 ティア全休に芦えることではあるが~・。

次は、 2月3日に緊急の地区禍祉委民会泄絡会（各

地区の正為C1委貝長会協）を閉保し、地域での取り組み

について協語を行 0 ナ その枯果、全地域の要●浅世

帯の状況を把揺し、必要な世帯には声かけや援助活勁

を行っていくことになった。

その後、状況把運哀03作成、民協と 0甜整、地区9H

祉委且会へ9)説'，]などに追われたのだが、こ 0中で非

常に印象深かったことがあ ,c,<・れは、 K貼区9日祉
委貝会の取り組みであるが、まず、 2月3l」の速絡会

oiu後に枢祉否艮会（福祉委貝全呉の会琺）を甜催
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し、多く 0委加者が熱のこもった話し合いを行ったこ

と、そして司治会長と民牛委尽保祉委貝が一柑9こな

じ状況把登を行ったこと等である。この迅速な対必に

は少し擬き、そしてj翌月9、．感激した。地域の人達か自

分の問述としてとらえ、考え、行動していることが、

よく伝ゎってきたがらである。

しかし、全ての娃区がそ0ような勁きを行った499ナ

ではながった。川西市の逗合、南部に被菩が禁中した

が、北部はガス記司い物には不使はあったが、あま'}

岐宅も糾く、此駁竹落も茜いていた。そのためか、今

回の状沢杷和を行う目的があまり坦評されていないの

ではないか、と忌えるところや、地区全体＂立勁きとな

らず、 茂生委はにお伐せ＇ というところもあった＾

また、被告0人きか—9 た地区ては、忌生委貝や滞社

委呉，，家屋に技告か出介り、 1翻t委貝の凌さんが亡（

なった地区もあ99、要悛悪世帯0状況茫長に藪り紐み

たくても、取り胡める状汎で 9よなかったところもあ 9

た，でも、こういう荊区はど、しっがりと1大祝弓｝国み

そこから出てくる二—ーズに対し迅速に対応していかな

けれはいけなかったのではあるが、それが不十分であ・3

たことが非常9こおで念であらなぜ、あ0時、松士の少

なかぷi也店で応投部隊を組粒し笈助てさなかったの

か、悔やよれる。

もう一つ反宅点として、状況記掘粟が約2,20釘畑l収

されたが、後の佃別7オローが十分9こできながったこ

とである，さっとHを通し、緊急対応が必要な出存9こ

は、地区役且ヘーーズを伝えたり、内容によぅては信

接連絡を入れたりしたが、状況！巴如を行 9 た日から 2

~3週間たって社協へ提山され、タイミングがずれ、

役に立たなかったこともあった，でも中には、「地域0)

人がたずねて（れてとても娠しかった」という惑想を

苫',9ている人 bあり、状況把濃での耽問が心を和まセ、

安心につながったり）ではないかと思う e さきほと0k 

池区では、？汗ほど前からひとりぐらし老）、〇旦守り

不y トワークづくりに取り坦んでおり、哀災9j1ヶ月

ほど前にネ，を '-,oできこいたDさんに対し、民

生委且や自治会長、近隣の人造が、姦災当」に自宅〇

片付けもモこそこにDさんの安否蹄詑のたがこ訪問さ

れてした。このような井笞・緊急峙になればなるほど

近所0人が頼がこなる。今後、ネジトワークをどごま

で広げられるか、大きな涙哉である。

霞災救援活勤で学んだこと

今同の袋災で舎（詑じたのは、 Jll西下社協が昭和50

年から地迫に取り糾んでさた小地域福社活勁0わり向性

が間迎いではなかった、ということであるQ

第 3次発展ず両の中でも小地域搭祉活勁叫主として

仁宅福＂｀活勁（見守り，ささえあいのネット・？ークづ

くり）を臣いている。地涵でa可しり糾みはこれからで

あるか、 3半ほど前から池区福祉委貝会の部会09位世

づけで、た炉9あい0糾斜が 699レープほど迅生して

9内、地萩や仮設住宅Cの援助活勁で活瑶いただじて

いる。こうい ~9 た動きを大切9こしながら、当疸者の声

ゃ念加を得、福祉啓発、悟社教育活迎も行い、合古的

に地域も）氾祉力を愕めてい（必要がある。

9同社活慈i、華やかでも、すぐに結呆が北われるも

0でもないが、住民一人ひ"'が自分たちの住んでい

る地域をよくしていこう、という気持ちになれるよう、

また硲災などの緊急時には即哉力として動ける体制ぶ

組めるよう、笞段から 0地迫ら店勁に取り糾んでいか

なければならないっ

“苺木（地城の捏祉力）な (9、て応「lj（緊魚時の対

応）できず＂ である 1

膚 「肯葉閑の取糾にかかわって」

凸宮市社会福社沼液会合英図指染昂 前 1壽 99 隆

地翌で目箆めたというよりは妾0大志でel宜め、陪

閤0なか周りを同回すと家の中は、泥梅に茄らされた

のか地●でそうなったのかとしか考えられないようt;

乱恒沿有襟であった。

とりあげず余裟を恐れ、身蛍〇圭と部誤の中に散乱

した夕 9スやガ9スをかき分け、なんとかマンシ aン
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04l浩から脱Wして通りに出ると、興抹本位で近所を

うろうろして近くに住む同僚の象へ向かったc そして

その通々で附む刃かれている家を見て、生活ホームで

住んでいる臣生のことや、ちょっと古そうな家に住ん

ている園生のことが気叫9卜かり、 lal位と二人で行くよ

うに段取りを始めようとしているとすぐそが91で、朋

れた家から閉じ込められた人を救いけそうと必死で91

いている人か、何）ぷ荊，たち〇口の叩にいた内であるc

「ガスが揺れている！タペコは扱うな！」「そっちの安

にもだれがいる＇」悲おな吠況の中、その地に住む人々

か、埠よく此かっセ人々が必死に助いている中で、巨

分たちだけが土の場を離れることもでさす、気が付く

と菩段9ま頃とんど声も交わすことの,,い近可の人と手

分けして家に埠をれた人を助99出していた＇である c

家の梁とタンスに挟まれて動けなくなっている老人を

なんとかDけ出し、ダラリといつもとは全く迄う方向

を向いている足を見ると、全く自分の力で恥9うないほ

生がこのような状況であるのならと考え、段々と忙<

なり、急いで一湖家へ戻って、出て行ける格舒になっ

てから戦場へ向かった。いつも0出甜J芯問よりも甲め

に活いたが、すでに数名の戦貝が電話を片可にすべて

洲れてしま 9 ている机0狭聞で各ほl牛宅に追9を取ろ

うとしていろ呉環中だったのであるc 述絡の取れね

ぃ団生宅や危なそうな家へはバイクにのってそれぞれ

lnIかっていたので私も行こうとした。がそ 0特点です

でに家が全壊して遮●しなければならない状況0•生

も何人かはいたので、私はそれから避薙家庭の妥入れ

のため0準儲をするこeにしたし．院菩者0者が使いや
すいようにとfl：ってあるシングルンパーむ水迫叫蕗

ちてきた物で箇単に杵が開さ水没しになり、習段使ー

ている部置でそのままで1屯える部加は・つもない状況

で、しかもこれからい 9 たし和1人の批牲呑が来る'”

分がらない心とりあえず片付け、在IIlo.T配など受

人れ＃9出に忙し（勁いていたのである..生48名全貝

拙写の確認ができた03は旦過ぎだ9た。

家が全壊してもかすり199 しなかった者から、親

子とも頭から血を流しながら救出された届まで様々で、

でも全届舟る家を失い、これからしばらくの間は、避

雖生活を強いられる点では一培てあり、心に負った岱

9よみんな深いように見9えたc 家が仕めない状況にな 9

た者は9諏咬ヘ一時遥紐したものもいたが、大半は

悼lで0J避難生活とはったため、約10廿l搭と職国も含め

街U約50食分の食挙が必要なほど菌の中は一杯になっ

ていとので、＼し）然佼哀る0ははとんど雑魚咬01大惑で

まさに楚民にな・，たような状態にあー9幻そしてしば

らく 0間、私たち〇仕車はこの避難庁活の対応と、ね

んとか自宅や地域0避老9品所で生活をしている卦牛宅

ヘ0援助が業務となった99である。固内では店l生の介

助から 50名り）0食亭、水まで多大なギランティアの人

と0協h'りもと支えていたが、ただ技災した者0せ話

をする 0ではなく、全貝でこ〇災幸モ莱り切るうと、

茫●生活している全角がそれぞれにできる手を分1旦し

ながらやっていた釘であふ男は救援物査の枠迎をし、

団翡ま食弄の用怠なご、自分0できることを皆で探し

ながら生活していた93であったが、でもやはりありが

たかったの9よ、 {uと岩ってもポ ンティアであったよ

うな気がした。地染匡後から令l玉l各地から様々なポラ

ンティアが菜まってきてくれ、試理がら水（み、部豆

89括除からトイレ栢除まで、それに加えしばら（たっ

てからは、長くいるボブンティ 1'が中心と fCってつぎ

うぎに来るポラッナィアヘ0fl手の説，)」から生活占〇

紀介、●後には反省会まで開いてくれたりもしていた

0であるc また地域の方には近くで宮水が山ているか

ら米を炊くのに使うよう豆いうことで毎夕、水迫が

復iHするまで淫ひ続けてくれる人がいたりもした。そ

して今まで閑わってくれていたポランティアさんも目

分の家が落ち菩くと而ぐに、父茫●惰の悪い巾、水や

食料〇ことを心配してくれて、亜い荷物を咆えて固へ

躯け付けてくれたりもした。こ d9様な落ち込んでいる

ときに、いつもの釦を見ると妙9こ落ら若くもので、固

生も少しホッこした表情になっていたようだ—'た。

私の主な仕平は、それぞれ0地域で頑茄って生活し

ている人への後闊であった。なんとか家でふらせるが、

水道もガスもない中で雨度03熙吉者をかかえて生活す

るダ〉は大裟であり、それを主に栢神的は面でカパーで

きればと、ある哩殷の地区制りをしてそれぞれ桟同が

毎ヨ家挺勃問をして固生の状態把（ほや相談、また物毀

的な援助（祇オソメや水など）をおこなっていたので

ある。岡「の特91的なダメージは個人差はあるものの、

かなり大きかったように忍ふた。初めは地要が怖くて

なかなか咲られないことがあり、それで1，甜を崩した

り、 1本胡が元に戻っても困の通所がないため、外に山

ることもなく家がl」でじっとしているだけてストレス

もたまり、かなり厳しい状況に世かれていたのであふ

私たちにできることは一笈」も早く通常0通所仰lilにもっ

てゆき彼等にゆとりや楽しみを味合わせ、河より地震

-58-



の99とを返去0ことと思えるよ"こしてあげるととで

あるように思え たたそれには，世が逍俎ふ所を舒f

消し、交通手投の確保、

法9，'るものがあったっ

ガ入、水迫賃を1且Tdど様々に

それらが解泊されるまでは、訪問追哨として安でい

'，いろ話をしたり、家から近込に出掛けて行くことか

9始め、そうしている間に視には出かけなければなら

ない川日に行ってもらったりと、親子共々倒れてしま

わないように気をつけて各地域にLJl「1いていた。園生

はもちろんであ・ンたが、剋も結神内に張りつめた状況

つそれを助けてくれた人がいた。いで大変であり、

つもは［がに来てくれている＇ドランティアさんが件んで

いる地咄にある園牛がいたため、地名直後もその家に

9iけ {~19いくれたり、その後も飯の京へ訪問 L てくれ

ていたりした2 彼はもちろんであったが、

いえば同き月OJ」が入ィ99ナィアさんに助けられていた

こLのほうが多かったように見えた。

とららかと

いろんな忌いを

身近に問いてくれることがどれ程，

休まることであったのか，これは決して私たち0てき

ることてはなく、彼女であればこそでき肖たことであ

閃料にとって気C

るこ庄えたし、下いたら喋此9こと 9 てはポ"ティ'さ

んでも、彼ら穀子にと・，ては近所9こ代む気0只いお9ま'

さんだ91，09かもしれないと思えた。

私01位いているところ9え、箆洪0除と者が指う忠汀そ

であも— ik泊やガスが19lE してはいないも 00、彼ら

k，とっては各祀域の避廷所にいるより 9ぅ過ごしやすい

はずであるにもかかわらす、岡生以外の泣吉者を受9f

ることがなか 9たのてある。逆9こ臼生の中には、 1刈9こ

追姿せず、力壌0述雉所で地域の人に助けられながら、

ずっ、9牛活し続けていに者もいた。そのー状況を把祖

し、対応を考えれ9よ笠単なこと 0-うに忠えるが、実

照919:9、とんどできながった，辛務所きある総合1再9Jセ

ノターが註薙所にな'ていたため、 tぬ対応9．追われ、

通窃0担当地区o方にはなかなかl」JIe」＜ことができな
かったり、出,,,Jいてい 9Jで：tL豆生委担の方も仙災され

への支店ができなかったことは、今後3ふ異庭であ名と

思えたし、も~：と係荀の速栴を怜段から政っ＇こおく必

要があると只えた。自分の係0くと（肴葉l紺）

こにだれがけんでいて、どんな家で、どの部逹で咲 ~I~

いるのかま豆｝ に↓速な行品）もできた

が、それは西宮市民0ほん砂・部であり、

匝な lコで見られるように今後努力したい。

このA0底で荻も廂がこ応じたことは、

出来車て生命を邸い、生活をヰし、西宮に住むみんなを

被災者にしてしまったことである。

は、 ど

も，と立邸

わずか数秒の

実l緊私の家も‘ll及

9こなり、戦現磁l阻］には家を失った自も多数いたか、

だれも自分の享はかえりみず、社協職艮としてよく曲

いていた，でもそれはU串としてであ 9 ←が、地域9こ

住んでいる人＇ま坦淀直後から一人同として人を珈 9、

地域を咄れす定災というも0と戦っていた。そんな彼

らをik車として文えるへく伍1けたことを人変器9ゴしく

思えた。つまりどんな珪で（ぅ私たちtー＇屈践呉 9よ、地は

仕王を女えることが当たり前であ，'、彼らを支えるた

めに速9訂れた人間であると思っているからである。

しようとしてできなかったことや、生はも多々あっ

たが、大泣脳祖9こもなって、とても充文 Lf

であったと思えたし、これからも'，1文住民とかかわり、
共に1旦輿へ向けて歩みたいと忠 •9 ている。地涎でまに

一つ社協0屯必性と）、平さを考えられた 53も大きな9以

また版り返9てこの空災99閉、しっ

かりと袖けていたのか再度確蕊したい n ただ決して忘

れてはばらないとは、私たらがしたこ 1，は

ばらくしてからであり、実隊直後に話いていたのは地

域の方々であったし、 l9l生0被災生活を援助9iし9こが、

彼らを淡れた啄から励,t出した0は地域に住むブ」々で

あった非である。本当 9こ大変な瞬9日を恥ナごあげられ

る0は、 tl:Iれ耽呉でもなく地域9こ仕む1主lえであると痛

切99惑’9させられた怠災でもあった9,

穂ではなかったか。

L
 

て大変だ 9 たり、=—外へ迎難していたりと、

うまく手は迎ばなかった¢)てある。

まか、そのような状況でお辿いの係l;1士0泄批も決

してうまくは迫庄なかったし、目の前の11にあたふた

c咽：き回っていただりで、統率された勁きは胤しかっ
如しばらくたってから、徐々にではある力項 し、

tl該の冥憩瑚登ゃ救桜吻登〇栂送なども行えるように

なってきたが、本＇月に困-,ているそ ou！にあまり地城

なかなか
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生活福祉資金特別貸付を担当して

牛括福祉査金とは、福祉の貸付毎業で、金錢i政を与により自立した生活への援助を目的として行なわれ

ている車業である。しかし本項で取り上げるのは‘•股貸付ではなく、歿災峙狗の特例的な特別呉竹

iこついてである。

同じ「生活憬社賀金」と名がついても、二者は大きく異なっていた。前老"一投貸付＇には、巨付であ

る以上、慣遥能ブ」やその他の細かい条件および手続さがfI9っているものであるが、後者特別貸付’には

緊急的な授助策であるがゆえに、翌曰には交付されるという貸付再哄であった。

この生活揺祉蛍金特別貸付（小n沓全箆付）は、地蔑後0混乱の中、 1お27円から 2月9日までの約
2逍間で実施された。一柑帯に 10万l'，もしくは20万円の貸付であるこの援幼策が、多くの被災者の生活

を支えたことは問逹いないであろう。

ただし、緊包串想に対応するためとはいえ準帷岨間があまりにも短く、突際の窓LIとなる現場唸員レベ

ルには前日に実施「全体」像が見えてくることもあったというのが実癒であったc たとえば、前例もなく

どんな車態が、もしくは国乱か起こるのか予瀾もっかない、保証人や証明吉活などの瓦準も甘いここから

抱えるジレンマ。不安がいっぱであった。

紀呆的には小L1育盆負付由し込み状況とし＇て、神戸市の約 44,500件、 65佳8000万C1を越える貸1寸実綜

を至頭に、全体として県内外を含め約55,000件、 80偽弱 l寸の貸Iナを打な_•応

これらの経過は報道の中でも伝えられ、一躍’社協＇の名を且に知ぅしめ加 l』沐卓でもあったように

思う。逆に言えば、 l―震災峙99社宝ー9J寸」蛍金貸付」という印象すら与えていたかもしれない。しかし、

現実の社協〇勁きがこれだけではないことは他件においても明らかであり、また誤災時の社協＝小lコ姿金

貸付〇、その舞台要は世間0抱（印象とは異なる様相を呈していることも想像しやすいだろう。そして現

在も、小口斉付倍迄平務、転宅債貸付等の膨大な車務が＇ 9-カーの屑にのしかか 9 ているのである。

現場担当者の勅きゃ懇いを通して、舞台哀の匂いを嗅き取ってほしいと廂って、以下の平例を紅み辿め

てほしいものである．

本項では次の 3名の車例を記録している。f 9 - 9 - - - 9 9 -

9(1) 99戸91荘i協・金チ氏—··,＿庚行実楼の約 8 苦．を占める 1炉市に研立当砂して、緊れ対l砂難しさなどの‘ I 
I 諸疇の考痴こついて 1 

・O） 西宮市社協・立碑・,-91•CT姿金貸ヤ麟0窓口を追じて岐災住民0生活認ゃ人間ドラマを肌で惑し取れ| | 
I た点について i 
i③ Ill西市社協•佐藤氏· m,1査付疇年9索する科価と不安な一面も残ること等を鎚みて的としで"I
i 何ができるのかとしう想いについて ' ） . ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

装後に、他府県からの大勢の応貶職員の存在も大きかった点を見逃す沢にはいかないも彼らの果たした

役割や彼らへの惑和の気芍ち等々、読む側各人が様々に思い出しながら読み進めていきたいと思う c

-so-



小口資金貸付申込（決定）状況一覧

(J11位：件、干n)

申込累計 申 込累計
市区町名 市区町名

件 数 金 額 件 数 金 粧i

神戸市 44,514 6,586,870 姫路市 54 8,400 

東灘区 ,3,789 591,600 そ 豊岡市 I 100 

災 漣 区 4.663 698,500 加古川市 6 600 

中央区 9,357 1,469,400 赤穂市 2 200 

兵暉区 7,635 997,470 西脇市 2 200 
定c 
北 区 1,807 290,200 高砂市 I 100 

長田区 8,168 1,123,200 ．小野市 3 400 

救
須磨区 5,663 864,800 の 三田市 7 700 

垂水区 2,436 383,700 加西市 3 300 

西 区 996 168,000 市川町 1 100 

助 尼崎市 280 28,400 福崎町 l 100 

明石市 369 36,900 太子町 2 200 

西宮市 5,959 893,850 （宍）一宮町 1 100 
法

他洲本市 4 400 柏原町 I 100 

芦屋市 984 133,950 篠山町 2 200 

適 伊丹市 615 93,350 県 外 分 581 79,905 

宝塚市 874 90,360 小 i 1 • 668 91,705 

三 木 市 22 3,500 

用
川西 市 306 30,600 

津名町 10 1,700 

地
淡路町 ， 1,300 
北淡町

゜ ゜一宮 町 1 100 

域 五色町 3 300 

東浦町 4 500 

西淡町 24 4,300 

小 計 詔，978 7,906,380 A ロ 計 54,646 7,998,085 

平成7年4月308現在

（注）災害救助法適用地域は、当初の適用地域。その後、緑町、三原町、南淡町が追加選用

となった。
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阪神・淡路大震災と生活福祉資金

神戸市社会福祉協忌全地域福t頃 金子麻理

寸江福）：l狩令特9;I臣(-1（小口滋金笥（」）は、 L 992? 

日から 2月9日まで0J2速問 (9E10Fl間）にわ9こ，'宴

旅された。緊急的な紆済丙助策として行われたこ辺9貸

付は、地涵後の混乱が続く '1戸市て約15』,oo件、 Ml点
8 000万円0笑付苫甜9を残した。

ー廿滞9こI"万m、もしくは90J円-'この貸i寸か、多
(0抜災省0方々へ09挺助［9-一っとして役に立ったこ

とは閉忍いないであろう。しかし、翌＇← 9策であったた

めに生した問坦があ・iたこともまた京実であ恥

以ヽで時間 09舒曲 c~ ともに振り返りたい。

L はじまり

特利貸付の実施が通知され •C から受付を院始するま

で0時湖はあま 99て知かった。とりあえず区糾怜に対

し内容を説切し、阿とか窓 93 倅•し＇をととむえてもらう

C，が苗-杯で、実施方法について9麟い打合せをする

間もなく 2?Pを迎えたり

私は、窓Uからあがってくる問坦99郎応できるよう

にと、；月 99日、 28日の両日9孔忠I塩への出勤を指示

されていた◇しかし、思ったより区廿蔀からの問い合

わせは少なく、むしる市民から0問い合わせへの対応

に迫われた臣であった，，窓訂では、哀冬の凍える迎さ

の中で多く Q9方が夕llをな Lて申し込み09,'瓜学を待って

おり、ー・っ一つ9日かい点について判面を求める時間す

らなか9 たのであろう。 2、3'，区へ民了を兎に行←9

た際、担当者に声をかけることさ fできなかった状況

を思い起こせは翌然虹紗ミであったと今になって民う。

それでも、区、市、原問の1'，控時間0mスをな（すた

めに1"当者が原社困に出動し、すばやい対［い、がとれる

よう態勢をとと 63えていたことはよか，＇たと思う，

さて、生活99ヤl登金という手采は、 "9託1の貨付'

怠業で、金我の貸与を通じて白ヽ9援肋を目的としたも

匹である。もちど，ん貸Fである9人卜は遠椋）Jが問われ

るし、細かい条件もある。しかし、その貸吋茅準には

柔欧性を持たせておぶ区、巾、県の間で岡塾しなか

ら様々なゲ—スに対ふしていた。言い換えれば、原則

から外れるケースについては、そolgごとに区、市、

梁俎祖さを必要とした。それが＂一殴貸付＂であった，

ー一方＂特別貸 1寸＂は、そ d}赴旨にあるとおり緊急的、

特例的な援助笛であり、文骰、古頌．ヒのチふ 999ご，'

で行われた。民生委呉による甜歪もなく、品」じ生活相

祉衰金と名は付くが祇存¢)も09とは9＼きく呉なる苫付

であった0

そのたの、どのような問涌が出てくるかは予測しき

れなか・ンたし、また、文際に対策をたてる峙間もなか—,

た。さらに、日を百ねてい（につ（tて発生しと問蹂9こ

ついても、もうすでに各I又で対応が異なっており、近

mから対処方法を今市で舘ーする d9)は困難であった，

怒口は刃"から赳乱を検め、貰察耳03協）」を求めな

くてはいけない＃苫も多々あ 9 たと聞いた，公的臼金

の問Fとして＇9-裕子c'C,C~l'l~tt/0, 1日祉印務

所、区役「」］が99体〇収容、安屯や避蝉919対比9こ追われ

て＇‘て、 9)災河Bl」も発行されていない状況可」われた

のである。公的証明はもらろん身分迂リ」古の提ふを求

める 0さえ困薙t9状況で貨付を行うことがどがほど困

il9であったかは忠像9こ苅くないであろう。

結果的に、ケースパ99ケースで、0対応は窓[1の判闊

にまかせ、あとは可能な範囲での間●解決を図りなが

ら貸付中込朋'',/が終fするまでの名（て長い時郎をや

り過ごしたc

2・ おわり

貸付巾込相判0終□；9,貸付状況を見ながら決定さ
れたため開始の際と同様、突然1云えられたn そ03ため、

終了後はしばらく突然0終j，9こ対する苫fiへ9砂寸足，iこ

追われた。そ0後は、 45,000191分9巧恥19カ改辻協から

到苔するとともに木令控91193中込古と1件用せ）0)コピー

と貸1-＇金の交付詰慈を 1―い、凍本を呉神協｝こ捉廿；した

"'"月に入ってからであ 9 た。

貸代金の交付9こついては、湮●上1'，「貸1了受1」月の

翌日」と疋められているだりで、他に規足がなかった

が、神戸市では、窓口で人也09i金をI双り扱うの 9よ厄

検であること、中込窓口と交付窓口'， 2つ0窓口を設

でする0に必疫な人口が足りないことなどの迎由がら、

現金の代わりに受付時に「貸1,J金引換証~ という企岩

を交付し、佳受者が貸付受付巳の翌l」以降に91）定の銀
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行叫灸らするという方法をとった。

そのため、中込者が実際に貶付金の交付を叉けたか

どうか硝認するために、銀行から 1西貶ずつまとめて

屁けられる引泰i「と中込古を席合しなけれぼならなか，

セ，9

ちなみに惜入申込者のうち 1~50恥

ない。こ09先何があるかわからないからとりあえず申

し込んだという人もいたようだ

ともかく、この金券方式は現ほ〇状況に皿した方注

であったと思う c ただ、引換証に淡令期限を明記すぺ

きであったと気づ}げ

あった。

ーガ，貸付金9i交Fが受9寸曰の翌日と定められたの

には、交付までに仕足些木台板等で中込内容1こ打注な

じか控祐し、不正等を防止するという意図があったよ

うだが、井戸巾では 1氾0よう江）；i） をとらざるを得

ない状況であったため、忘図どおりにはいかなか 3年

多い区匂’'こ平均8～螂砂匹i，込みを受け1寸9}、
そ 0某計に夜 8 芯、 9 時までかかって~いる払態で、そ

の淡内容子、t，クを行うという0は現実的に熊浬ておっ

たと庶う。

窓口に!3各区とも 2~10名 ＜神戸市の申込状況＞

の戦且が配老されていたが、

区社協専it咄旦 2名の他に、

各部団から派遠された神戸市

の底呉と応援にかけつけてい

ただいた仝l釦況社協戦貝o方々

とで何とか知Hやりくりして

いたことから考えても、受付

終了後に，~工 J クをおこなう 8 

ことや交疇噂l四窪す［ニ
-.—函~

ることはやはり』虞であった C「 n」44514 
と忌われる。

ぷ正貸iすについては、 3,J始前から懸念されてい1こが

現実に即した呉体均な対応策はたてられていなかったc

一部、住民誤〇提出を求め不正功化をばかっていた区

もあったが、中込が多かった区では、さらに混，5Lを沼

くような方法を途中からとることはできなか一迄

しかし、全区ではないが、区吐愧苛で浬絡調幣し、

他区の住所者0受｛名溶を作成して追洛 L 合い、六正~

卵 lをはかへていにそれにより受付の段浩もeくは、
銀行に換金停止依頼をして不正貸付を防いだケースも

数多くあったc

-•-

窓nの応対、状況についていろいろな怠見が述ぺら

れているか、阪られた知生時間の中でできる限りの

ことをしたいと私は確沼を持っている。姦1i]から共

酒の様式を昨成し、惜恨交●をするように決めておけ

ぱよかった等々致多く 0反省点はあるが、それも今だ

から自えることでしかないc

なお、不王貸付9こついては続きがあり、巾込！9閥終

了裟、●占団民等による不，Tについて兵●県笞ot↓仕
が人・3たため、立r’l：のため0挙1合聴改、関係吾知の捉

出等の対応9こlJ1まで追われたc

関係己●の捉サJ9こついては、約45,9900件がドから J

件i件探しだし、ロピーをとってまた元に反すという

作業がともない、それはそれで大変T晶1でおったが、

それよりも窓Uで受付をした庶呉への半情聴取がどう

しでも必要ということで、令1甘9J社協喋民をはじめと

する応裟職目の方々にも協力してもらわさるを1号ず、

不正拉発のためとは言え巾しぶない気がした。

しかしそのおかげで数・トJ牛の不正を摘発し、その形

竺もあって 2月末菜でに祉戸市全津で約4000万円〇返

せお」、釘位岱があった3

また、この埒党が特別片＇寸以後 a〉各秤禄接金、貸付
金に対する不正の不然防止につながったとも甘われ、

泡~く評価されている。

＆ これから

怜91翌全の●速は、村＼遥期r，'1年もしくは3年後に

始まるが、 9月末況在ですでに,oo件以J-へ 5．伯0］JF
以上の侶遠がされている。

しかし、それらは令'，C)1 ％にも澁たないc 残りの

，0％へ9J伝迄については、これから取り組んでいかな

くてはならないりが、述格先不'）JO；什受人も多数いる

と予想され、貸付芍と同様困難がともなうであろう。

それでも、笞1寸時と異なり、検討や詢整をするため¢3

時間はたっぷり与えられているのであるシそれぞれ0

役91をきちんと果たすためにも、できる限り惹志疎忌

を図り、よりよい取引乳みがなされるここを希逹した

し＼

4 さいごに

今回この原祗を●くに当たり、実際にあったことを

中心にするのではなく、 —喩且としてどう動いたかを

魯くように依栢されていたc しかし、古き迅めるうち

に、 9―翌度？」ということからも「大都市直下型」と



いうことからし前代人F，i］てま 1O U 

間という足速阻で65睦Flという多割の貸付か行われナ

こともまた'，9代末且1に近いない。そのここからもえれ

ば、この記芯茉とは919こへこの資仝9こついてもっと臣

紬「ょ忠実を残していくぺきてはないか」と感じた．』

それ：ょ、その後 l 特別笙｛，~の実粘については忘く評

価している」と言」芭孤井河度か腐いたが、その文枢

囚容についての固迂点をきちんと伽り返り、それを踏

まえた上での『価でなければ文際菜務に据わった我貝

の耳には9u]も営かないのではないのだろうか、と考え

ていたごとが染初にある。

特別貸1寸を通じて痛感させられた問廼の向こうには、

ぢ！1項から拮えている問睦が見え足れしていら生活

福祉安金を時代とともに変わる巾送のc,ズにあ ⇒た

貸付に変えていくのは、迎営主体である点社協だけの

仕弔ではない。窓口であるに社協や市礼協もそれぞれ

099垢で考えていかなければ、生幻福祉吝金,,ヽ尖枯

に合わない名ばかりの＂禍 199.0 店付•• 9こなってしまう

さあろう。も屈砂枠紐みの中でとど云る l媒りば、生活

温祉行金は「単なる金貸し，業務 9こ成り下ぶべ●たまま

．である。蕊災を機9こ、今疲関係者が「やわらかあた

ま」でIJ<を見直す必要がある 0で9こ沈いかと強く屈

したc

生活福社街金俎兵固某の防災計同9こ組み込注れてい

たことを1いていた関係占はいったい1b1人いたのだそ

うか．闊卸こ 9わ来ないと言われていセ地震が阪1内~淡

路を建い、 '.il0中で文祭に←活芯祉臼合の貸Iさを行っ

てみて、果たしてどうだ••たのか．そのことを振り返

ることが、生活叫頃金全休のこれからについて与え

ることにつながるに逗いない。

，
 

----- -- --- -- -
《生活福祉資金貸付）

地ゆれ心ゆれて

~..—- 西宮市社会1釣：也涼会 立石紀久子

あ如」あの「す、あ入っ！と思．，て夜兵を（iね除けた

時（ご停キで克っ暗悶家呉が倒れガラスの訓れる晋、

ザアーシニーーザアーザア 9ーと）＜雨の音、思わず南のペ

ランダ0窓を開けるがそうで（よなかった。水道笞の●

裂、 9阪k聖枯る芯が破裂して水か噴き出していた。

あわてて北の玄閲 (9アーも横（こある食●の中の元栓

（水送とガス）もlめる。白所廊下居間は水浚しは毯が

ジュクジュクである。

逹いゆれr後も余店がおさまらないので、明るくな

るまで桜具oj-．で待っこと（こし如古い家々か倒れ、

生き埋めになった）J々が多かったことも知らず、雹気

はつかず携帯ラジオで「大霰災」であること（まわかり

ましたが、災宅の全体がどのような状況か伝わってこ

ない。夜明けと共に、玄関ドアー外に出るとマンショ

9 6浩西端の奥さんが「ちょ-と来て」といわれ室内

に入り、ペラ 9ダから見たもC（之、阪神雨速迫賂が山

側に僚れ横たわっていた、ア・ぜンとした。吾葉もでな

かった。（この様は、阪神大●災の象徴のごとく幾皮と

な（テレピで放映されている砂

それからしばら（すると、頭0)上咤飛び父うヘリコ

プターの焙こと、窓から入ってくる教念車のサイレ 9

は不安を咆すばかり。消坊自勁車の←イレンが騒砂，

い、大哀災だったc

水がない、ガスが出ない。律E]頃、ご（当たり前と

恐ごしていた煮炊き、お風呂、洗淫、 トイ 99、情報、

その他色々なことが、これ理とは、 与えられては~＇

めて、文字通り＂有り＂ ゜雑い”ここに賂紺し深（再

認識をいたしました。

地密の当日職培へ9廿勁9Jなければという見9いで・れ杯

だったのですか、月栽0)家屋 蔀探の様fぇ

らして休まざるを得なかったので、手務所に雹話を入

れ休むことにしました。翌Fl、芦槃991添いから西宮市

社協（約4に）まで阪神名卑不遺の為、歩いた歩いた

1時問l5分それから9胆」杵19歩いて迎ったn

廂れた家の間を紐うように、大勢の行列が、アリの

ように黙々と一つの同じ方向に！凡かって歩いていた。

こ 0年 9註決して忘れられない。テレビで •9 ジアや了

フリカの母国をおわれた薙民の方々の姿をみたことが

-so-



あるが、正にそも状態だ 'ガヤガヤ怒造りあ・：ている。控牡券を配布すること

．務所の巾t給合1甜,.セッター・百立1社l会館は、
避在所とな・9て肝り、 500人以上じ」住民で哩まってい

た。戦良必総ての，いきは、ぃ•#Lを失い殺気だってい

た．無坦もないn 受付塞．口、咀活、避鈍占の対」もに竺

殺されてい恥泄且も※歴全壊・半苓・ 邪1日出が大

半であり、過飴な状況の中で詮もそれを顔に呂すもの

58名）

はな（、救援屯勁に必牝で敗り詣じんでいに。

単務所到菩後、ますtl協役貝（西己→平或貝・煕李

の女否藉認を行なった。至話をする03だがボ話

がなかなか面しない。何とか地戎0，りと接点を枯ち、

企辻把担lh来た似99週間後であった，全貝無弟であ

ることが因記来、安堵いたしましたが、理ギ長屯が

令、副咄ち長宅も全逹，＇ド庖であり、他の役貝宅も

令咲3人半壊1[9人と 沿阻l志o方も多数てさ9勺た，多

くの）」々 が9虔災にあわれました。

の中で 5人93方が亡くな当全 (l75名）

られておられましだ。お一人おひとりの笑訊9盆冥を

よぎりまず，ご兵I目を祈るばかりである，民生児蛍委

呉をされ、地域99祖祉品動に頁点された9」々 てめる，

西色甘 (1)1) 

●死者）95人（その後10)0人）

令全壊J9593世悶・半壊"9.296位塔（全199料数0935%）

・但甜所l92,'祈，迫恕遠9i45,000)、

装災から 2囮防、枝災者09当U’’’3叶児9安定を『lるた

め、生ポ福191疫会特別貸'J「‘ヽ U貸J'J」（l洩度紅10万

円、特匁lの喝合20りl'」） 0)受'1匙柘が l)(3(91から吋

始することにな 0ましたこ（（止03披災十では、

！9した、少しみんなの心が禾Lんだようである。

しくなりさも，」と笠苅してくれた。午前！9時スクート、

おとな

令届，，巾9こまず50名いれ、次に、 JO9)おきに599名づつ

巾に入れる様に ？ら 9日で対応出来ない為、翌Lの

’l莉中の杢虹券がF後の翌卸券を配布し返ってららう

様に対処したc

日々 0サイクルについては、 8 15会坦若、 8：め全

貝がミーテく 9グ、受付涙務の人とが毎日杵わる、

の為、毎Ll受吋品務の仕方を繰りとし、浪り返し説明

し、咋[l同じ説判を受：ナた人もいるかも知れませんか、

受迎を受99るまでが2時間と、

そ

h_•めての人もいます0でもう一度お問き-さいC.. 9 

業務昔始、午後になると会名内03状面をみなが入墜

坦券を発行、 IC OO煩妥洛を終了、 ls mtEから全艮

ての反省会をしたもと解散と対る。一日0処埋件数は

邸HOO件であり、その日のうちに処絆できない人0

ための股埋券は、各いいで100攻を発行した。

韮均的な所蒻店佑lは、整迎券を記tLだ＇，-・よ月 1とI

て、ポー 99に人るまでがl峙間、

卯

ホールに入 9)て

ほぼ 3涛1，1かかる，受

1'」窓目に1詞窓Uが．，文けられ、窓nによっては一EO
妃荘件数が,-,,岬l心とこるもあり、粘果として符ち

時臣にパランスを欠く結果となり、来湯者の不満屯そ

の辺にふ・99げられた。又、麟恥必介詮占〇取扱い

でトラプルが生じた。震災後ショ,,でねたきり老人

とな 9 て店り、その甜lし9出来るものがない、世侮足に

要介殺者がいることで、」0万f']か20)3可に貸杓新が左

在される全になり、受付窓口でトラブ99の原因cなっ

l) 2 9 

日から）

会場の肋労会館h-9」 (500名収容）での叶込みジi•I

は、木，い 住民挫木合眼の

館認を行り、ながら、 2U後に貸臼紆令交付999'，瓶竺成

である。

披災，占桟が入きくどれはとの中し込みがあるのが全

く予むがつかない中で、 しかも緊名を塁さすることから

通9~の手絶きを省いて Cj刈心で、相当 09屁舌しが予忠さ

れた。

プッツ9本番で、取りあえすや，,てこてて不都合な部

分があれば、みれおしていこうこいうスタノスである。

切Ll当曰か院、会喝には只jピの列が由来ていたc 窓

さと汝災で按災名の心の心労から篤り合ぅ翌

たc

毘災については、品がi999いわけではない。

がら避雄所99活で妓れ只てた被災者99、涌りに溜・9た

ストレ 993 は 9~誓らを行政に求める以外らい d9 こある。

当然'ラプ,,．ょ、会」gのあちらこちらで発生する。

咀弁の抗稜はも6jすごい逍力としてhHえ恥

日01菜9こ符いて、戸店笞姦若〇努官9こ岨々 付uk9こ人っ

てもら←J9こ，

Lかしな

＂ これが廂

?
/
 
ィ
＇ 

又、函力団阪係者＇貸句佼り込み詐欺苓の新 J●廿

もあり、・兵苗に心らざるを1サなか 3 た。

受付〇業務は、板災者と直接面淡することになり、

被宰〇蜘拙であるとか板災者の悲しみ、｛点り等をlllで

眩しることがでふ披災省¢9状況をまず、心で把料で

き爽惑でき応

市民似ふ0中は今後の生活」この不安や家屋、家尉な

-"-



ど 0J査金づくりに常に揺れている＂貨9寸金の•ー巧金で

は洒れない、心0廂みを惑し、被災者0乍活状況や1区

み苦しみを宅じることが出来たっ

栄務受付窓U である女性は~このひとは、天緑子伐

4人家裟であったが、家豆0倒要により夫と子供を亡

くされていまし9-0祖；には疲労C9色が深くやつれて99

気を強くも一バ可暉って卜さい」と伝えるとましにこ

「江きてみます、生きなけれは~」

た。受付していて1]涌かバふ

と応えが返ってきまし

自然とあついものがこ

みあげてきました。

ある老姉）、は、家沼9よ仝壊となり「私のように、

人牲らしで南曲な者には、銀打では紬賓もしてくれな

ぃ9・年金だけが頼りでは、兒い出のあるL地を光って、
アパートぜらしをする，，かない」 と9lかされた。

カ以上に院しい状況のひともたくさんいますか、

占が自立していく 99しさ全49感いたしました。

ec 

股災

京付業務を酒して、様々な般災者と咲することが十

米、「人として生きていく、生きていかねばならない」

色々な人々の人生の稲図をそこに見たようである。

文イ・」会届は、暖房は令くなく、外9こ莉から竺のチラ

ック寒い寒い日が続いた。

蒔9l•1蒻よりの支観沐1'， 09、 令9l協令胡 l．令氏lo

杞防から戦貝13名（栃木眼・ 1剃 l 点、長野呉•佐要昂・

長曲原・鹿児烏典の 6県より）、栞内46中町0社協力

ら戦艮58名 (9E牛巾．宍li忙巾・山脇巾・小野"'・加也

市・品砂市・加古！"'・猪名川町・吉川町・黒田庄町・

社町・沌野町・東條町・中町・加美町・密洲町・袢后

町・巾川町・福西町・山岨町・安●町・一宮町・皮坦

町・千栢町・上甫li町・竹埒町・但●町・村岡切•浜坂

町・美必町・温泉町•生野町・和国山町・山吏町・剖

米邪・氷上99」・山南町・布局蘭J• 多紀郡・送山町・西

紀打、今円町・家烏町・播麿刈j・」L揺●地区・北坦地

区・朝束池区）大阪府社協ポうンティアと西宮吉派泄

ポランティア 90 名．西~臼竺察岩から守仁 2 名、国・県・

巾・ボランティ了そ0他、多くだ9方々の文援を受けて

2月159」受1寸終fとなりそしたウ

すぺてを9、った9度災者にとっては、

として感判されました。

令貸付中込件数5959件 ♦臣r)交付件数 5859件

・臼付父r,r ． 033,450,0［沿可を貸1~：いにしました。

・・平成詞 (l995年）

人t蛤手となった

森

まさに救い5月1

1月19印'""'峙499分阪神間は

だ99もがこの:うな大惨享9こなって始めて危戌者

匹に対する翠識〇廿さに気づいたCJではなかろうか。

従来災菩や享故9こ伽えるということはだれも力嘩識

としてわきまえているし、風水舌〇非常匡のマニュ

9,909作成はあり、避薙培狙 0J指定や即l辣も行われ

ている。しかしながらこのパニック収就を宰如こ同

4
 

たとき、非常時のマニュアルはあった0だろうか、

泡槻官理に対する翠謡が十分でないことを実感したc

物汰 9よ破揉され、心はズタズタにな~ 9 たが、陥没

した路沿いにはタンポポが花を咲かせた。街踏樹〇

桜も而閉に花を咲かせたn そこには、生きる生命の

忌吹があった。頼もしかった。愛しいと思ったc

/>
生活福祉資金担当者として

Jll西市七会福社協諾会稔務歪当 佐 藤 健

平成7年 I月19日に阪神大定災がおき、もう 1年以

上の乍が点ぎま，'たが、今でもあ0時0川西市市内0

町の粘れ果てた光号は忘れることが止米ません，

社会福礼協哉会にはいって当時 1年10ヶ月たってい

ましたが、福社に携わる人間として今何がW米るのか、

哀剣に考えさせられた時でtありました。

私は、溢災がおきた時、叶活福祉査金叫且当者とし

て、まず当l"'の叶活閂がこれからの被災者9ことって役
立つだろうと漠然と考えていましたc

しかしその反面、通常呪ヤ弔椋祉炎金では該当する
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ものもなくこの食全でot史災芦へ0対貼，は出米ないだ

ろうとも考えま9}た。

そこへ 1月匹 [1より、 l世告20hl可を上限と 9、た小

目登金点付を行うという 9'AXが呉社協から流れてきえ

しに，

実節きちんとした要我が送られたき f• のか 1 月 26 日

だった0で準倫比問がほとんど紐く社自封はかなり気

りました。

手務局内で、小勺登金貸f_：の受付の準1袖と対応方怯

に•砂口 受1寸屯描が終わ-，た0は深夜でした，

呈社協-りl叫白金貸付〇原資として判り当てられ

た金頷は、品初noo,'円もしたが、 2人がまず判訊
，1ったのが、どれくらい0人が中し，込みにくる¢りが予

飩がつかなかっがことと京姿が足らなくなったらこう

しようかということでした。

料認｝ll,'g巾の場合は、ヌず全壊、半壊など被吾0

大きい方を中心に存え、より多く 0人たちがお金を惜

りられるよう 11り恰 10万戸で対応することに決めまし

た。

中込人数については、受付院始日であるいITI日に

lo0人以上の被災占が来るだろうと'I,199し、とても9IIE臼

-i」社協宇甜所内では手決なのて市役所のや虻手祐所C

空いているスペースを借りて対応することと決めまし

た。

瑚貝配臣についてに、 2人ではとても対応できそう

になかったのでどうしようと忠っていたとこら晶祖啜

よ叫’AXで他眠0社協戦呉が応羨9こきていただけると

いう埠格を原さ大変ありがたかったですc

訊局初日は、いぜ狼且として滋甜呉社協 2名、奈良

叩1協 2名、密け県社塙 2名096名と川丙市社協から

荻大国、宰女担当処l＿中主明、私のFlり名て対応す

るこことなむましたが、受付したが枝災者の方は、予

想に反して 0名しかいませんでしだc

そこでPit方法について考え、避雉所には>l-7斉：，-

のピうを勤、市役所〇玄閲'-l0J淀災1行9lコーナーに

ポスターを貼りました。

2日Eから 7日目こでは 8名の●9がで小口だ金貸付

の受12をしましたが多いとさでも20名くらい0J中込者

でした，

また、市0広拙については、原姿9氾令額から受1,1人

数がi艮られてくることなどから掲載しませんでした。

このような、受j、」人敷92少ない状態が結同小口白金

貸付終了まで統く 0ですが、湊因として考えられる必

は、受付名所が福祉弔務所の1武ということもあり、投

災者にと・；ては貸付金額が大きい市役所9り災宰揆菜沼

金のほうに気択ちが柑いて、か’協の小口白金貸{,9金の

109」円ぐらいではとうしようも籾いという意誅が9与<

あったも0と息われますc

そうして、受吋咀始から 1週間たち芯授できていた

だいている各眼幼協0Jパ々 9よ滞られましたが、その後

受付終了までは兵昧哄内の社追識負69方々に応援して

いただきました。

荻終9勺9ご迫訓の原姿があったことから？ITTI,1：99受1寸

で2990万円を貸付ました。

この貸ふ↓も今から枷り返るこ様々な思いが蘇、2 バさ

ます，

まず、貸991原箆をもっと堵やすことが山米なかった

かということです。

もう0八 1世搭当たり 0)固f4

伽を堵やすことが出采たでし←うし、も＇と利用され

る方が多かっセだるうと思いますc

また、応援戦呉9こついても、受付開始d3L：目問9切日1

しメンパーだった，0でお互い皆それぞれコミュ-ケー

ゾ三ンが取りやすか'たのではないかと感じましたが、

兵邸束内幻l院戦呉切叫妥"時は日替わり"'バーだっ

にので、応愕戟阻9シ方々と私たちの：999の孤99渭lかい

所でこれなかった所もありました。

その点から考えてもせめて同じメンパーで3日位9;、

固定していセだ99ればよ，,艮9‘迅速な対心が出来るク9

ではないかと思いました。

もちろん、応啜淑民の方々の通常の茎務がある 0を

わかっていての無迎な忠いかもしれませんが、当祐は

私自牙ゅとりがなかったのでをう忠った 9)が、 T直な

気持ちです“

また河常の生活魂祉姿金では、修学浣金以外では、

i以証）＼をつけなければ＇ 999ナませんが、こ 89貸1」では、

屈芯保祉人がいない村合でも受I→’した点で、自分口身

O3涙が混乱しました，

こうしう事態ですから、慄訊人にとらわれる必笈9i

ないと姐いますが…

Lかしながら、こ9A筵1寸でも、受付した翌日の Ll9こ

はお金を渡すことが山叉たのは、 すこ＇＜彼災者のこと：

を考えたすばらしいシス9ぶだと思いました。

このような、定災9寺は、 1'，1をするにしても迅辿さが

問われます2

そうしたことからも、もし今後池の地域で大災もが

一切一



起こったとしたら、今同の経験を9かして応援9こ行け

るよう晋毀から心1/199たいと忠い庄した，

姦後に、 9叫笙9こ夫ていたださました職目01臼、本

約こどうも有り難うこ＇ざいました。

-~-



震災竺日の混乱の中、連絡すら取りにくい状況における冬現坦0社協の宝任者として、何をすぺきか、

とうあるぺきかを考えた車務局艮も少なくなぃ0ではなかろうかa

考えなくてはならないことか山稜みになるが、あえて侵克l19位を付けて、業務命令を下して謡揮を執如

何がおこるかわからない、しかも前例やマニュアルがあるわけでもない中での指拝は、茸任重大であり、

男気と決断）］が要求されたはずであるこ

こうしたほ"寺棠務への指禅ビl9行して、県や市等の行政機問、今社協や県社協等89連芸または9怜示伝達

が社協09F朦として欠かせない役を1の一つでもあった。しかし、早独で勝手に勁くわけにもいかないか、

迅速さを求められる平態でもあった，

一方では社協サーご9スの利，S名、一方では社窃芦係者等の女否を忌い、他，らでは、朦貝の安全も考え、

そして他犀恥這1年全体を見渡し、諸条件を見極め、決断すること磯しさを教えられた出来単であっ

たように思う。

太項では次の2名の乎例を記知している n
「―~―-----------------------へ
① ll西叫這噂鴻氏・・緊急l,'のあらゆる局雨に配慮した上で、地機関との連携や市務局長0浪任9こっi

i いて i 
| g) =木市社協・叫l氏…入きな股吉のあった被災地')隣如認し又 0)社協がどう }jるぺさ,,wかを巧え 1

たことについて-- ） 
報告数は少ないものの、多くの共洒点を共惑し、また自分たちの沐験から佃刈9こ考える機会になるもの

と期待しているc

-,Oas 
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事務局長として

'"西市社会福祉也滋会＃務理手，苺朔局只 殿勝 宏

1． 索災直後局長として取った行勤

弘9土三出市：こ厄亡しており、」月 19円臣災芍の状況

は、大きな1；詰ぶりでは迂め、遜からふとんをかぷっ

て揺さぶり 33収まるのを芍った。

家枚 3人9註9手、屯氣はえ屯されており、ガヌヽう息

検を済ませて、宅内を猛ぺるとテレピ上の割が落ちて

いる和戌で、被~'よ皆照であり「大きな地委だったな

あーJと忌ったのが最初の実感であった．

テレヒ0スイッチを入れて阪袢間の1．し況を放送する

ようになって股菩の大きさを久''、与切1に出切すべく

準荒を進めるも．m''"茫、＝巳在／主の市叫年 9這
格．車での月乱を依耕す恥

石協9こ菩いた印ば10時頃であっ杞。閤且は；iぽ出勘

-ていたが、挙務所・ょ、ガタガタ、宙気、ガスは’中まっ

ている。雹活は全然遥じないc 沖から了をつけるか＃1

祈に迷っているとき、ヘルパーが関わる家廷の安否消

即こ h'『ると首ぅマヽ］るの左問いか面問尼頑；•浮かんだ

のは、手禁所0状汎からみて l死んでいる人枢いる0

ではないかJ という享だ •9 た。すぐに、ヘルバーさん

に向かって「生死の確認今日、明日の食●0諮咳が

碓認できれば、次々に廻る様に」指示すると共に、今

日Lザ確認を終えるように依頼するc

喩芦は初め怪扮な記iをしていたが、後日迎鮮してく

れた，．又老Flは袷食l1であったが、ライフう＇ンがす

ペて淳まっているため、中止を決定、品ごろになって

宅気が回稜した。

19日からの給食をどうするかを検討、何でも良いか

ら食するものを作り、安否僅記を兼ねて配食するよう

指示する。舘果、西気0みで出来る炊き込ふこばんを

2食分を l食で配食が呂来た。特に震災救援活批iこっ

いて社協戦目は市の災も対策本部に入っていないが、

対策本部の助き9こ述勁して活勅する毎＜二共に社協独自

で英施する吾を検討する為、社協のエ［「以」：の会議を

当切9臼毎日終業30分前（後U遠 1同金曜己〕 •こ実施、

行政の動き、社協0翌円図週）以後の対策を協語す

る方法を取る中により、毎日毎週心勅きを脱民に没透

させると共に総合をつけた勁きを涛に要求し、又、脱

災当日ヽ 9会議では、「私ば素人（市役所品代9ヽード面が

全1本、 IB祉ボゴりは皆嘩）である c どのほな活動が有効

かよく判斯して実施してほしい。総て0京任は私が取

る。圏昆う9独自0判断で実施したときは、すぐ私に舌

告してはしい，」（これは社協今体0"，きを学担すると

共に巾と迷拾しているかを半1斬し、飴りがあれば＼1町

変史するため）旨を伝えたことによ炉似貝も安心して、

そ叩局の判断で行勁してくれた禄に思うc

2. 洒災時の社協活動の業務毅要

川丙市対：協こして荏災痔の正動を分野別にすると次

のとおりである。

9l｝ ホームヘルプナ'-ピス

① 地忘‘'1日全世帯63安否碓認と必嬰娯小限のサー
ど9

R 食料品の突出し

R埒法の必要な人へ0京放やジ s - l~ てテイ 0手

FF 

④ 2日目以後は、ほぼ平常迎りのへ 9レ"ーピス

;2) 1合食サ 9 ・ビス

① 逍哀当日 '1うイ 9うインの示迫のお中止

R 199.［より炊き込みご9まんで安否確認をかねて再

阿

R 翌灘より通囲メニュー｝こ近い状況•び栢↓包

R配送V0協力を褐て援政物壺（バ9、牛乳、伍

詰、カップめん）を配布

93） 民吐委呉活動

戸対策本部、祠住●務祇と協張して社t位を通じ民

牛委呉に依翔した，

① Lら23日よ，，要桜護膨的3坪漢述、 1妥殺物資、

二ーズ1じ痘と1例奇配布、 ',1民協から 209世喘9こ自

別品を中心に虻名，

② 1)128日要授志世帯3,000戸に饂説物斑の月9'布

（名絡挫理、 i土分、民ぢ委負宅9で配送は＼＇やヘ
ルパー）

③ 2月8日南部地区のみ1,500戸に第2次投賤物姿

-,0-



聖布

141 生活福祉姿会の貨付

① 申し込み多数を位江して 1世帝90カ円を阻定で

実施

② 一次充布L,9009」円，二次配1,」1,500万円、合計

S,lOO 万—9] のうち、 299]牛、 2,990ガ円を実It

宮桜、奈良、滋問0県社協、果内社協〇応援を

得てスムーズな貸付車業が実施出来た。

［5} 地区佃祉委貝会0取組み

① 2月3日に地区箔祉委俣会迂格会を聞催、授謹

希勁9こついて協滋

R 要援設り1倍0状況lEi点を民を委旦を中心ie哩枡

委呉も協力して2,I59世帯の訪問甜土を実施要9ぇ

ロー者の弔後対応

③ 11地区栢祉委呉では、避班9;'への炊き出し、一

人ぐらし老人へ0弁当配布及ひ給食サーピス、福

祉施設へ0応援、貶箋物定の配布、仮設への引趣

授渓唸各坦区福祉委昌会〇判断で墜護活画を実地

96｝ ボラゾ""対応

① 巾03対江本邸からの依頼で・ドランチィアの受付、

登緑、コーデ 9ネートを社協の本祁で実施すも

（炊き出しヤは市対策木部で受付）

Q ボうンテ 9ア浬絡協滋会の役呉LO協j」を得て、

社協9段貝 2名で対応、登録、 861こl体1.143人、個

人i.063人、合計2,206人、コーディネート1，投635

件、ボラノナイア店活翫者数6J叩人

R ボランティア活動の＋なも99

受II、、ーディネート、活動翌迎耶務、物宍の

股出入及も吐l分け、避羹li限でg9呑殺、介證、保肖、

飽忠体拭、通粽介助、市の窓Ll案内、在宅0嬰接

證当へ0汲家平、家01・・付け、仮設へ¢9引っ越‘,$

び授没1刻賓01殷出入等

I71 社協19飩阿l等の活勁

① 燕災直咲からヘルバー等と要援殺者に保健衛サ

援助の実姪

R 保健所、 r、社協の保徒活で1以設居住吝の健服
話i迅ニーズの発屈、家既訪固等

以二が社協を中心9こ各程l団体等と共に災菩対策本部

と醐盈を双l0ながら衣り紐んで又た内容でありますが、

これだけ〇挙業に取り雑めたのも、社協を「一心に、民

協、褐祉委貝会、ポフンティア等が一体とな→て危槻

成を持って取り組んでいただいた若果であると名えて

います。

3 ~災関連業務で留窓したこと。

91! 19（西市の喝合、主雑所対応はすぺて市で対応し

ており、そ®避苑所の伏店を見~ている隙 9こ、生宅

で頑張っている笈援芯者に対する目かi離れている

挙に気づき、在宅0浚援甜苗9出を，'げ、授設活

励をするよう 9こした。

捻！ 今回は緊急●態であり、社協聡呉99矮忍を付け

て行動をするよう指示した。

[31 社協の実1屯ナる●菜！こついては、封郊職呉で充

分誼し、局長としての決断を早く出すこと：こ務

めた。

94！ 行政と0ゎ速憐を図ることにより、妥助活動の西

使をさけると共に巾民に見豆る社溢9こする機会と

判断して社協自体の存在を浬解させる授迎活動を

目ざした。

959 行政と8ぶ速携を図る為、避難所等の状況I巾の

祖助●茫0柑将を的罹9ご包桓する罪9こ器めたc

4． 柔災救援活勤で苦労したこと。

-7l •-

＃業面では瑚貝が献身9がこ江勁して（れ、命令系

統も一木化していたため、あまり苫労する車は無かっ

たが、行政の出先で0芦任者の中に、吐協の女投亜

業を守政の補元的な寧業であるとの躾月9が出来ず、

礼協独自の手来、と誤胆して、在宅者への援誘物営で

記 9"J!9ト99投で比較的スムーズに活団」できた反面、

次の点について反省すべき点があった。

l1！ 即活勘郎肱である地区福祉委貝会を菊1位し援助

活勁を依茄して99ったが、旺平会、秤我貝会03開

他がおくれ、耳務含i3埒で動いた。

［2! 既存かlr ンティアク` ！レープの有効",ffiをも 9

とすぺきであった。又、座災ポランナイア 6サ初期

笠鈷者をlう）話1廿できすに終わ-'たn

ISI 消怖已拘及びポランティ了や市民への佑99捉供

が不十分であった。

14！ ●害者に対して初悶の安令確忍がまった <lli<

なかった2

（当弗者紐●に依頼するしかなかった）

［5! 被客のもっとも大きかった地区福祉委民会を動



かせなかった。

又、評袖すべき点としては

9l｝ ポランティア協議会組織0協力を埠てポランティ

了対応を社協で一木化し受付''、コーナ＇ィネーター

ができかこと

121 地区指礼要品会が比較的早期に活勁できたこと、

特に福在委国全0す'99ディア部会が＃宅援助9こ

活動してくれたことが大きか”

ISI 在宅サーピス申薬で＾｝レペーの即日安否評貶、

給良''-ビ,o辿早し用語で在宅型1妥衷者自立生
活〇援助をするここができた。

949 民協との延栂9こよ，，仁宅要授i9者の安否砂認I犬

況把揺、投殺物脊応9.，布が図られ如

以上が反省及び評価であるが、川西百のIg合、孜神

問と比校 Lて恢士の状況も怪度であ—＿たため、ある利

度の活勁が出来たも 0と愁いオすが反雨、地区栢祉委

且会や巨肋9ナ合い祁会、又当事者組叙0会を作って地

造な江勁を続けて来た結果が、この要災時にも成来を

兌09することが出来たと思っていま丸

5~ 霰災救援活動で学んだこと。

91] fll西巾〇埋合ある程度敗吉が少なかった為、在

宅まで口を l氾けられたが神戸、芦品、出空各市の

状況であれば木＼りに今回の様な活動が可注かと言

えば、西鉗であると言わねばならない。こ 0株は

大災菩の名合、人命の大切さを考えるとき、地戎

福社の充実、特に地区0助け今i沿Ii会を拡大し、

地域森沌ソステムの碑立が急務であると思われる。

921 49ラッティア活蜘しついても、今国は社祖が一

本化で文け付け、コーディネートを実控したが、

技宝が大きい培合、 NPO、NGOとd；関係づくり

が今後03課睦であり、又コーディネーター等の指

淳者の妥威にも収り紐む必要があむます，

（3} 当季者純織のある所は、比較的早期に女否碓認

が出来ており、今後当手者の糾緑化モ辿める必汝

がある。

Iii 今回の●災で国翻IOO係機閃（民協、 V速、名

人会、当弔者船1船距9卜施翌） と比較的うまく迂

氏を図りなから1孜貶活動'9出来たが、人災宰0忠

合はそれぞれ各l.'l’本の役荊、勁き等について、日

常から硲認し合う必更があると思われる，

15｝ 今阿は行政の1占郡収奥は私が巽め、中l協の態藝

をつくっていたが、もっと関係槻関、団体等の治

柑収某が出来なかった，待っのてはなく現場 9こで

かけて状況、—ーズをつかむ必要がある，

いずれにしても、今匝の大箆災99私たち揺祉宰柴

に閃わる者に対し、大きな教訓を残したと忠う，

特にボランテ f~”3活動については，七きく評価さ

れたが、社協は全社協、祁追府県予l窪から 0応桜

を1井て、市町せ協も一生慇命救●、但胚活邸］に取

り組みながら、マスコミや可民にょで評価されな

かったQ9は非常に残念に忌われてならない。

｀
 

事務局長として

三木市中［会旧祉お涵会'）1裕局長 藤田 1秀 蓄

1. はじめに

1月19U早胡、西の方からこ＇おーという児様な地嗚

＂に、＇‘'と目をさ巨す。妾も同的に Hをさますやい

な、どんという地ひびきで貶沐が5伽mほどもちあげら

れた忍いだった。あと接ゆれが大きくなり小さくな"‘

大きくなり、小さ（なって牛きていた忌いがしない時

問が続き、あちこちで物の落ちる音、柱0キシム音が

・-,や←；と収まると淳雹。家族は 3人、 2階には長

女がいたが、何とかl偕下に·~。すぐ起きて、家の外に

出る。まわりに暗くてわからないが、ゆりもどしが央

る0で、家0内に入ると、台の上、 9IOl：のも砂ま、

すぺて下に落ち、食器棚は、とびらがF月いて中のもの

が全部末に落ちていた。タンスなど0)家具は、倒れな

かったが、大きく商北に動いたあとがあきらかで、 10

¢"程度勅いていたc

大変な枝害になると思いながら、夜の明けるのを待っ

-n-



た。

まず、明ける0を待，て、区長と共に住思地の南畑

を軽ワ輪でまわ 9 た，思・2たとこる26戸には瓦が疼ち

ているなど叫尺菩があるものの、倒l要などはなかった，

田99の様子を見たが、伎吉はないようであ・1如

午前 1防ごろになるとラジオから袢戸等0砂色＇の様

子を知り、定時に止勁した。

串務所では、職貝ム呉定刻出勁。手わけして庁舎内

外の袂宝町査を守う。股吉99使所寺09イル落下程度

0被岩ですむ。

そのあと、各担圭09ところ0被宅甜亙、情報阪某9こ

あたらせる。ガス水道李染所より、水迫笞、ガス官R

パンク場所があることが判明。また1オ点しより追路に

屯裳が十．して、通行不能お所のあることが判り」する。

ミ木市社協としてこ災時にとった言勤

t 被災家庭見舞い
① l/li午後 3Ie、地＇こ当 Fl、迎写抜と享務l叫長と

で先しよ庭、今i9家庭を団問し、激哉

② 2/1に慨災家庭に炉ず「金を手殴

2. 民生委貝活勅

R 箆災尋I：埒じ民生委展さんが、自主的に要授護

家庭0安西確認を行う，

R 全家庭とも設提蔑笛等09身1ぷ的呟毛なく、また

家孟にも大きな襦名なし。

R 従・3 て、通常99活勅を行，~でしらう。

⑤ 全地93家庭をかかえる民生委艮 2名は、避狸所

移転先に定JUl的に訪問していただ<,

3. 生活植祉登金の貸付

① 被宙1犬茫が大きくないと判加し、支援,1,1，弓が

あると‘'1杞面で行う。

R 1/29より 2/9までで、計加1牛。祁0灯l'］貸付

を行う

4 地区福祉委員会の取り組み

① 2か）19ご9回、定期的に開催している。 i9/9卜委

艮会を、洩災後も巫鉗J的に実施し、各桓の速絡及

びニーズ09／叫世に努め恥

5・ ポランティア対応

-93-

① 市とも協力しながら、ポランティアのコーディ

ネー~をに私で行う。

＠ 社協9哉呉全負がコーディネー 1~ にあてる

コーディネート1と数 2081'「

ざうノディア延活勁人数 23,899人

＠ ポうノティア活勁の主なもの

物哭の仕分91述椅

坦渕i所におげる次き出し

入院患者＂ i受け入れと介助

人浴ャーざス

救授物定の提供念

以上を9l協を山心にして取り赳んだか、ボラン"

了・ローディネ＾卜の中心は、神戸巾＇か； れる

透I9患者O冷2け入れ、に分げ、 19日、 J炉

0炊き出し等が中心であったc

救接で学んだこと

① 本市ては、被吉は死者1、匝{g者］？名、全l"924、

半楼匹、一部破捐4、269等と直揆市民生活に大きな

打漿を受けなかった0で、安投沌者もの安否確認等

99，スとーズ9，-仁われたコ

＠ 特に大き，,咋如苔を受9ナた柏戸市の伊怯池であった

ので勺近l砕市町寺と切謹認挽体制芯今後袋重要と

なる。

R今回の大没災における品大0甜閑は、危哉岱虹沐

illi0確'をどう引るかにある，

特に、この間組については、呉社協、全社出等でモ

テルを作成し、全匡的に社協が取り甜む在り,,,渡

討を行うことが必災だと考える。

④ ‘，1、二木巾を1協もl也j成に立脚した地区社協を中心

とした方向での活勁が今餃必笈 9こなろうと考えも

そのことが、住民が中心にな-,て自助、共劫活軌モ

再構染することになろう。




